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上越三和道路関係発掘調査報告書Ⅹ

延 命 寺 遺 跡 Ⅱ

一般国道253号

二 反 割 遺 跡



　一般国道 253 号上越三和道路は、上越市寺と上越市三和区本ڷを݁Ϳ地Ҭߴ規格道

路で、上越市からೆڕপ市にࢸる一般国道 253 号上越ڕপ地Ҭৼڵշ଎道路の一部

です。この地Ҭৼڵշ଎道路は、上越地Ҭとڕপ地Ҭのަྲྀをଅਐするとともに、北

཮自ಈं道や関越自ಈं道と߹わせて、৴པ性のߴい॥環ܕ広ҬωットϫーΫを形成

することを目ࢦしてい·す。これにΑり、࢈業・経ࡁ・文化の広Ҭతなަྲྀが׆発に

なり、地Ҭの׆性化をଅਐするものと期଴されてい·す。

　本書は、この上越三和道路建設にઌ立ち、平成 23 年౓に࣮ࢪした二反割遺跡・延

命寺遺跡Ⅱの発掘調査報告書です。

　この調査で二反割遺跡は古墳時代、古代、中世の遺跡であることが明らかとなり、

古墳時代は集落の縁辺部を、中世（12 世紀）は集落の一部を調査し·した。特に、中

世の集落は規模の異なる掘立柱建物、倉庫、井戸、土坑で構成され、これを大規模な

溝（堀）で区画する村の࢟が明らかとなり·した。·た、遺跡のあった岡木集落はۙ世

ॳ期以߱の集落ですが、この地Ҭに古墳時代からのྺ࢙があることが෼かり·した。

　延命寺遺跡Ⅱでは古墳時代、飛鳥時代、奈良時代を調査し·した。平成 18・19 年

౓の調査にরらし߹わせると、飛鳥時代は集落の縁辺部の状گが、奈良時代は集落の

周辺に広がる水田の࢟が明らかとなり·した。

　これらの発掘調査でಘられた成Ռや本報告書が、埋蔵文化財のཧղや認ࣝをਂめ、

地Ҭのྺ࢙ࢿྉとして広く׆༻されるものと期଴してい·す。

ཧղをいたͩいた上越市教育委員会ฒͼޚとྗڠޚ後に、この発掘調査で多大な࠷　

に地元のํʑ、·た、発掘調査から本書の࡞成·で、格別なޚ഑ྀをいたͩいた国土

ަ௨ল北཮地ํ੔උߴہ田Տ઒国道事຿所にରして、ްくおྱをਃし上͛·す。

　　平成 24 年 3 月

新潟県教育委員会

教 育 長　෢　౻　ݾ　ࠀ

ং



 1 本書は、新潟県上越市三和区大字岡木字二反割 1,013 番地ほかに所在する二反割遺跡、上越市大字下野田字延

命寺（市道諏訪上野田線下）に所在する延命寺遺跡の発掘調査記録である。h 延命寺遺跡Ⅱʱは 2011（平成 23）

年౓に࣮ࢪした第 2 次の発掘調査で、延命寺遺跡の 2 。目の発掘調査報告書である࡭

 2 この調査は、一般国道 253 号上越三和道路の建設に൐い、国土ަ௨ল北཮地ํ੔උߴہ田Տ઒国道事຿所（以下、

国ަলという）から新潟県教育委員会（以下、県教委という）がडୗしたもので、調査主体である県教委は財団法

人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団という）に調査をґཔした。

 3 埋文事業団は、掘࡞࡟業౳を株式会社吉田建設（以下、吉田建設という）に委ୗして、2011（平成 23）年౓に

発掘調査を࣮ࢪした。

 4 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ࡞業に係る֤種ࢿྉ（ؚ࡯؍σーλ）は、一ׅして県教委が保؅・؅ཧしている。σー

λの༗ແやӾཡر๬は、県教委に໰い߹わせئいたい。

 5 遺物の஫記は、二反割遺跡のུ記号ʮ11 χλンʯ、延命寺遺跡Ⅱのུ記号ʮ11 ΤンϝⅡʯにͦれͧれ出土地఺、

遺構名、૚Ґ౳をଓけて記した。

 6 本書のਤ中でࣔすํҐは、す΂てਅ北である。

ද、ਤ面ਤ൛、ࣸਅਤ൛࡯؍ͼٴ遺物の番号は、遺跡͝とに種別に関わらͣ、す΂て௨し番号とした。本文ࡌܝ 7 

の番号は、す΂て一கしている。

 8 本文中の஫は٭஫とし、ท͝とに番号を෇けた。·たҾ༻文ݙは、著者ٴͼ発行年（西暦）を文中にʦ　ʧでࣔ

し、巻຤に一ׅしてࡌܝした。

 9 自然Պֶ෼野にかかる෼ੳは、下記の機関に委ୗして行い、ྃղをಘて࠶編集した。

　　　　二反割遺跡 � ์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ、Ֆค෼ੳ、ܔ૶෼ੳʜʜʜ株式会社古環境研究所

　　　　延命寺遺跡Ⅱ � ์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ、थ種ಉఆ、種࣮ಉఆʜʜ株式会社古環境研究所

 10 遺構ਤ・遺物࣮ଌਤのトϨーεٴͼ֤種ਤ൛の࡞成・編集に関しては、༗ݶ会社不二出൛に委ୗしてσδλϧト

Ϩーεと %T1 ιフトにΑる編集を࣮ࢪし、׬成σーλを印刷業者にೖߘして印刷した。

 11 本書のࣥචは、細井佳浩（吉田建設埋蔵文化財部　主೚調査員）、今井昭俊（吉田建設埋蔵文化財調査部　調査員）、

髙橋保雄（埋文事業団調査՝　՝長代ཧ）が当たり、編集は֤ࣥච者が行い、髙橋がऔり·とめた。なお原ߘの一

部は、山下　研（吉田建設埋蔵文化財調査部　調査員）がߍਖ਼した。ࣥච෼୲は以下のとおりである。

　　　細井佳浩ɿ第ᶗষ 2# 2）、第ᶙষ 4$ 1）・5A・5# 1）・2）・3）B C・7A 1）・2）C、

　　　　　　　　第ᶚষ 1・3・4・5A・5# 1）2）B D・7

　　　今井昭俊ɿ第ᶗষ 2# 1）、第Ⅱষ、第ᶙষ 1・4A・4#・4$ 2）B C D F・7A 2）B

　　　髙橋保雄ɿ第ᶗষ 1・2A・3、第ᶙষ 2・3・4$ 2）C E・5# 3）D E、第ᶚষ 2・5# 2）C

　　　株式会社古環境研究所 � 第ᶙষ 6、第ᶚষ 6

 12 発掘調査から本書の࡞成にࢸる·で、下記のํʑٴͼ機関から多くのޚ教ࣔ・ྗڠޚをࣀった。ここに記してް

くおྱਃし上͛る。（ܟশུ　ेޒԻॱ）

　　　　相Ӌॏಙ　　岡村Үӫ　　中西　૱　　中村௚人　　౻巻ਖ਼৴　　水ᖒ޾一　　山本޾俊　　山઒ୢ෉

　　　　ԣ山উӫ　　上越市下野田町಺会　　上越市三和区岡木町಺会　　上越市教育委員会

ݴ　　　ྫ



第 * ষ ং　　　આ
1　調査にࢸる経緯   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   1

2　調査の経ա   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   2

掘・֬認調査ࢼ　̖  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   2

̗　本発掘調査  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   4

3　発掘調査体੍と੔ཧ࡞業   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   6

掘・֬認調査ࢼ　̖  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   6

̗　本発掘調査・੔ཧ࡞業  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   6

̘　੔ཧ࡞業の経ա  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   7

第 ** ষ 遺跡のҐஔと環境
1　地ཧత環境   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ   8

2　遺跡の෼布とྺ࢙త環境   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  10

第 *** ষ 二反割遺跡
1　遺跡の立地と周辺のඍ地形   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13

2　グリッドの設ఆ   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  14

3　基 本 ૚ ং   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  14

4　遺　　　構   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  16

̖　֓　　　ཁ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  16

̗　遺構の記ड़とද記ํ法  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  16

̘　遺 構 ֤ આ   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  17

5　遺　　　物   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  23

̖　֓　　　ཁ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  23

̗　遺 物 ֤ આ   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  23

6　自然Պֶ෼ੳ   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  26

̖　は じ め に   ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  26
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第ᶗষ　ং　　　આ

1　調査にࢸる経緯

上越ڕপ地Ҭৼڵշ଎道路（延長໿ 60LN）は、上越市とೆڕপ市を݁ͼ、྆地ํのަྲྀをଅਐすると

ともに、ߴ規格װ線道路の北཮自ಈं道と関越自ಈं道を߹わせて、৴པ性のߴい॥環ܕ広Ҭωットϫー

Ϋを形成する地Ҭߴ規格道路である。ಉ道路の׬成にΑり上越〜े日町〜࿡日町間の௨行時間は大෯に୹

ॖされ、日本ւ側とट౎ݍを݁Ϳ࠷୹経路となり、広Ҭతなަྲྀが׆発になるものと期଴される。

上越三和道路は、上越ڕপ地Ҭৼڵշ଎道路の一部で、上越市寺〜ಉ市三和区本ڷ·での 7�4LN 区間

の道路である。上越地ํڌ఺౎市地Ҭ಺の࿈ڧܞ化をਤり、地Ҭの׆性化をଅਐすることを目తとしてい

る。ಉ道路は 1998（平成10）年౓に੔උ区間にࢦఆされ、2000（平成 12）年౓に౎市ܭ画道路にܾఆされた。

これをडけて国ަলは、県教委にܭ画༧ఆ地಺における埋蔵文化財の෼布調査をґཔした。県教委の委

ୗをडけた埋文事業団は、2001（平成 13）年 4 月にܭ画༧ఆ地の上越市寺〜ಉ市三和区本ڷの法線಺を

ର৅に෼布調査を࣮ࢪした。調査の݁Ռ、24 か所から主に古代・中世の遺物が࠾集されたため、ほ΅શ

Ҭにわたりࢼ掘・֬認調査を行い、遺跡の༗ແを֬認するඞཁがあると報告した。

第 1図　上越三和道路の予定路線と調査遺跡の位置

ʦ国土地ཧӃ発行ʮߴ田東部ʯ1ɿ25,000 原ਤ　平成 19 年発行ʧ

延命寺遺跡延命寺遺跡

二反割遺跡

0 2LN（1�50,000）
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2001（平成 13）年 3 月、国ަলからࢼ掘・֬認調査のґཔをडけた県教委は、調査を埋文事業団に委

ୗした。2002（平成 14）年 3 月、埋文事業団は上越市ถ岡地಺からࢼ掘調査を࢝め、ಉ地಺の北側にྡ

઀する下割遺跡が、ܭ画༧ఆ地಺に広がることを明らかにした。さらに 2003（平成 15）年 5 〜 7 月に埋

文事業団は、上越市戸野目地಺〜ถ岡地಺をର৅にࢼ掘・֬認調査を࣮ࢪした。この調査にΑり、延命寺

遺跡、ਗ਼水田遺跡、三֯田遺跡が新たに発ݟされ、下割遺跡はൣғが֦大した。

延命寺遺跡ではこの後、2003（平成 15）年 12 月、2006（平成 18）年 6・8・12 月の֬認調査を経

て、市道諏訪上野田線をؚΉಉ線の西側 10,000N2 の本発掘調査がඞཁとした。二反割遺跡は 2009（平

成 21）年 4 月のࢼ掘調査でݟつかった遺跡である。遺跡は東側にະ調査区があり、ൣ ғは֬ఆできなかっ

たものの、遺跡の西側 2,200N2 について本発掘調査がඞཁとした。

一ํ、上越三和道路༧ఆ地಺の本発掘調査は、2002（平成 14）年౓に下割遺跡から࢝められた。以後、

工事工ఔに߹わせຖ年౓、本発掘調査が行われている。延命寺遺跡は 2006・2007（平成 18・19）年౓

の 2 か年にわたり発掘調査が行われ、市道諏訪上野田線下をআきऴྃした。ಉ調査の発掘調査報告書は

2008（平成 20）年౓にץ行されている。

2010（平成 22）年 10 月、国ަল、県教委、埋文事業団の調੔会ٞで、国ަলから延命寺遺跡、ਗ਼水田遺跡、

ಊ古遺跡、古԰敷割遺跡の本発掘調査のཁ๬があり、この後、さらにٞڠをॏͶた。2011（平成 23）年

3 月 15 日、国ަলは県教委に延命寺遺跡（800N2）、下割遺跡（2,800N2）、二反割遺跡（2,200N2）の本発

掘調査をґཔ（国北੔ߴ二調第 64 号）した。ґཔをडけた県教委は、3 月 17 日、調査を埋文事業団に委ୗ（教

文第 1443 号の 2）した。埋文事業団はಉ年 4 月に下割遺跡、6 月に二反割遺跡、7 月に延命寺遺跡の本発

掘調査を࣮ࢪした。

2　調 査 の 経 ա

A　ࢼ掘・֬認調査

1）二 反 割 遺 跡（第 2 ਤ）

県教委から委ୗをडけ、2009（平成 21）年 4 月 15 〜 24 日に埋文事業団が࣮ࢪした。調査ର৅ൣғは、

2　調査の経ա

第 2図　二反割遺跡　試掘調査トレンチ位置図（Ξϛは本調査ඞཁൣғ）
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岡木ཷഉ水路の東、法線ηンλーߌ 4TA/P�244�15N 〜 /P�250 間である。調査ର৅面積 6,900N2 に

೚ҙのトϨンνを 18 か所設ఆした。トϨンνはॏ機ٴͼ人ྗにΑる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・遺物の༗

ແ、土૚ଯ積状گなどを࡯؍・記録した。調査にΑり、地山઴Ҡ૚·での૚ংは北側の一部に׊ࠇ৭土を

֬認したものの、大半はද土と地山がࠞじる૚で構成され、明֬な遺物แؚ૚はݕ出できなかった。遺構

は 14 トϨンν（以下、ᶺ T とする）で土坑 1 基とピット 2 基、17T で土坑 2 基とピット 5 基をݕ出した。

遺物は 3・5 〜 8・10 〜 12・14・16・17T から土師器を主体に、須恵器がগྔ出土した。す΂てද土（چ

。られる土師器が出土したݟ土）からの出土で、細ยで器形の෼かるものはগなかったが、古墳時代と࡞ߞ

したがって、11・12T を݁んͩ線の東側で、遺構をݕ出した 14・17T をؚΉ 4TA/P�250 ·での 2,200N2

を本発掘調査ඞཁൣғとした。

なお、4TA/P�250 から東側は༻地ަবの関係からࢼ掘調査ができなかった。したがって、今後のࢼ掘

調査で東側の本発掘調査ൣғを明らかにすることとなった。

2）延 命 寺 遺 跡（第 3 ਤ）

༻地औಘの関係や本発掘調査の状گから 2003・2006（平成 15・18）年౓に行った。

2003（平成 15）年度

県教委から委ୗをडけ、1 ճ目は 2003（平成 15）年 5 月 6 日〜 6 月 17 日、7 月 15 日、2 ճ目は 12

月 19 日に埋文事業団が࣮ࢪした。1 ճ目の調査ର৅ൣғは、戸野目地಺〜ถ岡地಺·での 167,000N2

である。調査ର৅ൣғに೚ҙのトϨンνを 141 か所設ఆし、ॏ機ٴͼ人ྗにΑる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・

遺物の༗ແ、土૚ଯ積状گなどを࡯؍・記録した。調査にΑり、ਗ਼水田遺跡、延命寺遺跡、三֯田遺跡が

新たに発ݟされ、下割遺跡のൣғが֦大した。延命寺遺跡については、ݱ地ද下 1�2N で古墳時代の遺物

แؚ૚が֬認され、75T では土坑 2 基、76T では溝 2 条がݕ出された。遺物は古墳時代の土師器が主体で、

多くのトϨンνから出土したが、75・77T からやや多く出土した。これらの݁Ռを౿·え、遺構・遺物

がݕ出された地఺を中৺に、·ͣ 3,850N2 を本発掘調査ର৅ൣғとした。

（Ξϛは本調査ඞཁൣғ。+・, トϨンνは調査ൣғから東に཭れているため、ਤࣔされていない）

第 3図　延命寺遺跡　試掘・確認調査トレンチ位置図
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2 ճ目は本発掘調査ର৅ൣғの北西にྡ઀するະങ収地のങ収後に行った。トϨンνは 2 か所（第 3 ਤ

146・147T）であったが、ݱ地ද下 1N 前後で古墳時代、奈良時代の遺物แؚ૚を֬認し、146T で土坑

2基をݕ出した。遺物は古墳時代中期〜後期の土師器や奈良時代の須恵器が出土した。これにΑり1,470N2

を௥加し、1 ճ目と߹わせ本発掘調査ඞཁൣғが 5,320N2 に֦大した。

2006（平成 18）年度

本発掘調査を行ったとこΖ、遺構・遺物の෼布がೱްで、本発掘調査ඞཁൣғがさらに֦大することが

明らかとなった。ͦこで埋文事業団は、6 月 26 日、8 月 25 日、12 月 4・5 日に֬認調査を࣮ࢪした。

調査は 2003（平成 15）年౓に本発掘調査ඞཁൣғとした西側と東側であり、೚ҙに A 〜 , トϨンν（以

下、記号 T とする）を設ఆした。これにΑり、A 〜 $T ではݱ地ද下 1�5N 前後で古墳時代、奈良時代の遺

物แؚ૚を֬認し、A・$T で溝 1 条、#T でピット 1 基をݕ出した。遺物は AT で土師器と木製品、#・

$T で土師器が出土した。これ以֎のトϨンνでは古墳時代、奈良時代の遺物は出土せͣ、明֬な遺物แ

ؚ૚は֬認されなかった。したがって、西側は A 〜 $T をؚΉ 3,060N2、東側は市道諏訪上野田線をؚ

Ήൣғの 1,620N2 を௥加し、これ·でと߹わせ本発掘調査ඞཁൣғが 10,000N2 に֦大した。

#　本 発 掘 調 査

1）二 反 割 遺 跡

本発掘調査は、2011（平成 23）年 6 月 27 日〜 9 月 15 日·で࣮ࢪした。調査ର৅面積は当ॳ 2,200N2

であったが、遺構の広がりが認められたか所は国ަলと県教委のٞڠを経て֦ுした。֦ு面積の߹ܭは

500N2 で、࠷ऴతな調査面積は 2,700N2 である。

6 月 27 日からॏ機にΑるද土掘࡟を調査区ೆ東部۱から։࢝した。گݱがਿྛであったために੾り株

が多く࢒っており、しかも地山·で30DNほどしかないため、ॏ機で੾り株をҾっֻけないΑう৻ॏに行っ

た。掘࡟中、遺物แؚ૚からの遺物の出土はۃめてرബであったことから遺構ݕ出面·で掘࡟した。·た、

土૚֬認༻のϕϧトを法線ηンλーߌに沿って࢒しながら࡞業をਐめた。6 月 30 日から࡞業員をೖれ、

調査区のนやϕϧトの੔形、։ڎの掘࡟を࢝めた。7 月上०から本格తに遺構のݕ出࡞業を։࢝した。遺

構ݕ出࡞業では྆ਕΨϚ、遺構掘࡟には஛ϕラやҠ植ΰςを主に࢖༻した。

調査区北西部۱では古墳時代の土器が多਺出土したため、当ॳの調査区Αりもൣғを西΁֦大した。こ

の෇ۙは古墳時代の遺物集中区と൑明した。·た調査区ೆ東部۱では掘立柱建物をݕ出し、一部の柱݀が

当ॳの調査区Αりも東΁延ͼることが明らかとなった。このため、こちらも調査ൣғを東΁֦大した。こ

れにΑり 3 棟の掘立柱建物をݕ出した。以後、調査区ೆ側を西に޲かって調査をਐめた。8 月中०には調

査区ೆ側半෼の調査をऴྃした。8 月下०からは調査区北側の調査にೖり、3F・4F グリッドで柱݀を多

਺ݕ出した。

8 月 25 日、大ӍにΑり調査区北西部の一֯がף水したが、水中ϙンϓのഉ水で大事にはࢸらなかった。

8 月 26 日、ཌ日に߇えたݱ৔આ明会のために、ഉ水࡞業ٴͼ会৔設Ӧを行った。8 月 27 日、遺跡や出

土品のެ։を目తにݱ地આ明会を։࠵した。地元ٴͼ周辺地Ҭの人ʑを中৺に 85 名のֶݟ者が訪れた。

9 月 12 日、県教委からऴྃ֬認をडけた。9 月 13 日、ラδコンϔリコϓλーにΑるۭࡱとߴ所࡞業ं

にΑるࡱӨを࣮ࢪし、ಉ日、平面ଌྔもऴྃした。以後、後ย෇け、ݱ৔事຿所ఫ࡞ڈ業を行い、9 月

15 日をもって二反割遺跡の調査をऴྃした。

2　調査の経ա
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2）延 命 寺 遺 跡

2006（平成 18）年度

4 月 28 日〜 11 月 24 日に面積 5,320N2 をର৅に࣮ࢪした。調査にΑり 7 世紀前葉〜 8 世紀の遺構・

遺物が出土し、当期の集落であることが൑明した。7 世紀（飛鳥時代）の遺構は୦݀建物 4 棟、平地建物

5 棟、井戸 3 基などである。୦݀建物はน溝、さらにͦの֎側に周溝を८らすもので、௿地にଈした建物

形態であった。平地建物には間ִをڱくして柱݀を設けるน立ち式の構଄のものが認められた。8 世紀（奈

良時代）の遺構は掘立柱建物 3 棟、井戸 7 基、࡞ߞ溝などである。中でも੝土にΑる੔地૚を൐う掘立柱

建物が特චされた。·た、木؆の࡟りくͣやۏ柱などの木製品や౛ࢠなどが出土したΰϛ݀と思われるܘ

4N の土坑、木製ࡇ᛾۩が·と·って出土した土坑などが஫目された。

遺物は 7 世紀〜 8 世紀の土器が主体で、7 世紀の須恵器にはഋ、֖、࿶、ఏළなどがある。·た௿࣪

地であることから、木製品も多く出土し、ࡇ᛾۩、ۏ柱、Րᮎӓ・٩、۳、ࢳ巻き、೶۩など多種にわたった。

このほかࣖ環、८ํ、ಔླなどの金ଐ製品やఱ平 8 年の紀年໏木؆や۩஫暦、出ڍ関係の木؆が஫目された。

このことから 7 世紀は上越地ํでも༗ྗな集落、8 世紀は׭ᦰとの関࿈性がうかがえた。

2007（平成 19）年度

5 月 2 日〜 10 月 23 日に面積 3,924N2 をର৅に࣮ࢪした。調査区は前年の調査区を֦大した東側と西

側である。調査にΑり、古墳時代、飛鳥時代、奈良時代の遺構・遺物をݕ出した。古墳時代の遺構は溝 2

条、土坑 1 基などであり、調査区の東側にภ在した。飛鳥時代の遺構は土坑 3 基、ピット 2 基とগなく、

奈良時代の遺構が主体を઎める。奈良時代の遺構は、掘立柱建物 3 棟、ാ、水田などである。掘立柱建

物の 2 棟は、2006（平成 18）年౓調査のものと形態がڞ௨し、ほかの 1 棟は倉庫とߟえられるものである。

調査区಺ではඍߴ地に掘立柱建物が、ͦの周辺にはാがҐஔし、東側のඍߴ地എ後の௿地を水田としてར

༻した土地ར༻の༷ࢠがうかがえた。遺物は奈良時代の土器を主体とするが、ଳ金۩などの金ଐ製品、ۏ

柱、Րᮎӓ、೶۩などの木製品、木؆などが出土している。木؆はఱ平 7（735）年が記され、ݱଘ࠷古

の田ാのചങに関するച݊木؆が஫目された。ಉ木؆からڷཬ੍下に書かれたことや地名のʮ野田村ʯの

ଘ在、ʮ田ྖʯという܊໾人のଘ在などوॏな調査成Ռとなった。

2006 年౓の調査成Ռと߹わせ、奈良時代の遺跡が܊ᦰの機能の一部を୲った出ઌ機関で、ʮ田ྖʯが

いた可能性がߴ·った。なお、調査面積は࠷ऴతに 4,224N2 となった。

2011（平成 23）年度

奈良時代の水田跡の調査、古墳〜飛鳥時代の遺構面の調査の面積 800N2 を 7 月 25 日〜 9 月 15 日·

で࣮ࢪした。調査ൣғは北側とೆ側を໼板ଧ設、東側と西側は҆શޯ഑の法面とし、東側法৲部にഉ水を

目తとする҉ڎを設ஔした。੝土、ද土はॏ機を༻いて掘࡟した。人ྗにΑる調査は、แؚ૚掘࡟には大

した。遺物のऔり上༺࢖には஛ϕラ、Ҡ植ΰςを主に࡟出には྆ਕΨϚを、遺構掘ݕの஛ϕラを、遺構ܕ

͛は 2N ͝との小グリッドを基本とし、遺構出土の遺物はこれに遺構名を෇した。

7 月 25 日からॏ機にΑるද土掘࡟を։࢝した。今ճの調査では、2007（平成 19）年౓調査の݁Ռか

らᶟ૚上面をݕ出面とする水田跡の畦畔がݕ出されることが༧ଌされたため、ॏ機掘࡟のࡍ、ᶛ૚から下

の࠭૚を৻ॏに掘り下͛、ᶟ૚がわͣかにද出したとこΖでࢭめた。7 月 27 日から人ྗにΑる։ڎ掘࡟、

西นの੔形を行う。8 月 3 日からᶟ૚上面をݕ出面する水田跡の調査を࢝めた。ૈ࠭、ᶞ૚の੨փ৭シϧ

トをऔりআいた݁Ռ、2007 年౓にݕ出された北西−ೆ東ํ޲の小畦畔 2 条にଓくものに加え、東西ํ޲

第ᶗষ　ং　　　આ
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の小畦畔、·た、北側で小区画の水田跡をݕ出した。8 月 11 日にߴ所࡞業ंからશ体ࣸਅࡱӨ、8 月 12

日にଌྔを行い、ᶟ૚上面の調査をऴྃした。

8 月 22 日から調査を࠶։し、แؚ૚（ᶟ૚）の掘࡟を行う。8 月 25 日、大ӍにΑり法面の北東部෼が

ܾյし、調査区東側のഉ水路からట水とともに大ྔの土࠭が調査区಺にྲྀೖした。このため 9 月 2 日·

で調査とฒ行して、法面の復چと土࠭のআڈを行った。9 月 6 日からⅩ૚をݕ出面とする遺構ݕ出、9 月

8 日から遺構掘࡟を行う。9 月 13 日にラδコンϔリコϓλーのۭٴࡱͼߴ所࡞業ंのࡱӨを行い、9 月

15 日に平面ଌྔがऴわり、調査をऴྃした。

3　発掘調査体੍と੔ཧ࡞業

延命寺遺跡のࢼ掘・֬認調査、本発掘調査は多年౓にわたるため、ここでは延命寺遺跡Ⅱに௚઀関係す

る調査体੍と二反割遺跡の調査体੍を記ड़する。

A　ࢼ掘・֬認調査

遺跡名（年౓） 二反割遺跡（2009（平成 21）年౓） 延命寺遺跡（2006（平成 18）年౓）

調 査 期 間 2009 年 4 月 15 日〜 24 日 2006 年 6 月 26 日、8 月 25 日、12 月 4・5 日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　෢౻ݾࠀ） 新潟県教育委員会（教育長　෢౻ݾࠀ）

調　　 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　 ׅ 木村ਖ਼昭（事຿ہ長） ೾多俊二（事຿ہ長）

؅　　 ཧ ӫ（૯຿՝長）　౻ࡈ ӫ（૯຿՝長）　౻ࡈ

ॸ　　 ຿ দ原݈二（　ಉ　൝長） 長୩઒༃（　ಉ　൝長）

調 査 ૯ ׅ ౻巻ਖ਼৴（調査՝長） ౻巻ਖ਼৴（調査՝長）

調 査 ࢦ ಋ 寺࡚༟ॿ（　ಉ　՝長代ཧ）

調 査 ୲ 当 田ւٛਖ਼（　ಉ　՝長代ཧ） 山࡚஧良（　ಉ　൝長　）

調 査 ৬ 員 石઒ஐ紀（　ಉ　主೚調査員）

#　本発掘調査・੔ཧ࡞業（2011（平成 23）年౓）

調 査 期 間 二反割遺跡ɿ2011 年 6 月 27 日〜 9 月 15 日　延命寺遺跡Ⅱɿ2011 年 7 月 25 日〜 9 月 15 日

੔ ཧ 期 間 2011 年 9 月 16 日〜 2012 年 3 月 31 日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　෢౻ݾࠀ）

調　　 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　 ׅ 木村ਖ਼昭（事຿ہ長）

؅　　 ཧ 今井　࿱（૯຿՝長）

ॸ　　 ຿ ҏ౻　೜（　ಉ　൝長）

調 査 ૯ ׅ 北村　྄（調査՝長）

調 査 ୲ 当 髙橋保雄（　ಉ　՝長代ཧ）

ࢧ ԉ ૊ ৫ 株式会社吉田建設

৔代ཧ人ݱ ौ木޺人（埋蔵文化財調査部）

調 査 員 今井昭俊　　細井佳浩　　山下　研（以上、埋蔵文化財調査部）

ิ ॿ 員 ླ木Ώかり　本間ஐࢠ　໼部ઍӫࢠ　中村ඒஐࡩ　ࢠ井ඒ༝و（以上、埋蔵文化財調査部）

3　発掘調査体੍と੔ཧ࡞業
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$　੔ཧ࡞業の経ա

ਤ面・ࣸਅの基ૅ੔ཧٴͼ出土遺物の水ચ・஫記౳の基ૅ੔ཧは、調査ݱ৔（ݱ地事຿所）とࢧԉ業者

の੔ཧࣨ（以下、吉田建設巻੔ཧࣨとする）で本発掘調査とฒ行して行った。調査ऴྃ後の 9 月中०からは

調査ࢿྉのす΂てを吉田建設巻੔ཧࣨにൖೖし、੔ཧ࡞業を行った。主な࡞業は出土遺物の஫記、઀߹・

復元、࣮ଌ・୓本、遺構ࣸਅの $% 化ந出、遺構ਤ面の఺ݕमਖ਼、遺構ਤ面ਤ൛૊み、遺構ࣸਅਤ൛࡞成、

遺物ਤ面ਤ൛૊み、遺物ࣸਅࡱӨ、遺物ࣸਅਤ൛૊み౳である。ͦの後、遺構・遺物の࡯؍ද࡞成、原ߘ

ࣥච、編集・ߍਖ਼、後ย෇けを行った。

二反割遺跡　炎天下での現地作業風景（7月 20日） 二反割遺跡　現地説明会（8月 27日）

第ᶗষ　ং　　　આ
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第Ⅱষ　遺跡のҐஔと環境

１　地 ཧ త 環 境

ここでは、二反割遺跡と延命寺遺跡Ⅱが所在するߴ田平野の地ཧత環境について、h 第 171 集 ٶޅ遺跡ʱ

のʮ̎ 遺跡周辺の地ཧత環境ʯʦۅ原 2007ʧを一部मਖ਼・加චしてҾ༻する。

二反割遺跡と延命寺遺跡Ⅱが立地するߴ田平野は、新潟県ೆ西部にҐஔするԭ積平野である。ͦの形状

は、上越市ޒஐ、ಉ市࡚֟区஛ඓ、ಉ市三和区岡田、ົߴ市小出Ӣ෇ۙを௖఺とする不౳辺࢛֯形におお

ΉͶなっている。北辺は、長さ໿ 20LN にわたり潟町ٰ࠭が発ୡし、ւ؛と平野を区画している。東辺

からೆ東辺には、東ᰍ৓ٰྕが広がり、ദ࡚平野・越後平野・े日町ຍ地・長野ຍ地とߴ田平野をִてて

いる。東ᰍ৓ٰྕ北୺には、ถ山を主ๆとするถ山山地、ೆ東部には৴越国境をなす関田山຺、ೆ୺には

ൗඌ山がͦͼえている。西辺には西ᰍ৓ٰྕが広がっている。このٰྕは、ւ؛に沿って西ํに延ͼ、ࢳ

田平野とをִてている。西ᰍ৓ٰྕೆํには西ᰍ৓山地が࿈なり、ͦの北୺には੨田ߴ઒市の平野部とڕ

೉೾山、ೆ୺には主ๆのՐଧ山（2,462 ̼）がͦͼえている。さらに、ͦのೆには、෋࢜Ր山ଳの北୺を

なす、焼山（2,400 山（2,454ߴͼົٴ（̼ ̼）の྆Ր山がͦͼえ、平野ೆ୺は、ົߴ山の۵ྲྀؠ、Րྲྀࡅ

にΑり形成されたٰྕと઀している。

平野には、これら周辺の山地・山຺、ٰྕから多਺のՏ઒がྲྀೖしている。平野࠷大のՏ઒である関઒

は、Րଧ山・ົ 、とし、平野を西ภしながら北ྲྀしݯ山の地Ҭを水࠺山・Ե࠺ߴͼ長野県との境をなすٴ山ߴ

日本ւに஫いでいる。్中、ົߴ山から白田੾઒・大田੾઒などが、西ᰍ৓山地から໼代઒・੨田઒など

が、西ᰍ৓ٰྕからّ明઒・ਖ਼ળ寺઒などが関઒に߹ྲྀする。·た、東ᰍ৓ٰྕや関田山຺からは、大۽

઒・別所઒・۳஑઒・൧田઒・保倉઒などの中小Տ઒が関઒に߹ྲྀする。平野の北東部では、東ᰍ৓ٰྕ・

ถ山山地を水ݯとする吉઒・大出ޱ઒・࡚֟઒などが平野にྲྀれ出し、௚઀日本ւに஫いでいる。

ೆ東部からೆ西部にかけて、関઒や໼代઒をはじめ、大۽઒・別所઒・۳஑઒・൧田઒などにΑり形成

されたઔ状地が発ୡしている。

田面と̎ஈのԭ積ஈߴいߴも࠷・も௿い関઒൙ཞ原面・関઒面࠷、田平野の地形面は、֊ஈ状でありߴ

ٰを形成している。二反割遺跡と延命寺遺跡をのせるߴ田面は、主に᛽・࠭・シϧトのޓ૚からなるߴ田

૚にΑって形成されたଯ積面であり、ͦの෼布は平野の大部෼を઎める。平野の中央部においてߴ田面の

ද૚地質やܔ૶遺֚についてݕ౼した݁Ռ、この地Ҭにはかつてপ୔地のΑうな環境が広がっていたこと

が明らかになったʦߴ田平原団体グϧーϓ 1962ʧ。一ํ、関઒面は、関઒とͦのྲྀࢧに沿って෼布する

൙ཞ原ଯ積物である関઒૚からなっている。平野に෼布する遺跡の時代をݕ౼した݁Ռ、ߴ田面は古墳時

代ॳ಄からஈٰ化し࢝め、਺ճにٴͿߑ水性ଯ積物にΑって෴われながら平҆時代には׬શにஈٰ化した

ものとߟえられているʦߴ田平野団体研究グϧーϓ 1981、岡本 1999ʧ。しかしながら、2005（平成 17）

年౓のٶޅ遺跡の発掘調査で、ೄ文時代の૲૑期の石器やೄ文時代後・൩期の土器が出土したことにΑ

り、গなくともೄ文時代の後半には人ʑがॅډしಘる環境が੔っていた可能性があり、ߴ田面の形成年代

についてはݕ࠶౼がඞཁであΖう。൧田઒と関઒の間には、小規模な自然అ๷が఺在し、ͦの෼布は、一

ఆのํ޲性をもって഑ྻしている。ͦの഑ྻにैってᕲᕱ水路が௨り、戸野目઒・ॏ઒のΑうな小Տ઒が
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ྲྀれているので、かつてはここにٰྕ地からྲྀれ出した઒がྲྀれていたのではないかとਪ࡯されるʦߴ野

2002ʧ。このΑうな自然అ๷上のඍߴ地に、ݱ集落が成立している。

ʦh 第 227 集　ٶޅ遺跡Ⅱ・下割遺跡ᶚʱΑりసࡌ・一部मਖ਼ʧ

第 4図　高田平野の地形分類図
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2　遺跡の෼布とྺ࢙త環境

2　遺跡の෼布とྺ࢙త環境

二反割遺跡（１）・延命寺遺跡Ⅱ（̎）が立地するߴ田平野とͦの周辺に広がる古墳時代〜中世の遺跡の

主な෼布は第 5 ਤにࣔす௨りである。

古墳・飛鳥時代

に؛ࠨ集墳が周縁のٰྕ上を中৺に多く෼布する。ೆ西部の関઒܈田平野には、古墳時代中・後期のߴ

は、̑世紀後半から̒世紀にかけて଄Ӧされた、ࠇ田古墳（３）܈・Ҵՙ山古墳܈（̐）・ఱਆಊ古墳܈（̑）・

などがある。これらの古墳は、গ਺の大ܕの円墳と多਺の小ܕの円墳にΑって構成されており、木׹௚૴

の主体部を࣋つʦਇ 2002ʧ。

ೆ東部の൧田઒ઔ状地ٴͼ後എٰྕには、̒世紀後半から̓世紀中͝Ζにかけて଄Ӧされたੁ原古墳܈

（̒）・水Պ古墳ޱٶ・（̓）܈古墳܈（̔）・水吉古墳܈（̕）などがある。ੁ原古墳܈には、県ࢦఆ࢙跡で

ある 31 号古墳がଘ在する。16 号墳のࣨݰ಺部から౛ࢠや௚౛が出土しているʦਇほか 2000ʧ。水Պ古墳

であるとਪఆされている。規模はࣦわれたものも܈は、ಉ一集団にΑって଄Ӧされた古墳܈古墳ޱٶと܈

ؚめ 100 基ۙい਺があったとされ、県಺の܈集墳では࠷大規模をތるʦ小ౡ 2004ʧ。副૴品はޱٶ古墳

の܈ 11 号古墳や 26 号古墳からは෢۩やഅ۩が出土しʦਇほか 1976ʧ、水Պ古墳܈の 21 号墳からは௚౛

や౛ࢠなどの౛ྨ݋が出土したʦ金ࢠほか 1979ʧ。

二反割遺跡からೆ東໿１LN のとこΖにҴ原大野古墳（10）܈が立地する。この古墳܈は、̑世紀後半

から̒世紀前半に଄Ӧされたとされ、大小 16 基の古墳で構成されている。ݸʑの古墳は、円形の周溝の

みを࢒すͩけで中央部の墳ٰは࡟平されている。主体部は不明であるが、おͦらく木׹௚૴とされるʦਇ

2002ʧ。

古墳時代の集落遺跡は、前期にଐすのが津倉田遺跡（11）・前田遺跡（12）・北割遺跡（13）・下割遺跡

（14）などである。これらの遺跡は、平野中央部のԭ積地に立地しているʦ小ౡ 2004ʧ。中期の集落には、

月岡遺跡（15）・北割遺跡・ߥ町ೆ新田（16）などが͛ڍられるが、集落の遺跡਺はۃ୺にগなくなって

いる。ߥ町ೆ新田遺跡では、古墳時代前期後半〜中期の୦݀ॅ̎ډ棟とน立式の平地建物１棟が自然ྲྀ路

の෇ۙでݕ出されているʦ金಺ 2010ʧ。後期では、関઒ྲྀҬでቈϊ上遺跡（17）・倉田遺跡（18）・ਿ明

遺跡（19）ٶϊ本遺跡（20）・ߥ町ೆ新田遺跡などで、平野ೆ東部のઔ状地上に立地する。山ാ遺跡（21）

においては̓世紀前半の୦݀ॅډが 32 棟ݕ出され、ॄ器が࢖༻されていた当時の࢟で出土しているʦ小

ౡ 1979ʧ。ߥ町ೆ新田遺跡と北新田遺跡（22）の྆遺跡はྡಉ࢜の遺跡であり、໻ੜ時代後半から中世

·での集落のมભを஌ることができる。̓世紀前葉〜中葉では、自然ྲྀ路に沿うΑうにして 22 棟の୦݀

/P� 遺跡名 主な時代 /P� 遺跡名 主な時代 /P� 遺跡名 主な時代 /P� 遺跡名 主な時代

第 1表　高田平野の古墳時代～中世の主な遺跡

 1 二反割遺跡 古墳・中世

2 延命寺遺跡 古墳〜古代

܈田古墳ࠇ 3 古墳

4 Ҵՙ山古墳܈ 古墳

5 ఱਆಊ古墳܈ 古墳

6 ੁ原古墳܈ 古墳

7 水Պ古墳܈ 古墳

܈古墳ޱٶ 8 古墳

9 水吉古墳܈ 古墳

 10 Ҵ原大野古墳܈ 古墳

 11 津倉田遺跡 古墳〜奈良

 12 前田遺跡 古墳・平҆

 13 北割遺跡 古墳

 14 下割遺跡 古墳〜中世

 15 月岡遺跡 古墳・古代

町ೆ新田遺跡 ໻ੜ〜中世ߥ 16 

 17 ቈϊ上遺跡 飛鳥

 18 倉田遺跡 奈良

 19 ਿ明遺跡 飛鳥

ϊ本遺跡 古墳ٶ 20 

 21 山ാ遺跡 飛鳥

 22 北新田遺跡 ໻ੜ〜中世

跡   中世ؗޚ 34 

 35 ҆国寺跡 中世

 36 ඉ田遺跡 中世

 37 水ٱ保遺跡 中世

 38 ԣી根遺跡 中世

 39 ஥田遺跡 中世

寺遺跡 中世ݴ༺ 40 

 41 古԰敷割遺跡 平҆〜中世

 23 岡ྮ遺跡 古墳〜飛鳥

 24 三֯田遺跡 古代〜ۙ世

遺跡 古代ٶޅ 25 

 26 越前遺跡 古代

 27 今஑遺跡 奈良・平҆

 28 本長者原ഇ寺遺跡 古代

遺跡҆ࢠ 29 ໻ੜ〜中世

30 下新町遺跡 奈良・平҆

原遺跡܀ 31 古代

32 東ԭ遺跡 古代

ಙ寺遺跡ࢸ 33 中世
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第Ⅱষ　遺跡のҐஔと環境

ʦ国土地ཧӃ発行ʮߴ田平野東部ʯ・ʮߴ田平野西部ʯ・ʮ࡚֟ʯ1ɿ50,000 原ਤʧ

第 5図　高田平野における古墳時代～中世の主な遺跡分布
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2　遺跡の෼布とྺ࢙త環境

出され、当֘期の土器も多く出土した。かなり大規模な集落がӦ·れていݕͼ̑棟の掘立柱建物がٴډॅ

たとうかがえるʦ金಺ 2008ʧ。۳஑઒ྲྀҬでは岡ྮ遺跡（23）がある。岡ྮ遺跡はੁ原古墳܈とಉじٰ

ྕ上に立地しており、଄฼集団の集落である可能性がࢦఠされているʦਇ 1990ʧ。

奈良・平安時代

延命寺遺跡の周辺の遺跡は、三֯田遺跡（24）ŋ 。遺跡（25）・下割遺跡・越前遺跡（26）などがあるٶޅ

三֯田遺跡では、8 世紀ॳ಄に集落がӦ·れ࢝め、8 世紀中葉には一౓ഇઈしてし·う。ͦの後、8 世紀

後半を中৺に࠶ͼ大規模な࡞ߞҬを࣋つ集落がӦ·れたʦ୔田ほか 2006ʧ。ٶޅ遺跡は、9 世紀代を主体

とする集落遺跡で、三֯田遺跡とಉ༷に建物܈と࡞ߞҬがͻとつの·と·りとしてݕ出されているʦ൧ࡔ

ほか 2007ʧ。下割遺跡は、8 世紀前葉から 10 世紀前葉にかけての集落遺跡であるʦ野水ほか 2011ʧ。延命

寺遺跡・ٶޅ遺跡・三֯田遺跡とಉ一線上に立地しているが、࿈ଓ性はݟられないことから当時の村の୯

Ґをදしている可能性があるʦ൧ࡔほか 2007ʧ。越前遺跡では、自然ྲྀ路に沿ってܭ画తに഑ஔされた遺

構がݕ出され、཯ྩࡇ᛾۩や大ྔの๽書土器が出土したことから、ެత機関·たは෋༟૚が関わった遺跡

とਪఆされるʦ࡫ᖒ 2003ʧ。

越後の国෎は、ᰍ৓܊に所在するとʰ和名ྨᡉ抄ʱに記されており、ઌֶにΑってਪఆ地がいくつか

ଘ在する。ۙ年の発掘調査の݁Ռ、今஑遺跡（27）の周辺が༗ྗであり、෇ۙの本長者原ഇ寺（28）が国

෼寺のਪఆ地として༗ྗࢹされている。今஑遺跡周辺には、҆ࢠ遺跡（29）や下新町遺跡（30）が立地す

る。前者は 9 世紀〜 10 世紀前半にかけて、この地Ҭの中֩遺跡である。後者は、規ଇతに഑ஔされた掘

立柱建物がݕ出されʮ東Ոʯやʮ物ʯなどの記ࡌのある๽書土器が出土したʦࡔ井 1984ʧ。ᰍ৓܊ᦰの

所在も֬ఆではないが、༗ྗなのは܀原遺跡（31）である。܀原遺跡は̔世紀ॳ಄〜中葉の遺跡で関઒と

໼代઒の間のஈٰ上に立地する。周辺のಉ時期の遺跡に月岡遺跡 ŋ 倉田遺跡 ŋ 東ԭ遺跡（32）がある。܀

原遺跡では基ஃ跡や大ܕの掘立柱建物がݕ出され、ň܊ŉ と記された๽書土器やଳ金۩が出土したʦࡔ井

橋ߴ、1982 1984ʧ。倉田遺跡では、倉庫とߟえられる૯柱建物がݕ出され、܀原遺跡出土のנยとಉ種

のנยが出土したことから܀原遺跡と関࿈のある遺跡とਪఆされているʦߴ橋 1996ʧ。

中　　　世

中世にೖってもᰍ৓地ํには国෎がґ然としてଘ在し、越後国の中৺となっていた。ͦの中਻は௚ߐ津

であり、中世౎市として発లする。中世の遺跡の立地は、この地Ҭにはकޢ所とߟえられるࢸಙ寺遺跡（33）、

上ਿࢯのؗډであるؗޚ跡（34）や҆国寺跡（35）などが立地するʦ戸根 2003ʧ。一ํ、中世の集落遺

跡はඉ田遺跡（36）ŋ 水ٱ保遺跡（37）・҆ࢠ遺跡などがある。これらの集落遺跡は溝が建物܈を区画し、

ෳ਺の԰敷地が集߹して集落を形成している。ԣી根ᶗ遺跡（38）の৔߹は堀で区画されており、集落と

いうΑりؗډత性格を࣋つとߟえられるʦ水ᖒ 2003ʧ。஥田遺跡（39）や༻ݴ寺遺跡（40）も集落遺跡で

あり、どちらも中世前期から後期にࢸる遺跡である。஥田遺跡では、集落のมભを೺Ѳすることができる

ʦ加౻ほか 2003ʧ。༻ݴ寺遺跡では、ॅډҬとੜ࢈Ҭが一体తにݕ出され散村తな؍ܠをうかがえるʦ加౻

ほか 2006ʧ。下割遺跡では、１辺 50 〜 60N の区画溝にΑって԰敷地がғ·れており、ͦれらが਺ݸఔ౓

ྡ઀することにΑって集落を形成しているʦ山࡚ 2004ʧ。13 世紀からの集村化޲܏の一୺をදしている。

町ೆ新田遺跡では、掘立柱建物がߥ 40 棟・井戸 40 基などがݕ出されており、ඇৗに大規模な集落跡が

出されている。古԰敷遺跡（41）では૯柱建物ݕ 2 棟ٴͼ側柱建物が 9 棟ݕ出されており、東西棟とೆ

北棟に෼かれているʦۙߐ԰ 2003ʧ。この޲܏は二反割遺跡にもݟられる。
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第Ⅲ章　二 反 割 遺 跡

1　遺跡の立地と周辺の微地形（第 6図）

二反割遺跡は高田平野の中央部に位置し、飯田川が形成した自然堤防の右岸に立地している。現在の地

表で標高は約 15mを測る。調査区の現況は杉林となっており、西へ約 200m行くと飯田川が流れている。

本遺跡から西へ約 1kmには下割遺跡が立地しており、東へ約 300mには岡木集落が立地する。

現在の地表面から約 30cm下で、古墳時代及び中世の遺構を検出した。遺構検出面の標高は、14.3 ～

14.8mである。調査区の南側の標高が一番高くなっており、北側に向かうにつれて徐々に低くなる傾向

が認められた。

飯田川の自然堤防は、古代から周辺地域よりも標高が高いとされる。二反割遺跡から南東約 1kmに位

置する稲原大野古墳群では、平安時代の小海進期の堆積物が全く埋積していない。それに対して、下割遺

跡で検出された飯田川の旧河川は、小海進の堆積物によって埋没した。また、南東部丘陵沿いの水科古墳

群や宮口古墳群の高田面に築かれた古墳も同様に埋没している。このことから、飯田川が形成したとされ

る自然堤防の大きさをうかがい知ることができる［高野 2002］。

［上越市役所発行「上越市街図」、三和区総合事務所発行「三和区全図」1：10,000 原図］

二反割遺跡

稲原大野遺跡

二反割遺跡

稲原大野遺跡

下割遺跡　～下割遺跡　～

0 600m（1:15,000）

第 6図　二反割遺跡の位置と周辺の微地形
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2　グリッドの設定（第 7図）

調査区の現況はほぼ平坦な地形で、法線は真北方向から大きくずれるが、グリッドは真北方向を基準に

設定した。基準となるラインは、調査区をカバーできる範囲で任意に設定した。南北方向の縦軸は調査

区の西側を 1列グリッド、縦軸に直交する東西方向の横軸は調査区の南側をA列グリッドとした。以下、

縦軸は東に 10mごとに 2・3・4・・・の算用数字で、横軸は北に 10mごとにB・C・D・・・のアルファ

ベットを付し、10m四方を大グリッドとした。大グリッド名は、縦軸と横軸を組み合わせ、例えば「1A・

2B・3C・・・」のように表示した。しかし、グリッド設定後に調査範囲が西に拡大したため、1列グリッ

ドの西に 0列グリッドを付け足した。

小グリッドは大グリッドをさらに 2m方眼に分割し、25区分した。小グリッド名は北西隅を 1（基点）

北東隅を 5、南西隅を 21、南東隅を 25 になるような算

用数字順とした。これを大グリッドと組み合わせ、例えば

「1A1・2B12・3C25・・・」のように表示した。

なお、主要な法線センター杭とグリッド杭の座標は、第

2表に示した。

3　基　本　層　序（第 8図）

既述のように二反割遺跡は、遺跡の西側を北流する飯田川の自然堤防上に立地している。現況は杉林で、

ほぼ平坦な地形であった。しかし、明治期の土地更正図では大半が畑として利用されており、少なくとも

3　基 本 層 序

第 7図　二反割遺跡　グリッド設定図（アミは本調査範囲）
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第 2表　センター杭及び主要グリッド杭の座標
（世界測地系）

地点名
世界測地系

X座標 Y座標

STA No.248 126058.4896 ‒15794.1226 

STA No.249 126069.0813 ‒15777.1582 

STA No.250 126079.7675 ‒15760.2528 

1A 杭 126040.6606 ‒15810.9632 

8H杭 126110.6602 ‒15740.9656 
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江戸時代から畑作が行われてい

た可能性が高い。畑作は昭和 40

～ 50 年代ころまで行われ、その

後、杉が植林されたという 1）。試

掘調査の結果を見ると、調査区の

南側 2/3 は表土層（畑耕作土）の

下が地山で、遺物包含層は見られ

なかった。本発掘調査の基本層序

を見ても同様に調査区の南側 2/3

は、遺物包含層と考えられるⅡ層・

Ⅲ層は見られず、畑耕作により削

平されたものと思われる。しかし、

北側の 1/3 は遺物包含層が残っ

ていた。したがって、畑耕作以前

の旧地形は、南から北に、東から

西に向かいいくらか標高を下げる地形だったものと推定できる。

以下、基本層序Ⅰ～Ⅵ層を説明する。なお、土色は『新版標準土色帖』［農林水産省農林水産技術会議

事務局・財団法人日本色彩研究所 2001］を使用した。
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第 8図　二反割遺跡　基本層序

1） 岡木町内会長　山川辰夫氏の御教示による。
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Ⅰ　層 10YR3/4　暗褐色シルト。表土層（近世以降の畑耕作土でⅤ層の混入が少ないもの）。

Ⅰ' 層 10YR4/3　にぶい黄褐色シルト。表土層（近世以降の畑耕作土でⅤ層の混入が多いもの）。

Ⅰ'a 層 10YR5/3　にぶい黄褐色シルト。Ⅰ層とⅤ層の混合土（近世以降の畑耕作に伴う痕跡）。Ⅴ層が

少ブロック状に混入する。

Ⅱ　層 10YR3/3　暗褐色シルト。中世の遺構埋土はⅡ層に近似することから、中世の遺物包含層と

考えられる。ただし、遺物は極めて希薄であった。

Ⅲ　層 10YR3/1　黒褐色シルト。古墳時代の遺物が含まれる（古墳時代遺物包含層）。

Ⅳ　層 10YR4/4 ～ 4/6　褐色シルト（地山漸移層）。

Ⅴ　層 10YR5/6 ～ 5/8　黄褐色シルト（地山）。

Ⅵ　層 10YR7/2　にぶい黄褐色砂質シルト（地山）。

なお、Ⅰ～Ⅲ層には炭化粒が少量含まれる。

4　遺　　　構

A　概　　　要

本遺跡では、古墳時代と中世の遺構を検出した。古墳時代の遺構は、調査区の北西部で土坑 1基、溝

状の落ち込み 2か所を検出した。遺構、遺物の検出状況から集落の縁辺部と考えられ、遺跡は北の方に

延びていくものと思われる。出土遺物から、古墳時代中期～後期の集落と推定される。中世の遺構は、掘

立柱建物 10棟、井戸 5基、溝 2条、土坑 8基、性格不明遺構 1基、ピット多数を検出した。出土遺物

から 12世紀の集落と推定する。ピットが集中して検出された 3F・4Fグリッド以外では、遺構が希薄に

なっているか所が多く見られた。調査区の南東では調査区外から柱穴を検出し、掘立柱建物を構成してい

ることから調査区の東へ広がるものと推定する。

明治期の土地更正図によると、本遺跡一帯は畑耕作地としている。1946（昭和 21）年に米軍によって

撮影された空中写真にも畑耕作地として利用していた様相が見て取れる。このため、調査区の多くに耕作

溝の痕跡が認められた。

B　遺構の記述と表記方法

遺構の説明は、本文・観察表・図面図版、写真図版を用いた。

遺 構 名　遺構の種別ごとに略号を用い、番号は遺構検出の段階で検出順に通し番号を付けた。遺構の略

号は以下のとおりである。

　SB：掘立柱建物、SE：井戸、SK：土坑、SD：溝、P：ピット、SX：性格不明遺構、

調査の過程において、遺構番号の欠番が生じている。

本　　文　遺構の形状・計測値は、遺構検出面での数値である。掘立柱建物は、柱間の多い方を原則とし

て桁行とし、少ない方を梁行とした。ただし、柱間が同数の場合は長さの長い方を桁行とした。建物の主

軸方向は、南北方向に対する建物軸の傾きを示している。

遺構観察表　遺構の種別ごとに観察項目を設けて記載した。また、遺構の平面形及び断面形の記載に際し

て、和泉A遺跡の遺構の形状分類等［荒川・加藤 1999］に準拠し統一を図った。

図面図版　遺構全体図・遺構分割図・主要な遺構の個別図で構成している。図面の縮尺は、遺構全体図を

4　遺　　　構
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1/300、遺構分割図を 1/150 で掲載した。遺構個

別図に関しては、断面図は 1/40 で統一しているが、

溝の断面図のみ例外として 1/50 で表した。掘立柱

建物の平面図及びエレベーション図は 1/80 で掲載

した。土層断面図の色調は、『新版標準土色帖』［農

林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色

彩研究所 2001］に準拠した。

写真図版　現地では状況に応じて、検出状況、遺構

断面、遺物出土状況、完掘写真などの撮影を行った。

ここでは、本文記載遺構並びに遺構出土状況を中心

に選択して掲載した。

C　遺　構　各　説

1）古墳時代の遺構

古墳時代の遺構・遺物を検出した範囲は、調査区

北西部の 1E・1F・2E・2F にほぼ限られる（図版

1・2・27）。遺構検出は中世の遺構と同じⅣ層で行っ

た。標高は 14.2 ～ 14.4m で、調査区北西隅と中

世の SD84の西側が高く、その間の南北が低くなっ

ている。遺構としたのは土坑 1基であったが、土

器を多く出土した浅い溝状の落ち込みが 2か所で

認められた。SX101 とした溝状の落ち込みは、南

西－北東方向を直線状に流れている。幅 3.4 ～ 4.4m、長さ 11mで、北東側は SD84 に切られ、南西側

は途切れている。深さ 14～ 24cmで、黒褐色土の 1層とにぶい黄褐色土の 2層が堆積する。SX102 は

SX101 の西にあり、西から南にかけて立ち上がりが認められる。この立ち上がりを含めた東西 4.8m、

南北 7.4mの範囲には黒褐色土などが 20～ 30cm堆積していて、その中から古墳時代中期～後期の土師

器が多く出土した。SX101 と SX102 は本来同一の落ち込みで、調査区内を蛇行して北へ延びていたと

考えられる。中世以降の開発などにより、双方の間の土が削り取られたと思われる。

a　土　　　坑

SK108（図版 2・3・28）

調査区北西部の 1E15・20 に位置する。平面形は楕円形で、長径 124cm、短径 86cm、深さ 14cm、

断面形は弧状である。埋土は単層で、黄褐色土を多量に含む黒褐色土である。遺物は古墳時代中期頃の土

師器高杯の杯部小片が 1点出土した。埋土と出土土器から古墳時代中期頃の所産と考えられる。

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱状 弧状

半円状 Ｕ字状 袋状

Ｖ字状 漏斗状 階段状

緩やか

急傾斜
内傾 垂直

第 9図　遺構の平面形態と断面形態の分類
（［荒川・加藤 1999］を転載）



18

4　遺　　　構

2）中 世 の 遺 構

a　掘 立 柱 建 物

SB121（図版 12・13・35）

調査区南東部の 7Cに位置する。規模は桁行 3間（8.2m）、梁行 3間（6.1m）の総柱建物で、床面積は

約 50.0m2 である。ただし床面積は、南東部隅にピットがあると仮定した場合の数値である。また、調査

区の南東隅に位置するため、桁行、梁行とも調査区外へさらに延伸する可能性がある。主軸は南北方向を

向き、N‒4°‒Eとなっている。柱間は桁行方向で 2.0 ～ 3.2m、梁行方向で 1.7 ～ 2.2mである。桁行方

向は梁行方向に比べ 1m程長い。また、桁行方向では北側 2間は約 3.1mであるのに対し、南側 1間分

は約 2.1mと短く、梁行方向では東側 2間は約 2.2mであるのに対し、西側 1間分は約 1.7mと短いこと

が指摘できる。検出できた15基のピットの平面形は円形、または楕円形を呈し、径が45～ 80cmである。

断面形はおおむねU字状を呈し、深さ 32～ 80cmである。P55・P56 を除くすべてのピットで柱の当

たりを確認した。いずれも当たりはほぼ円形で、灰白色を呈して固くしまり、黒褐色土をマーブル状に

少量含む。外周には鉄分によるものと考えられる橙色土がリング状に観察できるものが多い。径は 13～

23cmで、19cm前後のものが中心である。また、当たりはピットの底面中央付近で確認でき、壁際にあ

るものはほぼない。SB121 は SB122、SB123 と重複するが、P59 は SB122 の P57 に切られ、P10 は

SB123 の P34 に切られる。したがって、重複する 3棟の建物の中では、SB121 が最も古い。 

遺物はP17から珠洲焼の甕の体部片が1点（38）、P59から珠洲焼の甕の口縁部が2点（29・30）出土した。

29・30は埋土の上部で内面を上に向け逆 L字状に並んで出土した。珠洲焼編年Ⅰ期に位置付けられる［吉

岡 1994］。

SB122（図版 12・14・36）

調査区南東部の 7C に位置する。規模は桁行 4 間（7.5m）、梁行 2 間（4.2m）の側柱建物で、床面

積は約 31.5m2 である。主軸は東西方向を向き、N‒85°‒Wとなっている。柱間は桁行方向で 1.3 ～

2.3m、梁行方向で 1.6 ～ 2.3mである。南側桁行の P77 は柱筋からややずれるため柱穴からは外した

が、SB122 の柱穴を構成する可能性もある。また、P56 は掘形にテラス状の部分を持ち、この部分に柱

を置いていたと推測できることから、SB121 と重複して使用している。建物は 11基のピットで構成さ

れており、平面形は円形を呈し、径が 26～ 65cmである。断面形はおおむねU字状を呈し、深さ 13～

90cmである。P15・P38・P53・P74 ～ P76 の 6 基のピットに、柱の当たりがあることを確認した。

いずれも当たりはほぼ円形で、灰白色を呈して固くしまり、黒褐色土をマーブル状に少量含む。外周には

鉄分によるものと考えられる橙色土がリング状に観察できるものが多い。径は 7～ 15cmで、13cm前

後のものが中心である。また、当たりはピットの底面中央付近で確認でき、壁際にあるものはほぼない。

P57が SB121 の P59 を切ることから相対的に新しい。また、南には主軸がほぼ並行する SB123 がある。

なお、SB123 もピットの切り合いから SB121 より新しいことが明らかである。

SB123（図版 12・14・36）

調査区南東部の 7Cに位置する。規模は、桁行 2間（4.1m）、梁行 2間（3.7m）の総柱建物で床面積は

約 15.2m2 である。ただし床面積は、南東部隅と北東部隅にピットがあると仮定した場合の数値である。

また、調査区の南東隅に位置するため、梁行が調査区外へさらに延伸する可能性がある。主軸は東西方

向を向き、N‒84°‒Wとなっている。柱間は桁行方向で 1.7 ～ 2.5m、梁行 1.7 ～ 1.9mである。検出で
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きた 7基のピットの平面形は円形を呈し、径が 24～ 41cmである。断面形はU字状を呈し、深さが 18

～ 93cmである。P33・P34・P35 の 3基のピットに、柱の当たりがあることを確認した。いずれも当

たりはほぼ円形で、灰白色を呈して固くしまり、黒褐色土をマーブル状に少量含む。外周には鉄分による

ものと考えられる橙色土がリング状に観察できるものが多い。径は 13～ 16cmで、ピットの底面中央付

近で確認でき、P33のみ北側の壁際に確認した。P34が SB121 の P10 を切ることから相対的に新しい。

また、北には主軸がほぼ並行する SB122 があるが新旧関係は不明である。P31 から土師器皿（39）の底

部片が出土した。

SB124（図版 6・9・31）

調査区北東部の 5Fに位置する。規模は、桁行 2間（3.3m）、梁行 1間（1.8m）の側柱建物で、床面積

は約5.9m2である。南西隅にはSE3と重複したピットが存在した可能性が高いものの検出できなかった。

主軸は南北方向を向き、N‒9°‒Wとなっている。柱間は 1.6 ～ 1.8mを測る。検出できた 5基のピット

の平面形は円形を呈し、径が 20 ～ 31cmである。断面形はU字状を呈し、深さ 24 ～ 50cmである。

当たりは認められなかった。

SB125（図版 6・9・32）

調査区中央部からやや東の 5E・Dに位置する。規模は、桁行 2間（3.8m）、梁行 2間（3.1m）の総柱建物で、

床面積は 11.8m2 である。主軸は東西方向を向き、N‒82°‒Eとなっている。柱間は 1.5 ～ 2.0mを測る。

建物は 8基のピットで構成されており、北側の桁行では中央のピットを検出できなかった。ピットの平

面形は円形を呈し、径が 18～ 30cmである。断面形はU字状を呈し、深さ 6～ 68cmである。当たり

は認められなかった。SK23や SK44と重複するが新旧関係は不明である。SK1・SK2・SK30が隣接する。

SB126（図版 4・5・6・29）

調査区中央部の 4Dに位置する。規模は、桁行 3間（5.0m）、梁行 2間（2.4m）で、南の妻と東の平に

廂が付く二面廂付建物である。廂部を含めると桁行 4間（5.9m）、梁行 3間（3.3m）になる。主軸方向は

南北方向を向き、N‒3°‒E となっている。身舎の床面積は 12.0m2 である。身舎の柱間は 1.0 ～ 2.4m

を測る。廂は身舎から 1.0m前後の距離をとって備え付けられており、東側の廂は長さが北から平 2間

分しかないのが特徴である。建物は 15基のピットで構成されており、平面形は円形を呈し、径が 18～

30cmである。断面形はU字状または半円状を呈し、深さが10～ 60cmである。当たりは認められない。

本遺構から西へ約 3mには SB127 があり、主軸がほぼ並行する。

SB127（図版 4・5・6・29）

調査区中央部の 4Dに位置する。規模は、桁行 2間（4.1m）、梁行 1間（1.9m）で、南北の妻と西の平

に廂が付く三面廂付建物である。廂部を含めると桁行 4間（6.0m）、梁行 2間（3.0m）になる。主軸方向

は隣接する SB126 とほぼ並行して南北方向を向き、N‒4°‒Eとなっている。身舎の床面積は、7.8m2 で

ある。身舎の柱間は 1.9 ～ 2.1mを測る。廂は身舎から 1m前後距離をとって備え付けられている。建物

は 13基のピットで構成されており、平面形はほぼ円形を呈し、径が 22～ 36cmである。断面形はU字

状を呈し、深さが 9～ 28cmである。当たりは認められなかった。両桁行の中央 P158・P166 の 2基の

み柱筋から西へ若干のズレが認められる。

SB261（図版 6・7・30）

調査区北部の 3F・4F に位置する。規模は、桁行 5間（9.5m）、4間（7.7m）の総柱建物である。主軸

方向は東西方向を向き、N‒84°‒Wとなっている。床面積は 73.2m2 である。柱間は 1.3 ～ 2.4mを測る。



20

4　遺　　　構

建物は 28基のピットで構成されており、平面形は円形または楕円形を呈し、径が 22～ 57cmである。

断面形はほとんどがU字状を呈し、深さが 11～ 49cmである。南東部隅の建物群に比べ掘形は小型で

浅く、当たりも認められなかった。SB262 と重複しているが、新旧関係は不明である。遺物は、P203

から土師器皿（40）が 1点出土している。

SB262（図版 6・8・30・31）

調査区北部の 3F・4E・4F に位置する。規模は、桁行 4間（7.5m）、梁行 3間（5.8m）で、西の妻と

北の平に廂が付く二面廂付建物である。廂部を含めると桁行 5間（9.6m）、梁行 4間（7.9m）となる。主

軸方向は東西方向を向き、N‒79°‒Wとなっている。身舎の床面積は 43.5m2 である。身舎の柱間は 1.1

～ 2.4mを測る。廂は身舎から 2m前後距離をとって備え付けられている。建物は 21基のピットで構成

されており、平面形は円形または楕円形を呈し、径が 20～ 41cmである。断面形はほとんどがU字状

を呈し、深さが 10～ 44cmである。当たりは認められなかった。P133 は SB263 を構成する P132 に

切られることから、相対的に古いことが指摘できるが、重複するほかの遺構の SE121・SE169、SB261

との新旧関係は不明である。遺物は、P199 から砥石（58）が出土している。

SB263（図版 6・9・30・31）

調査区北部の 4Fに位置する。規模は、桁行 2間（4.3m）、梁行 1間（2.0m）で東の平に廂が付く、一

面廂付建物である。廂部を含めると梁行が 2間（3.1m）となる。主軸方向は南北方向を向き、N‒10°‒E

となっている。身舎の床面積は 8.6m2 である。身舎の柱間は 0.8 ～ 2.2m を測る。建物は 9基のピッ

トで構成されており、平面形は円形を呈し径が 19～ 36cmである。断面はU字状を呈し深さが 11～

35cmである。当たりは認められなかった。P132 が SB262 を構成する P133 を切ることから、SB263

が SB262 より新しい建物である。

b　井　　　戸

SE3（図版 6・10・32）

調査区東部の 5E3・4に位置する素掘りの井戸である。SK111 と隣接する。SB124 と重複関係にあっ

た可能性があるものの、新旧関係は不明である。平面形は円形で、径 191cm、深さ 174cmを測る。側

壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面もほぼ水平なことから断面形は箱状である。埋土は 5層に分層でき、1

～ 3層は土師質土器の細片を含む暗褐色シルト。4層はⅢ層に近似した暗褐色土を筋状に含む。ややオー

バーハング気味に3層の上に堆積していることから崩落土と思われる。5層は、4層よりも砂質が強くなっ

ている。堆積状況から自然堆積と思われる。遺物は珠洲焼の片口鉢（31）の破片が1～4層で出土している。

1層から出土した破片とそれ以下の層から出土した破片が接合することから、人為的に埋めた可能性もあ

る。また、SD84から出土した珠洲焼の破片とも接合した。珠洲焼編年Ⅰ期に位置付けられる。

SE79（図版 12・14・36）

調査区南東部の壁際 7B6・7・11・12 に位置する素掘りの井戸である。平面形は壁面での検出のため

定かではないが、円形と思われる。径 226cm、深さ 155cmを測る。断面形はおおむねU字状を呈する。

埋土は木根により一部壊されているが、おおむねレンズ状に堆積している。5層がⅤ層に近似した土であ

ることから崩落土と思われる。

SE83（図版 4・6・10・33）

調査区中央部やや西寄りの 4D17・22 に位置する素掘りの井戸である。北側は SB127 に接するが、
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新旧関係は不明である。また東へ 2.5mで SB126、南西へ 5mで SD84 が存在する。検出面はⅠ層直下

のⅤ層である。平面形は楕円形で、長径 194cm、短径 162cm、深さ 164cmを測る。側壁はほぼ垂直に

立ち上がり、一部抉れる部分も見られるが、断面形はおおむね箱状を呈する。埋土は断面写真の撮影直前

に崩落したため、断面写真・図の全体は掲載できないが、中層～下層はⅤ・Ⅵ層の崩落土で占められ、上

層はⅡ層に近似した土が堆積していた。上層は堆積状況から自然堆積と思われる。遺物は埋土上層から中

世土師器皿（37）、埋土から礫 3点（100g）が出土している。所属時期は出土土器や周囲の遺構との関係

から 12世紀代と推定される。

SE110（図版 6・10・32）

調査区中央部やや西寄りの 4D17・22 に位置する素掘りの井戸である。北側は SB262 に重複するが、

新旧関係は不明である。また北へ 0.2mで SB261、北東へ 1mで SB253、西へ 2.5mで SE169 が存在

する。検出面はⅠ層直下のⅤ層である。平面形は円形で、径 230cm、深さ 164cmを測る。側壁は急傾

斜に立ち上がり、抉れや凹凸も見られるが、断面形はおおむね台形状を呈する。埋土は中層～下層はⅤ・

Ⅵ層の崩落土で占められ、上層はⅡ・Ⅲ層に近似した土が堆積していた。上層は堆積状況から自然堆積と

思われる。遺物は埋土上層から被熱礫 2点（1.99kg）、埋土下層から被熱礫 7点（6.77kg）が出土している。

所属時期は周囲の遺構との関係から 12世紀代と推定される。

SE169（図版 6・10・33）

調査区中央部やや西寄りの 3E4・5、3F24・25 に位置する素掘りの井戸である。北側は SB262 に重

複するが、新旧関係は不明である。また北へ 0.1mで SB261、東へ 2.5mで SE110 が存在する。検出面

はⅠ層直下のⅤ層である。平面形は円形で、径 208cm、深さ 152cmを測る。側壁は急傾斜に立ち上がり、

断面形U字状を呈する。埋土は、3層以下は堆積状況から自然堆積と思われ、2層がⅡ層・Ⅲ層に近似

した土であることから崩落土と思われる。1層は堆積の乱れから人為的に埋められたものと推測する。

遺物は白磁瓶（34）、土師質土器皿（35・37）が出土している。所属時期は出土遺物や周囲の遺構との

関係から 12世紀代と推定される。

c　土　　　坑

SK1（図版 6・11・33）

調査区東部の 5E25 に位置し、SB125 と SK44 が隣接する。SK2 と重複し、北部を 3分の 1ほど切

られる。平面形は楕円形と推測され、長径 77cm以上、短径 71cm、深さ 21cm、断面形は弧状と推測する。

埋土は 2層に分層でき、上層は、多量の黒褐色シルトブロックと少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シル

トである。下層は、黒褐色土ブロックを少量含むにぶい黄褐色シルトである。

SK2（図版 6・11・33）

調査区東部の 5E20・25 に位置し、SB125 と SK44 が隣接する。SK1 と重複し、SK1 の北部を 3分

の 1ほど切る。平面形は楕円形で、長径 134cm、短径 82cm、深さ 7cm、断面形は弧状である。埋土は

単層で、多量の黄褐色シルトと少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルトである。

SK30（図版 6・11・33）

調査区東部の 5D2・5E22 に位置する。平面形は楕円形で長径 233cm、短径 78cm、深さ 15cm、断

面形は弧状である。埋土は単層で、褐色土ブロック、炭化物、土師質土器の細片を多量に含む暗褐色シル

トである。遺物は土師質土器の細片が出土した。
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SK44（図版 6・11・34）

調査区東部の 5E19・20・24・25に位置し、SK1と SK2が隣接する。SB125 と重複するが新旧関係

は不明である。平面形は木根により一部壊されているがおおむね楕円形で、長径 236cm、短径 160cm、

深さ 34cmを測る。断面形は階段状である。埋土は 3層に分層でき、1層は少量の炭化物を含む暗褐色

土である。2層は黄褐色シルトブロックを多量に含む暗褐色シルトで、3層は暗褐色シルトである。すべ

ての層で、土師質土器の細片を含む。遺物は土師質土器の細片が出土した。

SK111（図版 6・11・34）

調査区東部の 5F18・23 に位置し、SB124 と SE3 に隣接する。平面形は楕円形で、長径 200cm、短

径 80cm、深さ 22cm、断面形は弧状である。埋土は 2層に分層でき、1層は黒褐色シルト、炭化物、黄

褐色シルトを多量に含む明黄褐色シルトである。2層は炭化物を少量含む黄橙色シルトである。

SK255（図版 6・11・34）

調査区中央部やや西寄りの 3E18・23・24 に位置する。平面形は楕円形で、長径 255cm、短径 148、

深さ 40cm、断面形は台形状である。埋土は単層で、黄褐色シルトと炭化物を多量に含むにぶい黄褐色シ

ルトである。

d　溝

SD84（図版 2・3・4・27・28）

2G～ 3D～ 4Aグリッドにかけて位置し、調査区の西側を南北に縦断する溝である。検出面は土層断

面を見る限り、Ⅱ層下部から掘り込まれている。長さ 65m以上、幅 5.21m、深さ 2.02mを測る。溝方

向は 4A～ 3DにかけてはN‒29°‒W、3D～ 2F にかけてはN‒17°‒W、2F ～ 2GにかけてはN‒10°

‒Wとなり、北西から北に徐々に向きを変える。断面形は 4A～ 2E・3EまではV字状ないしは台形状、

これ以北は半円状を呈する。側壁は凹凸があるものの、直線状ないしは緩い弧状を呈し、土止め等の痕跡

は認められなかった。埋土はⅡ層下部から掘り込まれていることから、Ⅱ層に近似した土が多く見られる

ものの、下層～底面にかけては鉄分や炭化物が多く含まれるシルト～粘土が主体である。また下層や壁面

近くではⅤ層の崩落土が多く堆積し、中層～上層ではⅡ層近似の土が堆積していた。埋土の多くは基本的

にレンズ状に堆積することから自然堆積と推定される。

遺物は古墳時代の土師器高杯（17）、古代の須恵器杯身（18）・壺（19）・甕（20・21・26～ 28）・杯蓋（22）・

有台杯（23 ～ 25）、中世の珠洲焼壺（32・49・50）・甕（43・44）・片口鉢（31・45 ～ 48）、白磁椀（41・

42）、土師質土器皿（51・52）、石製品敲石（54～ 56）・砥石（57）、鉄製品（59）が出土している。この

ほか被熱礫を多く含む礫 159 点（55.755kg）が出土している。出土状況は埋土下層～底面にかけては少

なく、中層～上層に伴うものが多い。したがって、下層～底面にかけては比較的短期間に埋まったものと

判断できる。遺構の所属時期は中世の珠洲焼、白磁、土師質土器から珠洲焼編年Ⅰ期と推定される。

底面直上土（図版 3‒SD84・SPe‒e' 埋土 8層）の珪藻分析の結果では、止水性の池状で、水位の変化や多

少の流れ込みがある不安定な水位の浅い水域と見なされた。さらに花粉分析ではサジオモダカ属やタデ属

サナエタデ節、イネ科などの水生植物が繁茂することが示唆された。また、発掘調査時の所見でも下層～

底面にかけての埋土には鉄分や炭化物の沈着が多く見られたことや、土止め等の施設が見られないことか

ら流水の溝でないことが推定できた。したがって、SD84の性格は用水のように水を流す施設でなく、水

の流れない不安定な水位の浅い堀（溝）と考えられる。集落のはずれという遺跡内での位置関係から、集
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落の内と外を区画する堀（溝）と考えている。

SD260（図版 2・3・28）　

調査区北部の中央壁際の 3G11・16・17 に位置する直線状の小溝で、北側は調査区外に延びる。南西

へ 4.5mで SD84 が存在する。検出面はⅤ層面であり、掘り込み面は調査区境の壁際を観察したが明ら

かにできなかった。長さ 2.2m、幅 13cm、深さ 5cmを測り、断面形は弧状を呈する。溝方向はN‒27°

‒Wとなる。埋土は炭化物やⅤ層を多量に含む黒褐色の単層である。遺物は埋土から土師器小片 1点が出

土している。所属時期は中世の遺構としたが、埋土がⅢ層に近似することから古墳時代の可能性もある。

e 性格不明遺構

SX130（図版 6・11・34）

調査区北部の 3G9・14・15 に位置する。平面形は楕円形で、長径 334cm、短径 220cm、深さ

18cm、断面形は弧状である。埋土は単層で、黒褐色シルトブロック、炭化物、土師質土器の細片を多量

に含む灰黄褐色シルトである。

5　遺　　　物

A　概　　　要

出土した遺物には土器・石製品・金属製品がある。遺物の年代は古墳時代（5～ 6世紀）、古代（8～ 9世紀）、

中世（12世紀）にまとまる。出土量は平箱で 10箱である。出土土器のグリッド別点数は、1Fで 704 点、

1Eで 354 点、0Eで 344 点、1D・2D～ F・3B～ G・4A～ D・5D～ F・7Cで 1点以上 100 点未満

である。時代別では、古墳時代が調査区北西部の SX101・SX102 とその周辺から、古代が中世の堀であ

る SD84の埋土中から、中世が SD84とその東側の掘立柱建物のピット、井戸、土坑から主に出土した。

以下では時代別に説明する。なお、各土器の出土地点、法量、胎土、調整・文様、付着物は土器観察表

に示した（66p）。ただし、多くが破片資料であることや古墳時代の土器は状態が悪かったことから、法量

は推定値が多く、調整等は不明なものが多い。

B　遺　物　各　説

1）古墳時代の遺物

古墳時代の遺物は土師器・須恵器を報告する。分布は、土師器が調査区北西隅の SX102 からやや多く

出土し、SX101 や SD84 の埋土中から少量、須恵器は SD84の埋土中からごく少量出土した。

a　土　  師　  器（図版 15・37‒1 ～ 17）

1は SX101 出土の壺である。体部まで含む多くの同一個体の破片が一か所にまとまって出土した（図

版 28）が、接合がほとんどできず、口頸部のみ図示した。二重口縁壺と考えられる。内外面とも器面の

剥離や剥落が著しく調整不明である。

2～ 14は SX102 出土である。2・3は同一個体の壺である。1と同様、同一個体の破片が多く出土し

たが、器形全体がわかるまでには復元できなかった。口縁部が短い広口壺である。外面と口縁部内面は、

被熱による器面の剥離や剥落が顕著で調整不明であるが、内面の底部付近は状態がよく、ハケ目のような
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5　遺　　　物

ナデ、ケズリのようなナデ・ヘラナデ調整が見られる。4は甕で、口縁部が「く」の字状で端部が丸い。

6は壺である。弱く外傾する口縁部にやや扁平な球形の体部が付くもので、外面と口縁部内面に赤彩を施

す。5は高杯で、互いに接しない複数の破片から図上で復元した。平坦な底部と外傾する口縁部からなる

杯部に、「ハ」の字状に開く脚部が付くものである。7～ 9は高杯の柱状、中空の脚部で、裾部から屈曲

して外側へ開くものである。10は小型器台の脚部である。以上は古墳時代中期前半頃のものと考えられる。

11は壺の口縁部片で、端部近くに段を持つ。12は甕の口縁部片で、緩く外反する。13は須恵器を模倣

した杯身である。口縁部はやや内傾し、口縁部と体部の境に段を持つ。内外面ともミガキ調整で、内面と

口縁部外面に黒色処理を施す。14は底部有孔の鉢と考えられる。底径 5.6cmの平底の中央に、推定で直

径 8mmの筒口を穿つ。以上は古墳時代中期後半から後期前半頃のものと考えられるが、上記の 2～ 10

を含め、破片が小さいものなどは時期が前後する可能性がある。

15・16は遺構外、17は SD84 出土である。15は杯身である。外反する長い口縁部と扁平の体部から

なる器形と考えられる。内外面ともミガキ調整で、内面に黒色処理を施す。16は鉢の体部から底部で、

細かく砕けた状態で出土した。器面の摩耗がひどく調整は不明である。17は高杯の脚部である。16は古

墳時代中期、15・17は後期のものと考えられる。

b　須　  恵　  器（図版 15・37‒18 ～ 21）

18～ 21は SD84 出土である。18は杯身の口縁部小片で、内傾気味に反って立ち上がる。器厚は薄い。

19は壺の体部と考えられる。外面は上部がカキ目、以下タタキ・ロクロナデ、内面はロクロナデ調整である。

20は甕の体部片である。外面はタタキ、内面は同心円文である。21は甕の体部片で、割れ口が研磨され

ている。以上は古墳時代後期頃のものと考えられる。

2）古 代 の 遺 物（図版 15・37‒22 ～ 28）

古代の遺物は須恵器を報告する。古代の須恵器はほとんどが SD84 からの出土であるが、中世の井戸

やピットからもわずかに出土している。出土量は少ない。

22～ 28 は SD84 出土である。22は杯蓋で、口縁端部は短く外反する。23は有台杯と考えられる口

縁部～体部片である。24・25 は有台杯の体部下部～底部で、高台は内端接地である。26・27 は甕の口

縁部片である。26は胎土に砂礫を多量に含み、外面は灰色、内面は暗赤灰色を呈する。27は残存か所の

内外面に自然釉がかかる。28は甕の体部片である。外面はタタキ、内面は同心円文である。なお、27・

28は割れ口が研磨されている。以上は 8～ 9世紀のものと考えられる。

3）中 世 の 遺 物

a　土器・陶磁器（図版 16・17・38・39‒29 ～ 52）

中世の土器・陶磁器は、SD84とその東側の掘立柱建物のピットや土坑から出土した。ここでは遺構別

に説明する 1）。

SB121（図版 16・38‒29・30・38）

29・30は P59 出土の珠洲焼甕で、別個体である。2点とも破片からの図上復元であるが、推定で口径

1） 器種名、時期等については水澤幸一氏、春日真実氏の御教示を得た。
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40cmほどの中甕と考えられる。口縁形態は 29が端部の先端を水平に挽き出し、30が端部を鋭く外屈、

垂下させる。珠洲焼Ⅰ期［吉岡 1994］である。38は P17 出土の珠洲焼甕の体部片で、外面に弱い稜が

認められる。内面は点状剥離が顕著である。P55 からは土師質土器皿と思われる小片が出土したが図示

できなかった。

SB123（図版 16・38‒39）

39は P31出土のロクロ成形による土師質土器皿の底部片である。内面に沈線状の細い凹線が 2本見ら

れる。

SB261（図版 16・38‒40）

40 は P203 出土で、土師質土器皿と考えられる。器面の摩耗が著しく調整不明である。胎土には赤褐

色粒子を多量に含む。12世紀前半頃のものと考えられる。

SE3（図版 16・38‒31・32）

31 は珠洲焼の片口鉢で、破片の一部は SD84 からも出土している。口径 28.6cm、底径 9.9cm、高さ

12.9cmである。口縁形態は外傾口縁で、端部は面をとって方頭に仕上げている。内面に卸し目が認めら

れず、底部の切り離しは静止糸切りである。珠洲焼Ⅰ期である。32は珠洲焼の壺R種［吉岡 1994］で、

SD84からも破片が出土している。外面はロクロナデ後底部付近がケズリ状のナデ調整、内面はロクロナ

デ調整で、部分的に指ナデが認められる。底部の切り離しは回転糸切りである。

SE83（図版 16・38‒37）

37 はロクロ成形による土師質土器皿である。口縁部が逆「ハ」字状に反り気味に開き、底部が柱状高

台となる。胎土には赤褐色粒子を多く含む。12世紀前半頃のものと考えられる。

SE169（図版 16・38‒34 ～ 36）

34 は白磁の瓶と考えられる体部小片である。35・36 はロクロ成形による土師質土器皿で、底部の切

り離しは回転糸切りである。35・36は 12世紀後半頃のものと考えられる。

SK44（図版 16・38‒33）

33 は珠洲焼甕、あるいは壺の体部小片で、内面は大部分が破砕している。

SD84（図版 16・17・38・39‒41 ～ 52）

本遺構からは白磁 2点、珠洲焼 73点、土師質土器 16点が出土した。白磁は調査区南側の 4A15 から、

珠洲焼、土師質土器は集中して出土した場所はなく遺構全体に散在し、層位的にも上～下層から出土した。

41・42は白磁椀で、41は口縁部、42は底部である。43～ 50は珠洲焼である。43・44は甕の体部

である。45～ 48は片口鉢の口縁～体部片で、いずれも内面に卸し目が認められない。45は外傾口縁で、

端部は面を取り方頭となる。46・47は同一個体と考えられる。端部がやや丸く、器厚が比較的薄い。48

は内端が嘴頭状に突出した外傾口縁である。45～ 48は珠洲焼Ⅰ期である。49は壺類、あるいは瓶類の

体部と考えられる小片である。残存する肩部には突体状の貼付文と何かがはがれた痕跡が認められる。そ

の部分には環状把手があった可能性がある。また、体部外面には櫛歯波状文が施される。50は壺と考え

られる体部小片である。器厚が比較的薄く、内面はナデ調整である。色調は外面が暗紫灰色、内面が灰色

を呈する。51・52はロクロ成形による土師質土器皿である。

そのほか、SK23・SB124（P112）・SB262（P137）からも中世の土師質土器皿と思われる小片が出土

したが図示できなかった。
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6　自然科学分析

b　土　  製　  品（図版 17・39‒53）

53 は SB123 の P31 出土で、土師質土器皿の底部を円盤状に加工したものである。直径 4.0cm、厚さ

0.8cmである。

c　石　  製　  品（図版 17・39‒54 ～ 58）

敲石 3点、砥石 2点の計 5点が出土している。いずれも遺構からの出土で、58の SB262（P199）以外、

SD84 の埋土からである。54～ 56 は敲石で、両端及び側面に敲打痕が認められる。特に両端は使用の

頻度が高いためか、平坦面を作り出している。また敲打時の衝撃によるものか端部から側面の一部が剥落

している。素材はいずれも安山岩で、54・55が長大な礫、56が球状の礫と考えられる。

57は下端を欠損するが、正裏面と 3側面に砥面が見られ、擦痕も明瞭に認められる。所々に敲打痕も

見られることから台石様にも使用された可能性が高い。素材は凝灰岩の角礫と考えられる。大きさや敲打

痕から置砥石や台石様として用いられたものと思われる。58は下端を欠損するが、正裏面と右側面に砥

面が見られる。素材は砂岩の扁平礫と考えられる。大きさから置砥石として用いられたものと思われる。

ただし、SB262‒P199 の埋土下層で平の状態で出土したことから、柱穴の礎盤（石）に転用された可能

性もある。

これらの敲石や砥石は、伴出土器や遺構の存続時期から 12世紀代の所産と考えられる。

d　鉄　  製　  品（図版 17・39‒59）

1点のみの出土である。長さ 3.30cm、幅 4.75cm、厚さ 0.72cm、重さ 13.9cmを測る鋳造品の破片

である。上縁は折れているが、これ以外の周縁は不明であり、製品あるいは素材か否かの判断も明らかで

ない。SD84の埋土中層からの出土で、伴出土器や遺構の存続時期から 12世紀代の所産と考えられる。

6　自然科学分析

A　は　じ　め　に

二反割遺跡の発掘調査では、古墳時代や中世（鎌倉時代）の掘立柱建物、井戸、溝（堀）、土坑、ピット

などが検出された。溝（SD84）は、長さ 65m、幅 5m、深さ 2mの大規模なもので、集落の内と外を区

画する溝（堀）と考えられている。本報告では、12世紀後半頃の堀（SD84）の最下層の炭化物を対象として、

加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行い、集落の年代を推定する。また、同堆積物

の花粉分析と珪藻分析を実施し、集落周辺の環境と堀の環境復元を行い、その性格を知る基礎資料を供出

し、自然科学的見地から考察を加える。

B　試　　　料

試料は、SD84（堀）の SPe‒e' の埋土 8層（最下層）から採取された堆積物 1点であり、有機物や炭を

含む茶褐色シルトである。年代測定は堆積物中から抽出した炭化物を、花粉分析と珪藻分析は堆積物を分

析試料とした。
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C　放射性炭素年代測定

1）方　　　法

測定試料の情報、調製データは第 3表のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（コンパクト

AMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果

の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算

出した。

2）測　定　結　果

第4表に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較

正に用いた年代値、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した

年代範囲を、第 10図に暦年較正

結果をそれぞれ示す。暦年較正に

用いた年代値は年代値、誤差を丸

めていない値であり、今後暦年較

正曲線が更新された際にこの年代

値を用いて暦年較正を行うために

記載した。

14C 年代の暦年較正にはOxCal

3.10（較正曲線データ：IntCal09）

を使用した。なお、1σ暦年代範

囲は、OxCal の確率法を使用し

て算出された 14C 年代誤差に相当

する 68.2%信頼限界の暦年代範

囲であり、同様に 2σ暦年代範

囲は 95.4%信頼限界の暦年代範

囲である。カッコ内の百分率の値

は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上

の曲線は 14C 年代の確率分布を示

し、二重曲線は暦年較正曲線を示

す。

3）所　　　見

加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定の結果、SD84（堀）の 9層（最下層）から出土

した炭化材では、880± 20年 BP（2σの暦年代でAD1050 ～ 1090，AD1120 ～ 1140，AD1150 ～ 1220 年）

の年代値が得られた。

 
Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]
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PED -19635 : 880±18BP  

  68.2% probability  

    1155AD (68.2%) 1210AD

  95.4% probability  

    1050AD (15.6%) 1090AD

    1120AD ( 3.1%) 1140AD

    1150AD (76.7%) 1220AD

第 10図　暦年較正結果

試料名 測定No.
（PED）

δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（年BP± 1σ）

14C 年代
（年BP± 1σ）

暦年代（西暦）
1σ　　　  　　　2σ

（68.2%確率）　 　（95.4%確率）

No.1 19635 ‒11.53 ±
0.14 880 ± 18 880 ± 20 AD1155‒1210

（68.2%）

AD1050‒1090
（15.6%）

AD1120‒1140
（  3.1%）

AD1150‒1220
（76.7%）

BP：Before Physics（Present），AD：紀元後

第 4表　測定結果

試料名 対象物 種類 前処理・調整 測定法

No.1 SD84（堀）最下層 炭化材 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

※ AMS（Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

第 3表　測定試料及び処理
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6　自然科学分析

D　花　粉　分　析

1）方　　　法

花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに、以下の手順で行った。

①　試料から 1cm3 を採量

②　0.5%リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え 15分間湯煎

③　水洗処理の後、0.5mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

④　25%フッ化水素酸溶液を加えて 30分放置

⑤　水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸 9：濃硫酸 1のエルドマン氏液を加

え 1分間湯煎）

⑥　再び氷酢酸を加えて水洗処理

⑦　沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製

⑧　検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の分類は同定レベルによって、科、亜科、

属、亜属、節及び種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。同

定分類には所有の現生花粉標本、島倉（1973）、中村（1980）を参照して行った。イネ属については、中

村（1974，1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定し

ているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。また、この分析処理を施すとクスノキ科の

花粉は分解し検出されない。

2）結　　　果

a　分　  類　  群

出現した分類群は、樹木花粉 8、

樹木花粉と草本花粉を含むもの

2、草本花粉 9、シダ植物胞子 2

形態の計 21である。これらの学

名と和名及び粒数を第 5表に示

し、花粉総数を基数とする花粉ダ

イアグラムを第 11図に示す。主

要な分類群の顕微鏡写真を第 12

図に示す。また、寄生虫卵につい

ても観察したが検出されなかっ

た。以下に出現した分類群を記載

する。

〔樹木花粉〕

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ

科、サワグルミ、ハンノキ属、ク

マシデ属－アサダ、ブナ属、コナ

分類群 SD84（堀）

　学名 　和名 9層（最下層）

Arboreal  pollen 樹木花粉

  Taxaceae‒Cephalotaxaxeae‒Cupressaceae 　イチイ科̶イヌガヤ科̶ヒノキ科 3
  Pterocarya  rhoifolia 　サワグルミ 2
  Alnus 　ハンノキ属 1
  Carpinus‒Ostrya  japonica 　クマシデ属 - アサダ 6
  Fagus 　ブナ属 3

  Quercus  subgen. Lepidobalanus 　コナラ属コナラ亜属 3

  Quercus  subgen. Cyclobalanopsis 　コナラ属アカガシ亜属 1

  Aesculus  turbinata 　トチノキ 3

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉

  Moraceae‒Urticaceae 　クワ科̶イラクサ科 13

  Sambucus‒Viburnum 　ニワトコ属̶ガマズミ属 1

Nonarboreal  pollen 草本花粉

  Alisma 　サジオモダカ属 1

  Gramineae 　イネ科 183

  Cyperaceae 　カヤツリグサ科 3

  Polygonum  sect. Persicaria 　タデ属サナエタデ節 1

  Chenopodiaceae‒Amaranthaceae 　アカザ科̶ヒユ科 3

  Cruciferae 　アブラナ科 3

  Lactucoideae 　タンポポ亜科 5

  Asteroideae 　キク亜科 2

  Artemisia 　ヨモギ属 261

Fern  spore シダ植物胞子

  Monolate  type  spore 　単条溝胞子 31

  Trilate  type  spore 　三条溝胞子 2

  Arboreal  pollen 　樹木花粉 22

  Arboreal・Nonarboreal  pollen 　樹木・草本花粉 14

  Nonarboreal  pollen 　草本花粉 462

Total  pollen 花粉総数 498

Pollen  frequencies  of  1cm3 試料 1cm3 中の花粉密度 9.5 × 103

  Unknown  pollen 　未同定花粉 7

Fern  spore シダ植物胞子 33

Helminth  eggs 寄生虫卵 （－）

Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 （－）

Charcoal  fragments 微細炭化物 （＋）

第 5表　二反割遺跡における花粉分析結果
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ラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、トチノキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科、ニワトコ属－ガマズミ属

〔草本花粉〕

サジオモダカ属、イネ科、カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、アカザ科－ヒユ科、アブラナ科、タ

ンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

b　花粉群集の特徴

樹木花粉から草本花粉の占める割合が高く約 85%を占める。草本花粉のヨモギ属とイネ科が優占し、

タンポポ亜科などが低率に伴われる。ほかにクワ科－イラクサ科が出現し、サジオモダカ属やタデ属サナ

エタデ節の水生植物が伴われる。樹木花粉ではクマシデ属－アサダが低率に出現する。花粉密度はやや低

い。

3）花粉分析から推定される植生と環境

優占するヨモギ属はやや乾燥した環境を好み、イネ科は多様な環境に生育する種類を含むが、いずれも

人為改変地及びその周辺に生育する草本である。SD84（堀）の周囲はこれらヨモギ属やイネ科が主に繁

茂する乾燥した環境であった。なお、高木の樹木は周囲に生育しておらず、二次林性のクマシデ属－アサ

ダの樹木が多少生育していたと推定される。クワ科－イラクサ科もカラムシやカナムグラなどの路傍や荒

れ地に生育する草本と考えられる。サジオモダカ属やタデ属サナエタデ節、イネ科の水生植物が検出され

ていることから、SD84（堀）はこれらが生育し、浅い水域を呈していたと推定される。

E　珪　藻　分　析

1）方　　　法

珪藻の抽出と同定は以下の手順で行った。

①　試料から 1cm3 を採量

②　10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら 1晩放置

第 11図　二反割遺跡における花粉ダイアグラム
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第 12図　二反割遺跡の花粉・胞子

1.  イチイ科－イヌガヤ科
　  －ヒノキ科

2.  サワグルミ 3.  ハンノキ属 4.  ブナ属

5.  コナラ属コナラ亜属 7.  クワ科－イラクサ科 8.  サジオモダカ属

9.  イネ科 10.  カヤツリグサ科 11.  アカザ属－ヒユ属 12.  アブラナ科

13.  タンポポ亜属 14.  キク亜科

6.  トチノキ

15.  ヨモギ属 16.  シダ植物単条溝胞子

1.0μm
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③　上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（5～ 6回）

④　残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

⑤　マウントメディアによって封入し、プレパラート作製

⑥　検鏡、計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 600 ～ 1500 倍で行った。計数は珪藻

被殻が 200個体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラー

ト全面について精査を行った。

2）結　　　果

a　分　  類　  群

試料から出現した珪藻は、貧塩性種（淡水生種）27分類群である。破

片の計数は、基本的に中心域を有するものとし、中心域がない種につ

いては両端 2個につき 1個と数えた。第 6表に分析結果を示し、珪藻

総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを第 13 図に示

す。珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生態性は［Lowe1974］や［渡

辺 2005］等の記載により、陸生珪藻は［小杉 1986］による。環境指

標種群は海水生種から汽水生種は［小杉 1988］により、淡水生種は［安

藤 1990］による。主要な分類群については顕微鏡写真を第 14図に示

した。以下に出現した分類群を記載する。

〔貧塩性種〕

Amphora  copulata、Eunotia  bilunaris、Eunotia  minor、Eunotia  pectinalis、Gomphonema  acuminatum、

Gomphonema  angustum、Gomphonema  augur、Gomphonema  gracile、Gomphonema  minutum、Gomphonema

parvulum、Gomphonema spp.、Hantzschia  amphioxys、Navicula  confervacea、Navicula  elginensis、

Navicula  goeppertiana、Navicula  mutica、Neidium  ampliatum、Pinnularia  appendiculata、Pinnularia  

borealis、Pinnularia  gibba、Pinnularia  major、Pinnularia  schroederii、Pinnularia  subcapitata、Pinnularia  

viridis、Rhopalodia  gibberula、Stauroneis  anceps、Stauroneis  phoenicenteron

SD84（堀）

分類群 9層（最下層）

貧塩性種（淡水生種）
Amphora  copulata 1
Eunotia  bilunaris 3
Eunotia  minor 63
Eunotia  pectinalis 4
Gomphonema  acuminatum 1
Gomphonema  angustum 12
Gomphonema  augur 3
Gomphonema  gracile 14
Gomphonema  minutum 15
Gomphonema  parvulum 10
Gomphonema  spp. 4
Hantzschia  amphioxys 12
Navicula  confervacea 1
Navicula  elginensis 1
Navicula  goeppertiana 2
Navicula  mutica 22
Neidium  ampliatum 2
Pinnularia  appendiculata 7
Pinnularia  borealis 12
Pinnularia  gibba 23
Pinnularia  major 3
Pinnularia  schroederii 1
Pinnularia  subcapitata 11
Pinnularia  viridis 15
Rhopalodia  gibberula 3
Stauroneis  anceps 4
Stauroneis  phoenicenteron 10

　合　計 259

　未同定 8

　破片 357

試料 1cm3 中の殻数密度 5.3 × 104

完形殻保存率（%） 42.8 

第 6表　二反割遺跡における
    珪藻分析結果

第 13図　二反割遺跡における主要珪藻ダイアグラム
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第 14図　二反割遺跡の珪藻

12～15１～11 10μm 10μm
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� angustum
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� mutica
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b　珪藻群集の特徴

珪藻密度は低く、貧塩性種（淡水生種）で占められる。真・好止水性種が約 35%、流水不定性種が

約 35%、陸生珪藻が約 25%を占める。真・好止水性種で沼沢湿地付着生種の Eunotia  minorが優占し、

Gomphonema  gracile、Stauroneis  phoenicenteron、流水不定性種で沼沢湿地付着生種の Pinnularia  gibba、

Pinnularia  viridisが伴われる。ほかに流水不定性種では、Gomphonema  angustum、Gomphonema  minutum

も比較的多い。陸生珪藻では、Navicula  mutica、Hantzschia  amphioxys、Pinnularia  borealis、Pinnularia  

subcapitata、Pinnularia  appendiculataなどが出現する。

c　珪藻分析から推定される環境

真・好止水性種で沼沢湿地付着生種の Eunotia  minorが優占し Gomphonema  gracile、Stauroneis  

phoenicenteron、が伴われ、止水性の沼沢湿地が主要な環境であったとみなされる。Pinnularia  gibba、

Pinnularia  viridisの流水不定性種で沼沢湿地付着生種、Gomphonema  angustum、Gomphonema  minutumの

流水不定性種が出現し、流水性の曖昧な沼沢湿地の環境も分布していた。付着生種が多いことから、水

生植物が繁茂していたと考えられる。また、Navicula  mutica、Hantzschia  amphioxys、Pinnularia  borealis、

Pinnularia  subcapitata、Pinnularia  appendiculataなどの陸生珪藻も出現し、水域が陸と接する湿ったとこ

ろもあった。

F　考察とまとめ

SD84（堀）の 9層（最下層）について放射性炭素年代測定、花粉分析及び珪藻分析を行い、堀の年代、

堆積環境と周辺植生について検討し、その結果を第 7表にまとめた。

1）SD84（堀）の年代

SD84（堀）の 9 層（最下層）から出土した炭化物は、880 ± 20 年 BP（2 σの暦年代で AD1050 ～

1090，AD1120 ～ 1140，AD1150 ～ 1220 年）の年代値であった。出土した遺物等から想定された年代は

12世紀後半頃とされていたが、年代測定の結果はこれにほぼ符合する。

2）SD84（堀）周囲の環境・植生

乾燥を好むヨモギ属とイネ科の花粉が優占することから、周囲は主にこれらの草本が繁茂し、乾燥した

人為的環境であったと考えられる。高木は分布せず、クマシデ属－アサダの二次林性の低木が若干生育し

ていたと推定される。カラムシやカナムグラなどの放棄地に生育する草本も生育していた。集落域や畑地

などの人為地の環境が考えられるが、明らかな栽培植物が検出されておらず、集落の縁辺などのやや放置

SD84（堀）9層
SD84（堀）の環境 周囲の植生

年代 主要花粉 主要珪藻

880± 20年 BP

ヨモギ属 イネ科 Eunotia minor サジオモダカ属・タデ属サナ
エタデ節・イネ科の水生植物
が繁茂するやや不安定な浅い
水域

ヨモギ属・イネ科を主にのクワ科－イ
ラクサ科・タンポポ亜科の繁茂する乾
燥した草地　二次林性のクマシデ属－
アサダ低木の生育

クワ科－イラクサ科 
タンポポ亜科 
サジオモダカ属 
タデ属サナエタデ節 
クマシデ属－アサダ

Gomphonema  gracile 

Pinnularia  gibba 

Gomphonema  angustum 

Navicula  mutica

第 7表　二反割遺跡で推定される環境と植生
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された開けた草地の環境が推定される。

3）SD84（堀）の環境

珪藻分析の結果では、止水性の沼沢湿地を示唆する付着生種のEunotia  minor が優占することから、

SD84（堀）は止水性の浅い池状の水域であり、水生植物の繁茂が示唆される。流水不定性種や陸生珪藻、

流水性種も生育しており、水位の変化や多少の流れ込みがあったとみなされる。花粉分析からサジオモダ

カ属やタデ属サナエタデ節、イネ科などの水生植物の生育が示唆される。
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A　遺構・遺物から見た遺跡の位置付け

1）古　墳　時　代

古墳時代の遺構・遺物の検出は、調査区北西部にほぼ限定された。遺構は土坑 1基のみで、そのほか、

土器を多く含む自然の落ち込みを 2か所で検出した。

土器は、中期から後期頃のものが SX102 からやや多く、SX101 や SD84 の覆土中から少量出土し

た（図版 15）。古墳時代中期の土器は、川村浩司氏による上越市関川右岸下流域編年の 8～ 10 段階［川

村 2000］頃に位置付けられる。この段階の本遺跡周辺の主な遺跡としては、上越市下割遺跡［山崎ほか

2004］、同北割遺跡［品田 2003］、同中島廻り遺跡［川村・笹沢ほか2003］などがある。

後期は、土師器と須恵器が少量出土した。土師器には、いわゆる黒色土器があり、13は当時の須恵器

杯身を模倣したものである。口縁部が比較的高いので、後期でも前半頃のものと思われる。須恵器は杯

身、壺、甕の小片を図示した。杯身 18は小片であるが、後期後半頃のもと思われる。現上越市域での古

墳時代の須恵器（以下では、基本的に 5～ 6世紀代のものを古墳時代の須恵器とする。）は、7世紀代を含めた頸

城古墳群の出土例は古くから知られていたが、昭和 50年代から始まった初期の集成［坂井 1983・吉岡

1984など］では、集落跡からの出土例が示されなかった。平成に入り、北割遺跡や一之口遺跡の出土例が

示されて以降は古墳、集落跡とも少しずつ出土例が増えている。本遺跡周辺で古墳時代の須恵器が出土し

た主な遺跡としては、上越市中島廻り遺跡（5c 後～ 6c 後）、同今池遺跡（5c 後）［滝沢 2003］、同黒田古

墳群（5c後）［尾崎 2002］、同板倉区南原遺跡（5c後）［大平 2001］、同柿崎区新保遺跡（6c前）［石川ほか

2001］、同北割遺跡（6c前）、同延命寺遺跡（6c前）［山崎ほか2008］、同一之口遺跡（6c後）［鈴木・春日

ほか1994］、妙高市万五郎古墳（6c後）［新潟県 1983］などがある。当時の頸城地域、さらには県内全体

でも須恵器窯は存在せず、畿内の陶邑窯産や東海地方の窯産が流入していたとされる。また、6世紀前半

頃から石川県の南加賀窯産のものが加賀をはじめ、能登、越中、越後、出羽へと広く流通したことが指摘

されており［望月 2009］、上越市域にも恐らく流入していたと思われる。

本遺跡周辺の古墳は、現上越市の南東部、飯田川や櫛池川に面する扇状地上などに、北から観音山墳

墓群［北澤 2009］、稲原大野古墳群、水吉古墳群、水科古墳群、宮口古墳群、高士古墳群、北方古墳群、

菅原古墳群がある（第 5図）。稲原大野古墳群は、本遺跡の南東 1kmに位置する自然堤防上に築かれた群

集墳で、5世紀後半～ 6世紀前半の築造とされる［秦ほか2002］。菅原古墳群内にある前方後円墳の菅原

神社古墳（菅原 31号墳）は 6世紀中葉前後の築造とされる［小黒 1999］。宮口・水科古墳群や高士古墳

群は 6世紀後半に築造が開始されたと考えられている［小黒 1999］。

小林昌二氏は、6世紀代に誕生した久比岐国造の本拠地は黒田古墳群のある辺りの関川左岸とし、清里

区の物部神社や菅原神社古墳、宮口・水科古墳群のある辺りは『和名抄』の物部郷にあたり、ここに 6

世紀後半頃に物部氏が東山道方面から進出してきたと推定するなど、文献史学の立場から 6世紀代の上

越市域について度々言及している［小林 1996等］。合併した上越市の 6世紀前後の歴史について、古墳、

集落、遺物、文献から総合的に検討されることが望まれる。
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2）中　　　世

a　遺構について

本遺跡で検出した中世の遺構は、掘立柱建物が 10棟・井戸 5基・土坑 8基・溝 2条・性格不明遺構 1

基である。遺構の分布として、調査区の西端をやや弧を描きながら南北に縦断する SD84 があり、この

SD84 を境として全遺構を東側で検出した。SD84 は珪藻分析の結果（第Ⅲ章 6参照）、水は流れていない

ことから集落の内と外を区画する堀（溝）と考えている。遺跡は出土遺物から 12世紀と見られる。遺物

同士に大きな時期差が見られないことから、12世紀を通して営まれた存続期間が短い集落であったと思

われる。

掘立柱建物には重複関係が見られ、短期間の存続であったものの建て替えを行ったと推測する。調査区

中央部の SB261 ～ 263 と、調査区南東部の SB121 ～ 123 がそれぞれ重複しており、少なくとも 2回

の建て替えまたは 3期に分かれる。

出土遺物から時期が明らかな建物は、SB121 で 12 世紀前半である。したがって、SB121 を切る

SB122・SB123 は 12世紀後半の建物に当たると推測する。

建物の軸方位を調べて見ると、大きく分けて 3つのグループに分かれた（第 15 図）。まず SB121・

126・127・261 のグループである。これらは同軸方向を向いているため、同時期の可能性がある。ただ

SB127 は SE83 と重複しているため若干の時期差の可能性もある。しかし、並行する SB126 と同軸方

向を向くことや建物の規模が近似することから、大きな時期差はないと考えられる。次に SB122・123・

262・263 のグループである。これらもほぼ同軸方向を向くことから、同時期に存在していた可能性が

あるが、SB263 は SB262 を切るため相対的に新しい建物といえる。このグループの建物は、SB122・

123 が 12 世紀前半に比定される SB121 を切っていることから 12世紀後半と考える。最後に SB124・

125 の 2棟である。上記の 2グループと異なり西方向に軸を持つグループである。両遺構から時期を示

す出土遺物はない。SB124が 12世紀後半に比定されるSE3と重複関係にあるが新旧関係は不明である。

しかし、周囲の遺構や出土遺物との関係から 12世紀代の建物であると推測する。

検出された掘立柱建物には、もうひとつ特徴が見られる。それは、柱の当たりの有無である。柱の当た

りは、柱の自重と建物の荷重が柱にかかって生じた圧痕や変色した部分であると考えられている［独立

行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 2010］。今回の調査で、調査区南東部隅で検出した 3棟の掘

立柱建物を構成する柱穴には、大小関わらず柱の当たりを確認することができた。SB121 の当たりの径

は 20cm前後で、残りの 2棟の当たりの径は 15cm前後であった。このことから、SB121 は 20cm前

後の柱を、SB122・123 は 15cm前後の柱を使って建てられていたと思われる。特に、SB121 は掘形

がほかのどの掘立柱建物よりも大きく深く掘られていたことから、建物の用途を異にしていたことがうか

がえる。これに対して、調査区中央部にある掘立柱建物には柱の当たりを確認することは出来なかった。

SB261 は SB121 と同じ総柱建物であるにも関わらず、掘形は小さく、深さも浅かった。どちらかと言

えば、B122・123 を構成する柱穴に近いものであった。ほかの中央部の掘立柱建物を構成する柱穴もこ

れに近い。しかし、SB122・123 にも当たりが見られたことから、南東部の 3棟の掘立柱建物は倉庫であっ

た可能性がある。

また掘立柱建物付近では多くの場合、井戸または土坑を検出した。これらの遺構は、掘立柱建物に伴う

可能性が考えられる。なかでも SK30・111 は主軸方向や周辺の掘立柱建物との位置関係から、SK30 は
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第 15図　二反割遺跡　掘立柱建物の軸方位

第 16図　二反割遺跡　遺構の時期別分類図
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SB125 に、SK111 は SB124 に伴うものと考えられる。規模は前者が長径 233cm、短径 78cm、深さ

20cmで、後者が長径 200cm、短径 80cm、深さが 22cmとなっている。どちらも建物の西側に 1.5m

ほどの距離で隣接している。SK30 の埋土には多量の炭化物と土師質土器の細片が含まれていた。このよ

うな遺構の類例は、富山県梅原胡摩堂遺跡［島田 1994］と同県臼谷岡ノ城北遺跡［山森 1992］で見ら

れた。梅原胡摩堂遺跡で検出された SZ119 は溝を挟んで建物に隣接しており、規模は長径 180cm、短

径 90cm、深さ 20cmで、木棺の痕跡は見られないものの、副葬品と思われる土師質土器が 5点出土し

ている。富山県臼谷岡ノ城北遺跡で検出された SK8は SB1の西 1.5mに位置し、建物の南北軸方向と長

軸方向が同じである。規模は長径 180cm、短径 90cm、深さ 20cmで、土師質土器の小皿が 3点出土し

ている。どちらも土坑墓として報告されているが、このような立地傾向にある土坑は屋敷墓の可能性があ

ることを指摘している［島田 1994］。

屋敷墓とは、屋敷地の内部や隣接した場所で 1～ 2基で検出される 1）ものである。その出現は、西日

本を中心として 11世紀中頃からと考えられており、12世紀後半から 13世紀後半に最盛期を迎える。し

かし、東日本への普及の度合いは低く、検出例は少ない［狭川 2011］。本遺跡の土坑 2基からは、土坑

墓と断定できる出土遺物は認められなかったものの立地や規模が近似するため、その可能性を示唆してお

きたい。

今回の調査によって、当該地域の 12世紀における中世集落の様相の一端が垣間見られた。集落は、堀

（溝）により区画され、その内側に建物が井戸や時には土坑を伴っていた。また、SE169 から白磁瓶の体

部片が出土していること、大規模な総柱建物の周りに小規模な掘立柱建物が立地すること、南東部では倉

庫として利用していたと考えられる総柱建物が存在するなどから、一般農民だけではなく有力者（名主層・

村落領主）の存在が考えられる。今回の調査で見つかった中世の集落は調査区外の東へと広がるものと見

られ全体像は明らかでない。今後の調査にゆだねたい。

b　土器・陶磁器について（第 17図・第 8表）

中世は、白磁椀・瓶、珠洲焼甕・壺・片口鉢、土師質土器皿が掘立柱建物・井戸・堀などから少量出土

した（図版 15～ 17・38・39）。珠洲焼はⅠ期［吉岡 1994］に、土師質土器皿は 12世紀前半から後半に

おおむね位置付けられそうである。以下では、土師質土器皿と珠洲焼片口鉢について若干考察したい。

本遺跡出土の土師質土器皿で図示し得たものは、ロクロ成形のものがほとんどであった。本遺跡周辺の

上越市至徳寺遺跡［水澤・鶴巻 2003］では、12世紀後半からロクロ成形のものが減り、手捏成形のも

のが主体となるという。

SE83 出土の土師質土器皿 37は、口縁部が逆「ハ」字状に反り気味に開き、下部に低い柱状高台が付

くものである。周辺では上越市至徳寺遺跡、同鉄砲町遺跡［横田ほか1995］、同海道遺跡［高橋 2005］、

同木田遺跡［北村 2001］、同吉川区寺町遺跡［秦ほか1994］、同三和区法花廃寺［秦・坂井 1990］、同牧

区宮口古墳群 26号墳［秦ほか1976］から柱状高台の土師質土器皿が出土している。至徳寺遺跡出土の柱

状高台皿は、第 188号遺構出土（28）・第 476 号遺構出土（34）が 11世紀前半代に、第 190号遺構出土（66・

67）・第 107 号遺構出土（79～ 82）・第 48号遺構出土（98）・第 440 号遺構出土（99）は 11世紀後半に、

第 222号遺構出土（180～ 182）・第 566 号遺構出土（186）が 12世紀前半に、G区土器溜 1出土（333）

1） 屋敷墓については、水澤幸一氏の御教示を得た。
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番
号 報告番号 所在地 遺跡名 遺構名

法量（cm） 型体指数 口縁
形態

底部
糸切り 出典 時期

器高 口径 底径 口厚 高口 底口

1 図 16‒31 上越市三和区岡木 二反割遺跡 SE3・SD84 12.9 28.6 9.9 0.9 45 35 b 静止 本稿 Ⅰ期

2 図 17‒45 上越市三和区岡木 二反割遺跡 SD84 28.2 1.2 b 本稿 Ⅰ期

3 図 17‒46 上越市三和区岡木 二反割遺跡 SD84 29 0.6 e 本稿 Ⅰ期

4 図 17‒47 上越市三和区岡木 二反割遺跡 SD84 27.1 0.7 e 本稿 Ⅰ期

5 図 17‒48 上越市三和区岡木 二反割遺跡 SD84 25.6 0.8 a 本稿 Ⅰ期

6 図 1‒18 上越市三和区錦 伝十万寺塚群 9号塚 7 21 11 0.6 33 52 b 静止 秦ほか2002 13世紀前半

7 図 1‒21 上越市三和区島倉 西山遺跡 7.5 21 10.3 0.7 36 49 b 静止 秦ほか2002 13世紀前半

8 図82‒316 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 21.1 0.6 b 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

9 図82‒317 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 16.7 0.9 e 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

10 図82‒318 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 7.2 18 6.8 0.8 40 38 a 静止 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

11 図82‒319 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 6.7 22.3 5.7 0.6 30 27 b 静止 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

12 図82‒320 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 7.3 16.1 8.2 0.7 45 51 a 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

13 図82‒321 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 19.2 9 0.7 47 c 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

14 図82‒323 上越市柿崎区柿崎 木崎山遺跡 20 0.8 b 北村・高橋ほか1992 Ⅰ期

15 462 上越市吉川区河沢 河沢塚遺跡 12.5 32.4 12 0.8 39 37 b 吉岡 1994 Ⅰ期

16 図 38‒66 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SD116 29.7 1.2 b 加藤ほか2003 Ⅰ期

17 図 38‒69 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SD201 28.6 0.8 b 加藤ほか2003 Ⅰ期

18 図 39‒90 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SE123 28 1 c 加藤ほか2003 Ⅰ期

19 図 39‒91 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SE123 22.8 0.8 b 加藤ほか2003 Ⅰ期

20 図39‒100 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SE19 26.2 1.2 b 加藤ほか2003 Ⅰ期

21 図39‒102 上越市板倉区熊川 仲田遺跡 SE141 30.7 0.7 c 加藤ほか2003 Ⅰ期

22 図42‒275 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第493号遺構 22.4 0.6 a 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

23 図43‒307 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第 51号遺構 23.4 0.7 a 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ 3期

24 図46‒378 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第 55号遺構 11.3 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

25 図47‒416 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第634号遺構 27.8 0.7 a 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

26 図47‒428 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第636号遺構 22.4 0.6 a 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

27 図48‒469 上越市東雲町 至徳寺遺跡 第633号遺構 29 0.6 b 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

28 図55‒678 上越市東雲町 至徳寺遺跡 7.5 17.8 9.6 0.7 42 54 b 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

29 図55‒679 上越市東雲町 至徳寺遺跡 8.5 19.8 7.5 0.6 43 38 c 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

30 図55‒680 上越市東雲町 至徳寺遺跡 17.6 0.7 c 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

31 図55‒681 上越市東雲町 至徳寺遺跡 18.7 1 c 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

32 図55‒682 上越市東雲町 至徳寺遺跡 21.8 0.8 c 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

33 図55‒684 上越市東雲町 至徳寺遺跡 29.2 1 c 水澤・鶴巻 2003 Ⅰ期

34 図78‒480 上越市木田 木田遺跡 SD279 20.4 0.6 e 北村 2001 Ⅰ期

35 図78‒482 上越市木田 木田遺跡 SD279 27.9 0.9 e 北村 2001 Ⅰ期

36 図29‒146 上越市向橋 海道遺跡 SE430 28 0.9 a 高橋 2005 Ⅰ期

37 図30‒167 上越市向橋 海道遺跡 SE560 回転 高橋 2005 Ⅰ期

38 図30‒168 上越市向橋 海道遺跡 SE560 21.2 0.8 b 高橋 2005 Ⅰ期

39 図31‒185 上越市向橋 海道遺跡 SE1719 10.4 24.5 10.6 0.8 42 43 c 静止 高橋 2005 ⅠかⅡ期

第 8表　上越市内出土の珠洲焼Ⅰ期の片口鉢計測表

28. 至徳寺 188 号遺構　　34. 同 476 号遺構　　66・67. 同 190 号遺構　　79～ 82. 同 107 号遺構　　98. 同 48 号遺構　　99. 同 440 号遺構
180～ 182. 同 222 号遺構　　186. 同 566 号遺構　　333. 同 G区土器溜 1　　173. 鉄砲町 SE54　　218. 同 SE31　　6・7. 法花廃寺　　
57. 木田 SD279　　137. 海道 SE420　　37. 二反割 SE83（s=1/4）

28 79 180
5798

34 80 181

13799

66 81 182

37186

67 82 333

6173 218 7

第 17 図　上越市内出土の柱状高台皿

　※番号は報告番号
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7　ま　と　め

が 12世紀後半に比定されている［水澤・鶴巻 2003］。鉄砲町遺跡 SE54 出土（173）は、報告書では 12

世紀前半に、春日真実氏の論考では 11世紀中葉から末前後に比定されている［春日 1997］。寺町遺跡

29号井戸出土は、12世紀に比定されている。法花廃寺出土（18・19）は、11 世紀後半から 12世紀前

半頃の事例として掲げられている［品田 1991・八峠 2001］。木田遺跡 SD279 出土（57）は、12 世紀

後半に比定されている［北村 2001］。海道遺跡 SE420 出土（137）は、報告書では 13世紀初頭頃に比

定されている。本遺跡周辺の柱状高台の土師質土器皿は 11世紀前半から 12世紀後半にかけて多くはな

いが認められるようである。本遺跡出土の土師質土器皿 37は、法量や器形から至徳寺遺跡第 222 号遺

構出土（181）・第 566 号遺構出土（186）が類例と思われ、時期は 12世紀前半頃と推定される。

SE3 出土の珠洲焼の片口鉢 31 は、口径 28.6cm、底径 9.9cm、高さ 12.9cmで、吉岡康暢氏の形態

分類では高口指数（器高÷口径× 100）45 で標準型、底口指数（底径÷口径× 100）35 で口径に対する底径

が比較的小さいタイプとなる。口縁端部が面取りされた外傾口縁で、内面には卸し目が認められない。珠

洲焼編年Ⅰ期のものである。

本遺跡周辺で、Ⅰ期（一部Ⅱ期を含む）として報告されている片口鉢を第 8表に示した。法量には推定

値が多く含まれていると思われるが、吉岡氏による形態分類に当てはめると、高口指数 41以上の標準型

ないし腰高型（Ⅰ類）が 5点、40以下の低平型（Ⅱ類）が 5点認められる。底口指数 41以上の口径に対

する底径が大きいものが6点、40以下の比較的小さいタイプが5点ある。口径28cm以上の1類は11点、

20～ 27cm台の 2類は 18点、20cm以下の 3類は 8点ある。口縁形態の分類［吉岡 2003］は実測図

からは判断しづらいが、内端が嘴頭状に突出した外傾口縁 a類が 8点、方頭の外傾口縁 b類が 15点、方

頭の水平口縁c類が9点、円頭の口縁e類が5点ある。吉岡氏の分類にはないが、口縁部厚が0.6～0.7mm

の薄いものは 18点、0.8 ～ 0.9mmのものは 13点、1.0 ～ 1.2mmの厚いものは 6点ある。底部の切り

離しは、静止糸切りが 5点、回転糸切りが 1点ある。内面に卸し目があるものは報告されていない。23（第

8表）の口縁端部と体部外面には波状文が施される。Ⅰ期はさらにⅠ 1～Ⅰ 3期に細分されているが、細

分時期が示されたのは 23のみでⅠ 3期とされる。以上の形態分類の中に時期細分の指標となりそうなも

のがあると思われるが、今回は確認できなかった。今後の課題としたい。
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第ᶚষ　延 命 寺 遺 跡 Ⅱ

1　遺跡の立地と周辺のඍ地形（第 18 ਤ）

延命寺遺跡は、ߴ田平野の中央部、ߴ田市֗から東 4�5LN にҐஔする。2011（平成 23）年౓調査区は

上越市下野田字延命寺に所在し、2006・2007（平成 18・19）年౓調査区の東側にある。遺跡は、ߴ田平

野を北ྲྀする関઒と、൧田઒の間をྲྀれるॏ઒؛ࠨの௿地に立地する。下野田集落のೆにҐஔし、遺跡周

辺には水田が広がる。東 2LN に下割遺跡、西 1LN にٶޅ遺跡、西ྡに三֯田遺跡がある。

8 世紀ॳ಄〜前葉のੜ׆面のඪߴは、2004（平成 16）年౓調査の三֯田遺跡の東側で 10�0 〜 10�1N、

2006・2007（平成 18・19）年౓調査の延命寺遺跡で 9�4 〜 9�7N、本年౓調査の水田面で 9�2 〜 9�5 ̼で、

わͣかにى෬しながら東側΁緩やかにඪߴを下͛ている。なお、このੜ׆面の上には、50DN 前後のߑ水

ଯ積૚（ແ遺物૚）が三֯田遺跡の東側から延命寺遺跡શ体にଯ積しており、ͦの上のแؚ૚から 8 世紀

中葉の土器が出土していることから、このߑ水ଯ積૚は 8 世紀前葉〜中葉ࠒにଯ積したとߟえられる。

第 18図　延命寺遺跡の位置と周辺の微地形

ʦ上越市໾所発行ʮ上越市֗ਤʯ1ɿ10,000 原ਤʧ

狐宮遺跡

三角田遺跡

狐宮遺跡

三角田遺跡 国道253号
上越三和

道路

延命寺遺跡延命寺遺跡

第00図 延命寺遺跡Ⅱの位置と周辺の微地形
［上越市役所発行「上越市街図」1：10,000 原図］

0 600m（1:15,000）



42

2　グリッドの設ఆ（第 19 ਤ）

グリッドは、2006（平成 18）年౓調査の延命寺遺跡で設ఆしたグリッドを東側に延長した。基४になっ

ているԣ࣠は、上越三和道路のηンλーߌ 2 ఺で、ηンλーߌ 4TAr/P�110（世քଌ地ܥ X�12552�7473、

:��18441�6111）と 4TAr/P�115（世քଌ地ܥ X�125245�4086、:��18314�2259）を݁んͩ線である。これ

に௚ަして基఺（4TAr/P�110）を௨る線をॎ࣠とする主࣠を設ఆした。グリッド基४線のํҐは、ೆ北

࣠がਅ北から໿ 13 ౓西ภしている。

この主࣠をもとに、一辺が 10N のํ؟を૊み大グリッドとした。大グリッドは東西࣠を西から東に

਺字ॱ、ೆ北࣠は北からೆにΞϧフΝϕットॱとし、྆者を૊み߹わせてදࣔし、ྫえばʮ10༺ࢉ ̚・

11%・12 ̘・・・ʯなどとݺশした。小グリッドはさらに֤大グリッドを 2 に෼け、北西۱をʮ１ʯ؟ํ̼

に、ೆ 東۱をʮ25ʯになるΑうにࢉ༻਺字ॱに഑ྻし、大グリッドදࣔの後にଓけた。แؚ૚出土遺物は、

基本తに大グリッドと小グリッドを૊み߹わせ、ྫえばʮ11 ̚ 25・12 ̗ 14・13 ̖ 22・・・ʯなどの

Αうにしてऔり上͛た。

3　基　本　૚　ং（第 20 ਤ）

基本૚ংは、2006・2007（平成 18・19）年౓調査とほ΅ಉ༷であり、ᶗ〜Ⅹ૚に෼けઆ明するが、細

部についてはղऍが異なる可能性がある。

੝　土　調査ൣғ಺に 60 〜 80DN ଯ積していた。

ᶗ　૚　10:35�1　׊փ৭೪土。ද土、ݱ水田࡞ߞ土。植物根を多くؚΉ。

Ⅱ　૚　/4�0　փ৭೪土。

ᶙ　૚　/5�0　փ৭೪土。փ白৭石փ質ཻࢠ（ඛమ߭ʁ）を多くؚΉ。
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　凡　例

2006（平成18）年度調査範囲

2007（平成19）年度調査範囲

2011（平成23）年度調査範囲（延命寺遺跡Ⅱ）

第00図　延命寺遺跡　グリッド設定図

第 19図　延命寺遺跡　グリッド設定図

3　基 本 ૚ ং
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ᶚ　૚　5#3�1　҉੨փ৭೪土。調査区北側西นから土師器ยがগྔ出土している。

ᶛ　૚　7�5(:6�1　྘փ৭೪土。҉੨փ৭೪土をগྔ、ԫ৭中ཻ࠭を多くؚΉ。

ᶜ上૚　10:36�1　׊փ৭シϧト。ԫ৭中ཻ࠭を多くؚΉ。12$ で上下に෼かれる。ߑ水ଯ積૚。

ᶜ下૚　10:36�1　׊փ৭೪土。ԫ৭中ཻ࠭を多くؚΉ。ߑ水ଯ積૚。

ᶝ　૚　྘৭・ԫ৭細ཻ〜ૈཻ࠭、׊փ৭シϧトのޓ૚。ߑ水ଯ積૚。

ᶞ　૚　/6�0　փ৭シϧト。調査区北側の水田区画にബくଯ積するのみである。

ᶟ　૚　/3�0　҉փ৭೪土。上部はࠇ৭をఄする。古墳時代・飛鳥時代の遺物แؚ૚であり、·た、

奈良時代の水田࡞ߞ土である。

ᶟ下૚　/6�0　փ৭೪土。҉փ৭೪土を多くؚΉ。

Ⅹ　૚　/6�0　փ৭࠭質シϧト。古墳時代〜飛鳥時代の遺構ݕ出面。

4　遺　　　構

A　֓　　　ཁ

下૚の調査では土坑 1 基、ピット 10 基、溝 1 条、上૚の調査では水田跡をݕ出した。遺構の時期は、

下૚が古墳時代前期と飛鳥時代ࠒ、上૚が奈良時代である。2006・2007（平成 18・19）年౓の調査（ਤ

൛ 18）では、古墳時代の溝 2 条、土坑 1 基など、飛鳥時代の୦݀建物 4 棟、平地建物 4 棟、掘立柱建物 4 棟、

井戸 4 基など、奈良時代の掘立柱建物 6 棟、井戸 8 基、ാ跡、水田跡などをݕ出した。これらの遺構の

෼布は、古墳時代と飛鳥時代が調査区東側に多く、奈良時代の遺構は調査区શ体に෼布していた。本年౓

の調査では、下૚・上૚とも 2006・2007（平成 18・19）年౓にݕ出した遺構・遺跡の東΁の広がりを

֬認できた。

10 11 1210
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延命寺遺跡II　基本層序作成位置図
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第 20図　延命寺遺跡ᶘ　基本層序
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#　記　ड़　ํ　法

遺構のઆ明とݺশは、前ड़の二反割遺跡の報告に४ͣる。遺構番号は、2006・2007（平成 18・19）年

౓調査にଓく࿈番とし、調査のਐ行に߹わせて 4001 から 4012 ·での௨し番号を෇けた。遺構の形態ٴ

ͼܭଌ஋は、遺構ݕ出面での਺஋である。

$　遺　構　֤　આ

1）古墳・飛鳥時代の遺構

下૚の調査は、上૚の調査がऴྃした後、遺物แؚ૚（ᶟ૚）を 15 〜 20DN 掘り下͛、Ⅹ૚を遺構ݕ

出面として行った。遺構ݕ出面のඪߴは 9�0 〜 9�3 ̼で、ೆから北΁緩やかにࣼ܏している。遺構の෼布

は、調査区中央からやや北側の 12$ に集中していた。

a　土　　　坑

SK4001（ਤ൛ 19 〜 21・41・42）

12$18・23 にҐஔするもので、東側は҉ڎに੾られている。平面形はପ円形であったとߟえられ、長

ܘ 174DN、୹ܘ 70DN 以上、ਂさ 63DN、அ面形は୆形状である。埋土は 4 ૚に෼૚され、Ϩンズ状に

ଯ積する。埋土の第 2 ૚には୸化物を多ྔにؚんでいた。遺物は埋土の上૚から中૚にかけて土師器ย

が 10 ఺出土した。

b　柱　　　穴

P4005（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$12・13 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 57DN、୹ܘ 55DN、ਂ さ 53DN、அ面形は 6 字状である。

柱݀಺には柱根が࢒っていた。埋土は 4 ૚に෼૚される。柱根は柱݀の底面Αり 12DN ௿くなっているが、

このピットのある৔所は基本土૚Ⅹ૚の下が今も水が༙き上がる࠭地となっており、長い年月の経աにΑ

り௜んͩ可能性がある。遺物は出土していない。

P4012（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$8・9 にҐஔする。平面形は中央部がくͼれるପ円形で、長ܘ 122DN、୹ܘ 69DN、ਂさ 54DN、

அ面形は୆形状である。柱݀಺には柱根が࢒っていた。柱根は柱݀の底面Αり 16DN ௿くなっている。

埋土は 4 ૚に෼૚される。遺物は出土していない。東北東 3N にある上ड़の 14005 とಉ一の建物を構成

していた可能性がある。

P4003（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$14 にҐஔするもので、東側は҉ڎに੾られている。長ܘ 60DN、୹ܘ 25DN 以上、ਂさ 62DN、

அ面形は 6 字状である。埋土は 3 ૚に෼૚され、水平状にଯ積する。遺物は出土していない。

P4004（ਤ൛ 19 〜 21・42・43）

12$8・13 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 49DN、୹ܘ 41DN、ਂ さ 44DN、அ面形は 6 字状である。

埋土は 4 ૚に෼૚される。遺物は出土していない。

P4007（ਤ൛ 19 〜 21・42・43）

12$13・14 にҐஔする。平面形はପ円形で、長ܘ 87DN、୹ܘ 60DN、ਂ さ 70DN、அ面形は୆形状である。

4　遺　　　構
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埋土は 4 ૚に෼૚される。遺物は土師器小ยが 1 ఺出土した。

P4008（ਤ൛ 19 〜 21・42・43）

12$18 にҐஔする。平面形はପ円形で、長ܘ 71DN、୹ܘ 42DN、ਂさ 33DN、அ面形はހ状である。

埋土は 2 ૚に෼૚される。遺物は出土していない。

P4002（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$13・14 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 33DN、୹ܘ 29DN、ਂさ 24DN、அ面形は 6 字状で

ある。埋土は 3 ૚に෼૚される。遺物は土師器小ยが 1 ఺出土した。

P4006（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$22 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 26DN、୹ܘ 23DN、ਂさ 26DN、அ面形はހ状である。

埋土は 2 ૚に෼૚される。遺物は出土していない。

P4010（ਤ൛ 19 〜 21・40）

11%15 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 24DN、୹ܘ 22DN、ਂさ 36DN、அ面形は 6 字状である。

埋土は҉փ৭೪土の୯૚である。遺物は出土していない。

P4011（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$13 にҐஔする。平面形は円形で、長ܘ 18DN、ਂさ 28DN、அ面形は 6 字状である。埋土は҉փ

৭೪土の୯૚である。遺物は出土していない。

c　溝

SD4009（ਤ൛ 19 〜 21・42）

12$17・18 にҐஔし、東側に 14008 が઀する。長さ 84DN、෯ 23DN、ਂさ 13DN、அ面形は半円

状である。埋土は҉փ৭೪土の୯૚である。遺物は出土していない。この溝は 14008 から延ͼているも

のとߟえられる。

2）古 代 の 遺 構

a　水　  田　  跡

上૚の調査は、࠭૚を主体とするᶝ૚をॏ機にΑり৻ॏに掘り下͛た後、ᶟ૚上面を遺構ݕ出面として

調査を行った。本年౓の調査ൣғは、す΂て水田跡であった。水田跡は小畦畔 5 条とͦれらに区画され

た水田区画 6 枚、水田跡に関࿈すると思われる性格不明遺構 1 基をݕ出した。·た、水田跡શҬにわたっ

てώトの足跡と思われる痕跡が認められた。調査ൣғのඪߴは、9�2 〜 9�5N で、ೆから北΁緩やかに܏

ࣼしている。水田跡に൐う࣮֬な遺物は小畦畔ᶅから出土した曲物底板のみである。水田跡の時期は奈良

時代である。なお、2007（平成 19）年౓調査ൣғと߹わせた水田跡の構଄౳については第ᶝষ A でふれ

ることとする。

ⅰ　小　畦　畔

小 畦 畔 ①（ਤ൛ 22 〜 24・43・44）

11%・E Ґஔするもので、2007（平成 19）年౓にݕ出した 10E 〜 11$ に形成された小畦畔（ਤ൛ 22）

にଓくものである。本年౓調査ൣғでは、௚線తに北北西−ೆೆ東ํ޲に形成されている。அ面形は୆形

状で、下୺の෯は 45 〜 55DN、水田面からのߴさは 5 〜 10DN で、北側がわͣかにߴい。小畦畔の૚Ґは、

し·りのڧいࠇ৭土の 1 ૚とᶟ૚のփ৭೪土を小ϒϩッΫ状に多くؚΉ҉փ৭೪土の 2 ૚に෼૚できる。
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小 畦 畔 ②（ਤ൛ 22 〜 24・43・44）

11・12% にҐஔするもので、௚線తに西−東ํ޲に形成されている。அ面形はހ状で、下୺の෯は 45

〜 60DN、水田面からのߴさは 7DN ほどである。૚Ґは小畦畔ᶃとಉ༷である。

小 畦 畔 ③（ਤ൛ 22 〜 24・43・44）

12$ にҐஔするもので、2007（平成 19）年౓にݕ出した 11# に形成された小畦畔（ਤ൛ 22）にଓくも

のである。本年౓調査ൣғでは、௚線తに北西−ೆ東ํ޲に形成されている。அ面形は୆形状で、下୺の

෯は 60 〜 70DN、水田面からのߴさは 3 〜 9DN で、北側がわͣかにߴい。小畦畔の૚Ґは 2 ૚に෼૚

でき、1 ૚がփԫ׊৭土で、植物遺体（第ᶚষ 6 が本小畦畔શ体で認めらگর。）がҙࣝతに敷かれた状ࢀ

れた。遺物は小畦畔中から曲物底板（ਤ൛ 25r16）が出土した。

小 畦 畔 ④（ਤ൛ 22 〜 24・41・44）

12・13# にҐஔするもので、北東部で小畦畔ᶇと߹ྲྀする。調査ൣғ಺では、௚線తにೆ西−北東ํ

状で、下୺の෯はހに形成されている。அ面形は޲ 45 〜 60DN、水田面からのߴさは 3 〜̕DN ほどで

ある。૚Ґは小畦畔ᶃとಉ༷である。

小 畦 畔 ⑤（ਤ൛ 22 〜 24・41・44）

12A#・13# にҐஔするもので、北西−ೆ東ํ޲に形成される。அ面形はೆ側がややߴい୆形状で、下

୺の෯は 50 〜 60DN、水田面からのߴさは北側で 4 〜 9DN ほどで、ೆ側がわͣかに௿い。小畦畔の૚

Ґは 2 ૚に෼૚でき、1 ૚がࠇ৭土で、୸化物を·ばらに、ԫ৭細ཻ࠭をے状にؚΉ。

ⅱ　区　　　画（ਤ൛ 22 〜 24・43）

区画としたが、調査ൣғがݶられているため֤区画の形態や面積は不明である。2007（平成 19）年౓

の調査ൣғ（ਤ൛ 22）とともにݟると、北西−ೆ東ํ޲の小畦畔にΑり大きく区画され、本年౓の調査

ൣғ಺で、西−東ํ޲の小畦畔にΑりೆ北に区画されるΑうである。水田面のඪߴは、小畦畔ᶃ以ೆが

9�34 〜 9�47N、小畦畔ᶃ−ᶄが 9�39 〜 9�45N、小畦畔ᶄ−ᶅが 9�33 〜 9�41N、小畦畔ᶅ−ᶆが 9�28

〜 9�36N、小畦畔ᶆ−ᶇが 9�26 〜 9�29N、小畦畔ᶇ以北は 9�18 〜 9�22N で、本調査ൣғ಺ではೆか

ら北΁緩やかにࣼ܏している。小畦畔ᶆ−ᶇの区画಺はೆ東۱が 3DN ほどۼんでいた。水田࡞ߞ土は基

本૚ংのᶟ૚とಉじで、小畦畔とಉ༷に上部がࠇ৭をఄするが、෼૚はできなかった。この水田࡞ߞ土に

は古墳時代から飛鳥時代の細かい土器ยが多くؚ·れていた。水田଄成時にこれらの土器ยをؚΉ土৕が

周辺から࣋ち込·れた可能性がある。·た、水田面には、小畦畔上をؚめώトの足跡が多く認められた。

ⅲ　性格不明遺構（ਤ൛ 21 〜 23）

12#18 〜 20・23 〜 25 にҐஔする。2006・2007（平成 18・19）年౓に調査された 4X3915 とಉ一

の遺構とߟえられる。แؚ૚（ᶟ૚上部）を掘࡟中にݕ出され、明֬な平面ϓランや掘り込みは֬認でき

なかった。·た、畦畔のਊࡐかと思われたが、西นのஅ面では֬認できなかった。細い木を東西ํ޲に 2

本୯Ґでฒ΂たΑうで、֤木はࢬがとられていて、ߌ状に加工されたものも認められた。2006・2007

年౓の調査では古墳時代の遺構とされたが、ݕ出૚Ґがᶟ૚上部であることやͦの૚が本年౓調査区では

水田࡞ߞ土であることから、奈良時代の遺構としたい。

4　遺　　　構
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5　遺　　　物

A　֓　　　ཁ

出土した遺物には、土器・石製品・木製品がある。遺物の年代は、古墳時代前期、飛鳥時代に·と·る。

出土ྔは平ശで 5 ശである。遺物の出土は、上૚の畦畔・水田࡞ߞ土とڞ௨するᶟ૚の上部と下૚の遺

構಺にほ΅ݶఆされる。出土土器のグリッド別఺਺は、北から 12A で 2 ఺、13A で 3 ఺、12# で 296 ఺、

13# で 84 ఺、12$ で 213 ఺、11% で 170 ఺、12% で 87 ఺、11E で 1128 ఺、11F で 33 ఺である。

北側に古墳時代、ೆ側に飛鳥時代の土器がやや目立つがはっきりとした෼布のҧいは認められなかった。

土器のഁยはいͣれも小さく、·た઀߹できるものはগなかった。

#　遺　物　֤　આ

1）古墳時代の遺物

a　土　　　器（ਤ൛ 25・45r1 〜 7）

ここでは、ᶟ૚出土の古墳時代の土師器についてઆ明する。す΂てഁยࢿྉのため、法ྔはਪఆ஋のも

のがほとんどである。·た、器面がຎ໣しているものが多く、調੔不明や൑然としないものが多い。଻土

にはཻ࠭を多くؚんでいる。出土Ґஔは、࣮ଌਤの報告番号のԣに（　）でࣔした。

1・2 はᙈで、ޱ縁部がʮくʯの字状で୺部がؙい。1 はܘޱ 20�2DN で、֎面がϤコφσ・ハέ、಺

面がϤコφσ・φσ調੔である。৭調はᒵ৭・׊փ৭をఄする。2 はܘޱ 13�4DN で、಺֎面ともϤコφ

σ・ハέ調੔である。৭調はにͿいᒵ৭・׊փ৭をఄする。3 〜 5 はᆵで、3・4 がޱ縁部、5 が底部で

ある。3 は長ᰍ広ޱᆵで、֎܏する୺部に面を࣋つ。ܘޱ 10�8DN で、಺面がハέ・φσ調੔である。৭

調はにͿいᒵ৭をఄする。4 はޱ縁部が୹い広ޱᆵで、୺部がؙい。ܘޱ 15�4DN で、֎面がϤコφσ・

ϛΨΩ、಺面がϤコφσ・φσ調੔である。৭調はにͿいᒵ৭をఄする。5 は底ܘ 10�2DN で、֎面がϛ

ΨΩ、಺面がハέ・ϛΨΩ調੔である。৭調はにͿいԫᒵ৭をఄする。6・7 はߴഋである。6 は٭部で、

֎面がハέ・ϛΨΩ、ഋ部಺面がφσ調੔で、٭部಺面にはྠ積痕が࢒る。৭調は׊ࠇ৭・にͿいᒵ৭を

ఄする。7 は௚線తに֎΁։くഋ部と、柱状中ۭで੄部が୹くʮハʯの字に։く٭部からなる器形である。

ܘޱ 14�0DN、੄部ܘ 7�9DN、器ߴ 13�7DN で、ഋ部֎面がϤコφσ・έズリ・ϛΨΩ、ಉ಺面がφσ、

。ΦαΤ、ಉ಺面がφσ調੔である。৭調はにͿいᒵ৭をఄするࢦ・部֎面がϛΨΩ٭

2）古 代 の 遺 物

a　土　　　器（ਤ൛ 25・45r8 〜 12）

ここでは、ᶟ૚出土の飛鳥時代の土師器についてઆ明する。なお、ᶚ૚、ᶝ〜ᶞ૚でも土器ยが͝くগ

ྔ出土しているが、ਤࣔできるものはなかった。古墳時代の土器とಉ༷に、す΂てഁยࢿྉのため、法ྔ

はਪఆ஋である。·た、器面がຎ໣しているものが多く、調੔不明のものが多い。଻土にはཻ࠭を多くؚ

んでいる。出土Ґஔは、࣮ଌਤの報告番号のԣに（　）でࣔした。

8 はᙈのޱ縁部〜体部である。ܘޱ 16�8DN で、֎面はޱ縁部がϤコφσ、体部がハέ、಺面がハέ・

φσ調੔である。৭調はにͿいԫᒵ৭をఄする。9 は平底のഋ਎で、ܘޱ 14�1DN、底ܘ 9�2DN、器ߴ 3�1DN

である。֎面はϤコφσ後ϛΨΩ調੔で、底部෇ۙに 2 本の௜線が८る。಺面はϛΨΩ調੔で、಺面と
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す。10ࢪ৭ॲཧをࠇ縁部֎面にޱ はുで、ܘޱ 13�7DN である。಺֎面ともハέ・φσ調੔である。৭

調はにͿいԫᒵ৭をఄする。11 はുで、ܘޱ 11�0DN である。֎面はޱ縁部がϤコφσ、体部がφσ、

಺面はޱ縁部がϤコφσ後ϛΨΩ、体部がϛΨΩ調੔で、಺面にࠇ৭ॲཧをࢪす。৭調は֎面がにͿいԫ

ᒵ৭である。12 はޱ縁部が大きく֎反する、ߴഋのഋ部である。ܘޱ 21�8DN で、֎面がϤコφσ・ϛ

ΨΩ、಺面がϛΨΩ調੔である。಺面とޱ縁部֎面にࠇ৭ॲཧをࢪす。体部֎面はにͿいᒵ৭をఄする。

b　石　  製　  品（ਤ൛ 25・45r13）

砥石 1 ఺のみで、12$21・ᶟ૚から出土している。྆୺はܽଛするが、長࣠に沿って 6 面の砥面が認

められる。したがって、ԣஅ面は 6 ֯形をఄする。砥面はいͣれも湾曲し、細かいࡲ痕がݟられることから、

Αく࢖い込·れている༷ࢠがうかがえる。砥石の大きさや砥面の෯から౛ࢠなどの小ܕのਕ物ྨの研ຏに

ଘ஋は長さݱ。えているߟしたものと༺࢖ 60�2NN、෯ 25�6NN、ްさ 24�6NN、ॏさ 42�1H をଌる。

。製ؠփڽ

c　木　  製　  品（ਤ൛ 25・45r14 〜 18）

ᶟ૚出土の 14・15、畦畔ᶅ出土の 16、14012 出土の 17、14005 出土の 18 を古代の木製品として

આ明する。14 はബ板状のものである。長さ 12�3DN、෯ 2�9DN、ްさ 0�4DN で、அ面形は୆形状をఄす

る。木औりはຝ目で、थ種はεΪである。15 は割ࡐをஅ面三֯形状に加工したߌとߟえられる。ݱଘ長

10�3DN、෯ 5�5DN、ްさ 3�6DN で、थ種はトωリコଐである。ઌ୺には୸化物が෇ணしていた。16 は

円形曲物の底板である。௚ܘ 18�4DN、ްさ 1�4DN、அ面形は長ํ形の板状で、縁辺部に޲けてやや細く

なっていく。木ఝは 2 か所で認められる。木औりはຝ目で、थ種はεΪである。2006・2007（平成 18・

19）年౓調査の報告書では円形曲物の底板が 34 ఺報告されており、௚ܘがܭଌ可能であった 20 ఺は 9

〜 19DN の間にあったことから、本ྫはͦの中で大きいํにೖる。17 は割ࡐを࢖༻し、下୺部を二面加

工にΑりややภったٯ三֯形に࢓上͛ている。ݱଘ長 42�4DN、෯ 22�8DN、ްさ 16DN で、थ種はトω

リコଐである。18 は割ࡐを࢖༻し、அ面を長ํ形状に࢓上͛たもので、下୺部は二面加工にΑりٯ三֯

形をఄする。ݱଘ長 25�2DN、෯ 22DN、ްさ 16�4DN で、थ種はトωリコଐである。遺構のݕ出૚Ґな

どから、16 が奈良時代、17・18 が飛鳥時代のものとߟえられる。

6　自 然 Պ ֶ ෼ ੳ

A　は　じ　め　に

延命寺遺跡Ⅱの発掘調査では、集落の縁辺部に奈良時代の畦畔を൐う水田跡、古墳時代や飛鳥時代の柱

根を൐うピットや土坑がݕ出された。本報告では、出土木ࡐ（柱根）の年代ଌఆ、出土木製品や柱根、畦

畔上から出土した植物遺体のथ種ಉఆ、水田૚からݕ出された種࣮のಉఆを行い、遺構の年代と、ੜ業を

஌る৘報のந出とݕ౼をࢼみた。

ྉ　　　ࢼ　#

年代ଌఆࢼྉは、14005 と 14012 から出土した柱根 2 ఺、थ種ಉఆࢼྉは、出土した曲物底板、板

状木製品、ߌ、柱根、畦畔上の植物など木 1 〜木 7 の 7 ఺である。種࣮ಉఆࢼྉは、ᶟ૚、水田૚など

6　自然Պֶ෼ੳ
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から水ચબ別された種 1 から種 10 の 10 ఺である。第 9 දにࢼྉ一ཡをࣔす。

$　์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ

1）ํ　　　法

ଌఆࢼྉの৘報、調製σーλは第 9 දのとおりである。ࢼྉは調製後、加଎器質ྔ෼ੳܭ（コンύΫト

A.4ɿ/E$ 製 1�54%)）を༻いてଌఆした。ಘられた 14$ ೱ౓についてಉҐ体෼別ޮՌのิਖ਼を行った後、

14$ 年代、暦年代をࢉ出した。

2）ଌ　ఆ　݁　Ռ

第 10 දにಉҐ体෼別ޮՌのิਖ਼に༻いる୸ૉಉҐ体ൺ（Ў 13$）、ಉҐ体෼別ޮՌのิਖ਼を行って暦年

ֱਖ਼に༻いた年代஋、׳༻にैって年代஋とࠩޡをؙめてදࣔした 14$ 年代、14$ 年代を暦年代にֱਖ਼し

た年代ൣғを、第 21 ਤに暦年ֱਖ਼݁Ռをͦれͧれࣔす。暦年ֱਖ਼に༻いた年代஋は年代஋、ࠩޡをؙめ

ていない஋であり、今後暦年ֱਖ਼曲線がߋ新されたࡍにこの年代஋を༻いて暦年ֱਖ਼を行うために記ࡌし

た。

14$ 年代の暦年ֱਖ਼には 0Y$BM3�10

（ֱਖ਼曲線σーλɿ*OU$BM09）を࢖༻した。

なお、1 М暦年代ൣғは、0Y$BM の

֬཰法を࢖༻してࢉ出された 14$ 年代

に相当するࠩޡ 68�2�৴པݶքの暦

ྉ名ࢼ ଌఆ /P�
（1E%r） Ў13$（̄） 暦年ֱਖ਼༻年代

（年 #1 ʶ 1М）

14$ 年代
（年 #1 ʶ 1М）

暦年代（西暦）
  1М 　　　　　2М

（68�2�֬཰）　（95�4�֬཰）

木 5 19633 r27�57 ʶ 0�14 1533 ʶ 19 1535 ʶ 20

A%440r450
（ 2�2�）

A%460r490
（14�5�）

A%530r570
（51�6�）

A%430r600
（95�4�）

木 6 19634 r27�54 ʶ 0�14 1505 ʶ 19 1505 ʶ 20 A%545r590
（68�2�）

A%530r620
（95�4�）

#1ɿ#FGPSF 1IZTJDT（1SFTFOU）ɼA%ɿ紀元後

第 10表　測定結果

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

300CalAD 400CalAD 500CalAD 600CalAD 700CalAD 800CalAD
Calibrated date

1300BP

1400BP

1500BP

1600BP

1700BP
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rm
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n

PED-19633 : 1533±19BP
68.2% probability

440AD ( 2.2%) 450AD
460AD (14.5%) 490AD
530AD (51.6%) 570AD

95.4% probability
430AD (95.4%) 600AD

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

300CalAD 400CalAD 500CalAD 600CalAD 700CalAD 800CalAD

Calibrated date

1300BP

1400BP

1500BP

1600BP

1700BP

R
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rm
in

at
io

n

PED-19634 : 1505±19BP
68.2% probability

545AD (68.2%) 590AD
95.4% probability

530AD (95.4%) 620AD

第 21図　暦年較正結果

第 9表　延命寺遺跡ᶘ　試料一覧

ྉ番号ࢼ 報告
番号

器種
・౳

木औり
・౳

出土Ґஔ
උߟ

遺構番号 ૚Ґ グリッド

年
代
測
定
・
樹
種
同
定

木 1 16 曲物底
板 ຝ目औり 小畦畔ᶅ 1 12 $ 13 　

木 2 14 板状
木製品 ຝ目औり 　 ᶟ 11 E 23 　

木 3 15 ߌ みかん割 　 ᶟ 11 % 25 　

木 4 　 ૈᐗ  ؙଠࡐ 4X3915 ᶟ 12 # 23 　

木 5 18 柱根 ؙଠࡐ 14005 　 12 $ 12 年代ଌఆ
ྉࢼ

木 6 17 柱根 ؙଠࡐ 14012 　 12 $ 9 年代ଌఆ
ྉࢼ

木 7 　 畦畔上
の植物 木ย状 小畦畔ᶅ 　 12 $ 8 ᶃ〜ᶅに

෼かれる

ྉ番号ࢼ 報告
番号

器種
・౳

木औり
・౳

出土Ґஔ
උߟ

遺構番号 ૚Ґ グリッド

種
実
同
定

種 1 　 　 　 　 ᶟ 11 % 10 　

種 2 　 　 　 　 ᶟ 11 % 15 　

種 3 　 　 　 　 ᶟ 12 E 5 　

種 4 　 　 　 　 ᶟ 12 # 15 　

種 5 　 　 　 　 ᶟ 12 # 20 　

種 6 　 　 　 　 ᶟ 12 $ 13 　

種 7 　 　 　 　 ᶟ 12 $ 23 　

種 8 　 　 　 小畦畔ᶅ 1 12 $ 　 　

種 9 　 　 　 小畦畔ᶄ 1 12 % 1 　

種 10 　 　 　 　 ᶟ 13 # 6 　
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年代ൣғであり、ಉ༷に 2 М暦年代ൣғは 95�4�৴པݶքの暦年代ൣғである。Χッコ಺のඦ෼཰の஋は、

ͦのൣғ಺に暦年代がೖる֬཰をҙຯする。グラフ中のॎ࣠上の曲線は 14$ 年代の֬཰෼布をࣔし、二ॏ

曲線は暦年ֱਖ਼曲線をࣔす。

3）所　　　ݟ

加଎器質ྔ෼ੳ法（A.4 法）にΑる์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆの݁Ռ、14005 から出土した柱根（木 5）で

は、1535 ʶ 20 年 #1（2 Мの暦年代で A%430 〜 600 年）、14012 から出土した柱根（木 6）では、1505

ʶ 20 年 #1（2 Мの暦年代で A%530 〜 620 年）の年代஋がಘられた。

%　थ　種　ಉ　ఆ

1）ํ　　　法

ํ法は、Χϛιリを༻いてࢼྉの新઱なԣஅ面（木ޱとಉٛ）、์ ࣹஅ面（ຝ目とಉٛ）、઀線அ面（板目とಉٛ）

の基本三அ面の੾ยを࡞製し、ੜ物ݦඍڸにΑって 40 〜 1000 ഒで࡯؍した。ಉఆは、ղ๤ֶత形質ٴ

ͼݱੜඪ本とのରൺにΑって行った。

2）݁　　　Ռ

第 11 දに݁Ռをࣔし、以下に記ࡌを行う。木 10 の畦畔上の植物は、ෳ਺఺ؚ·れていたので、ࢬ番

号ᶃ〜ᶅを෇してࣔした。主ཁな෼ྨ܈のݦඍࣸڸਅを第 22・23 ਤにࣔした。

・εΪ　Cryptomeria japonica %�%PO　εΪՊ　ɿ木 1、木 2　　ࣸਅ 1

Ծ道؅、थࢷ細๔おΑͼ์ࣹॊ細๔から構成される針葉थࡐである。

ԣஅ面ɿૣࡐから൩ࡐ΁のҠ行はややٸで、൩ࡐ部の෯がൺֱత広い。थࢷ細๔がݟられる。

์ࣹஅ面ɿ์ࣹॊ細๔の෼野น޸はయܕతなεΪܕで、1 ෼野に 2 。ଘ在するものがほとんどであるݸ

઀線அ面ɿ์ࣹ૊৫は୯ྻのಉ性์ࣹ૊৫ܕで、1 〜 13 細๔͙ߴらいである。थࢷ細๔がଘ在する。

以上の形質からεΪにಉఆされる。εΪは本भ、࢛国、۝भ、԰ٱౡに෼布する。日本特࢈のৗ྘ߴ木

で、ߴさ 40N、ܘ 2N にୡする。ࡐはややܰೈであるがڧਟで、広く༻いられる。

・χϨଐ　Ulmus　χϨՊ　　ɿ木 4　　ࣸਅ 2

ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに中ܕから大ܕの道؅が഑ྻする環ࡐ޸である。ݍ޸部֎の小道؅は多਺ෳ߹し

て、Ֆଋ状、ࣼ線状にൺֱత規ଇతに഑ྻする。ૣࡐから൩ࡐにかけて道؅のܘはややٸにݮগする。

์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、小道؅の಺นにはらせんංްがଘ在する。์ࣹ૊৫はಉ性で、平෬

細๔からなる。

ྉ番号ࢼ 報告番号 機種・౳ 木औり౳
出土Ґஔ ݁　Ռ

遺構番号 ૚Ґ グリッド 和名 ֶ名

木 1 16 曲物底板 ຝ目औり 小畦畔ᶅ 1 12 $ 13 εΪ Cryptomeria japonica %�%PO

木 2 14 板状木製品 ຝ目औり 　 ᶟ 11 E 23 εΪ Cryptomeria japonica %�%PO

木 3 15 ߌ みかん割 　 ᶟ 11 % 25 トωリコଐ Fraxinus　

木 4 　 ૈᐗ  ؙଠࡐ 4X3915 ᶟ 12 # 23 χϨଐ Ulmus

木 5 18 柱根 ؙଠࡐ 14005 　 12 $ 12 トωリコଐ Fraxinus　

木 6 17 柱根 ؙଠࡐ 14012 　 12 $ 9 トωリコଐ Fraxinus　

木 7r ᶃ

木 7r ᶄ

木 7r ᶅ

畦畔上の植物 木ย状 小畦畔ᶅ
　
　 12 $ 8

環ࡐ޸（ϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐな
どのつる性木本）

3JOHrQPQPVT XPPE

EJGGVTFrQPSPVT XPPE

EJGGVTFrQPSPVT XPPE
散ࡐ޸（εϊΩଐ、ππδଐ、Ψ
Ϛズϛଐなど）

第 11表　延命寺遺跡ᶘ　樹種同定結果

6　自然Պֶ෼ੳ
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第 22図　延命寺遺跡ᶘの木材（1）

1.  木1　曲物底板　スギ

3.  木5　柱根　トネリコ属

2.  木4　ニレ属

:0.2mm横断面 :0.05mm放射断面 :0.2mm接線断面

:0.5mm横断面 :0.2mm放射断面 :0.2mm接線断面

:0.5mm横断面 :0.2mm放射断面 :0.2mm接線断面
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第 23図　延命寺遺跡ᶘの木材（2）

4.  木6　柱根　トネリコ属

6.  木7-②　畦畔上の植物　散孔材

5.  木7-①　畦畔上の植物　環孔材

:0.5mm横断面 :0.2mm放射断面 :0.2mm接線断面

:0.5mm横断面 :0.2mm放射断面 :0.5mm接線断面

:0.2mm横断面 :0.1mm放射断面 :0.2mm接線断面

6　自然Պֶ෼ੳ
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઀線அ面ɿ์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで、1 〜 5 細๔෯͙らいである。

以上の形質からχϨଐにಉఆされる。χϨଐにはハϧχϨ、Φώϣ΢などがあり、北ւ道、本भ、࢛国、

۝भ、ԭೄに෼布する落葉のߴ木である。ࡐは器۩ྨなどに༻いられる。

・トωリコଐ　Fraxinus　ϞΫηイՊ　　ɿ木 3、木 5、木 6　　ࣸਅ 3・4

ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに、大ܕでްนのؙい道؅が、ほ΅୯ಠで਺ྻ഑ྻする環ࡐ޸である。ݍ޸部֎

では、小ܕで·るいްนの道؅が、୯ಠあるいは์ࣹํ޲に 2 〜 3 ࡐから൩ࡐૣ。ෳ߹して散在するݸ

にかけて道؅のܘはܹٸにݮগする。࣠ํ޲ॊ細๔はૣࡐ部で周ғ状、൩ࡐ部では周ғ状からཌྷ状である。

์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸である。์ࣹ૊৫はಉ性である。

઀線அ面ɿ์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで、1 〜 3 細๔෯である。

以上の形質からトωリコଐにಉఆされる。トωリコଐにはϠνμϞ、トωリコ、ΞΦμϞ、シΦδなど

があり、北ւ道、本भ、࢛国、۝भに෼布する落葉·たはৗ྘のߴ木である。ࡐはᯰڧでߗݎであり、建

ஙなど広く༻いられる。なお本ࢼྉは道ܘ؅が 300 Жを௒えるものが多くଘ在することから、ϠνμϞ、

シΦδのいͣれかとߟえられる。

・環ࡐ޸　SJOHrQPQPVT XPPE　（ϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐなどのつる性木本）　木 7r ᶃ　　ࣸਅ 5

ԣஅ面ɿ大ܕの道؅が年ྠのはじめに഑ྻするし、ૣࡐから൩ࡐにかけて道؅のܘは緩やかにݮগする。

์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、์ࣹ૊৫は異性である。

઀線அ面ɿ์ࣹ૊৫は異性์ࣹ૊৫ܕで、多ྻ෯でߴさ 3NN を௒える大ܕのものがଘ在する。

以上の形質からϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐなどのつる性のथ種にྨࣅするが、ࢼྉの保ଘ状態がѱく、広ൣ

ғの࡯؍がࠔ೉であり、環ࡐ޸のಉఆにとど·る。

・散ࡐ޸　EJGGVTFrQPSPVT XPPE　（εϊΩଐ、ππδଐ、ΨϚズϛଐなど）　ɿ木 7r ᶄᶅࣸਅ 6

ԣஅ面ɿ小ܕで֯ுった道؅が散在する。

์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は֊ஈઠ޸板からなる多޸ઠ޸で、֊ஈの਺が 30 本前後のものがଘ在する。道

؅の಺นにはらせんංްがଘ在する。์ࣹ૊৫は異性である。

઀線அ面ɿ์ ࣹ૊৫は異性์ࣹ૊৫ܕで、1 〜 3 細๔෯である。道؅の಺นにはらせんංްがଘ在する。

以上の形質からεϊΩଐ、ππδଐ、ΨϚズϛଐなどのथ種にྨࣅするが、ࢼྉの保ଘ状態がѱく、広

ൣғの࡯؍がࠔ೉であり、散ࡐ޸のಉఆにとど·る。

3）ಉఆされたथ種の特௃と࡯ߟ

ಉఆの݁Ռ、木 1（曲物底板）、木 2（板状木製品）はεΪ、木 4（ؙଠࡐ）はχϨଐ、木 木、（ߌ）3 5（柱

根）、木 6（柱根）はトωリコଐ、木 7r ᶃ（畦畔上の植物）は環ࡐ޸（ϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐなどのつる性木本）、

木 7r ᶄᶅ（畦畔上の植物）は散ࡐ޸（εϊΩଐ、ππδଐ、ΨϚズϛଐなど）であった。εΪは曲物底板、板

状木製品に࢖༻されているが、古墳時代以߱は板ࡐにΑく࢖われるࡐであり、加工工࡞が༰қな上、大き

なࡐがとれる良ࡐである。χϨଐは種ྨにΑりࡐ質が異なる。トωリコଐは、ߌ、柱根に࢖༻されており、

֓してڧਟでߗݎなࡐである。

これらのथ種の෼布では、εΪは積ઇ地ଳや多Ӎ地ଳで७ྛを形成するৗ྘ߴ木であり、トωリコଐは

୔沿いなどの࣪原や水࣪のある௿地にੜ育する主に落葉ߴ木である。これら 2 種ྨは本遺跡周辺にൺֱ

త多かった৿ྛཁૉとみなされる。χϨଐは種ྨにΑり多༷に෼布する。いͣれのथ種も本遺跡の周ғや

周辺地Ҭに෼布するथ木である。
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木 7 の畦畔上の植物遺体は、環ࡐ޸（ϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐなどのつる性木本）と散ࡐ޸（εϊΩଐ、ππδ

ଐ、ΨϚズϛଐなど）であり、つる性木本ないし௿木である。畦畔上にੜ育していたともߟえられるが、木

ย状で保ଘがѱく、畦畔のิڧに༻いられた可能性もߟえられる。

E　種　࣮　ಉ　ఆ

1）ํ　　　法

ํ法は、ࢼྉを೑ٴ؟ͼ૒࣮؟体ݦඍڸで࡯؍し、形態త特௃ٴͼݱੜඪ本をߟࢀにしてಉఆを行った。

෼ྨはಉఆϨϕϧにΑってՊ、ଐ、種の֊ڃでࣔした。

2）݁　　　Ռ

थ木 3 ෼ྨ܈がಉఆされ、ֶ名、和名お

Αͼཻ਺を第 12 දに、主ཁな෼ྨ܈のࣸ

ਅを第 24 ਤにࣔした。以下に形態త特௃

の記ࡌを行い、ࣸਅにࣔしたもののαイズ

を第 13 දにࣔす。

・Φχグϧϛ　Juglans  ailanthifolia  $BSS�

　֩　ΫϧϛՊ　ɿ種 2（ᶟ૚）ഁย 2、

種 5（ᶟ૚）ഁย 1、種 7（ᶟ૚）2、種 8（小

畦畔ᶅ）1、種 9（小畦畔ᶄ）ഁย 2、種 10（ᶟ

૚）ഁย 1

஡׊৭で円形〜ପ円形をఄし、一୺がとがる。側面にはॎ

に૸る一本の๓߹線がめ͙る。ද面શ体に不規ଇなོىがあ

る。ᴩྨࣃのᄐみ痕がݟられた。

・ϞϞ　Prunus  persica  #BUTDI　֩　όラՊ　ɿ種 1（ᶟ૚）1、種 4（ᶟ૚）1、

ԫ׊৭〜׊ࠇ৭でପ円形をఄし、側面に๓߹線が発ୡする。ද面にはϞϞ特༗のོىがある。ᴩྨࣃの

ᄐみ痕がݟられた。

・ϠϒπόΩ　Camellia  japonica  L�　༮Ռ　πόΩՊ　ɿ種 3（ᶟ૚）1

༮Ռはࠇ৭でٿ形をఄす。ද面はややૈい。

3）出土種࣮の特௃と࡯ߟ

ಉఆの݁Ռ、種 2（ᶟ૚）、種 5（ᶟ૚）、種 7（ᶟ૚）、種 8（小畦畔ᶅ）、種 9（小畦畔ᶄ）、種 10（ᶟ૚）

はΦχグϧϛ֩、種 1（ᶟ૚）、種 4（ᶟ૚）はϞϞ֩、種 3（ᶟ૚）はϠϒπόΩ༮Ռであった。Φχグϧ

ϛは୔沿いなどのద५地にੜ育し、৯༻となる༗༻植物でもある。ϞϞは৯༻となり、いͣれも大ܕՌ࣮

の遺体であり、大ܕのものがબ別されたとݟられる。Φχグϧϛはྲྀ路沿いや࣪地など水ࡍにੜ育するߴ

木で、ϞϞは࠿ഓ植物である。これらは৯༻とされた࢒ᕥとਪఆされる。ଞに、Φχグϧϛは׬形の֩が

ありར༻されていないものもあり、周ғや水田૚の下部に࣪地が෼布する৔߹、ͦこに༝དྷする可能性も

えられる。ஆԹଳに෼布するর葉थྛのߟえられる。ϠϒπόΩは༮Ռであり、周ғにੜ育していたとߟ

構成ཁૉであり、ւ؛からՏ઒の沿؛に多く、ややԹஆな環境がࣔࠦされる。

ྉࢼ
番号

出土Ґஔ ෼ྨ܈
部Ґ 個

数遺構番号 ૚Ґ グリッド ֶ名 和名

種 1 ᶟ 11 % 10 Prunus  persica  #BUTDI ϞϞ ֩ˎ 1

種 2 ᶟ 11 % 15 Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ย 2

種 3 ᶟ 12 E 5 Camellia  japonica  L� ϠϒπόΩ ༮Ռ 1

種 4 ᶟ 12 # 15 Prunus  persica  #BUTDI ϞϞ ֩ 1

種 5 ᶟ 12 # 20 Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ย 1

種 6 ᶟ 12 $ 13 Prunus  persica  #BUTDI ϞϞ ֩ˎ 1

種 7 ᶟ 12 $ 23 Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ˎ 2

種 8 小畦畔ᶅ 1 12 $ Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ 1

種 9 小畦畔ᶄ 1 12 % 1 Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ย 2

種 10 ᶟ 13 # 6 Juglans  ailanthifolia  $BSS Φχグϧϛ ֩ย 1

ˎᴩྨࣃのᴩり痕༗り

第 12表　延命寺遺跡ᶘ　種実同定結果

Φχグϧϛ֩ ϞϞ֩

ྉࢼ 長さ
（NN）

෯
（NN）

ްさ
（NN） ྉࢼ 長さ

（NN）
෯

（NN）
ްさ

（NN）

種 7
30�03 28�05 32�54 種 1 18�54 16�39 14�37 

29�49 ʕ 24�92 種 4 25�02 19�66 16�19 

種 8 30�05 ʕ 24�19 種 6 24�90 18�34 15�50 

第 13表　延命寺遺跡ᶘ　種実計測値

6　自然Պֶ෼ੳ
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F　·　  と　  め

延命寺遺跡Ⅱでは、集落の縁辺部の畦畔を൐う奈良時代の水田跡や柱根を൐う古墳時代や飛鳥時代の

ピットなどから出土・ݕ出された木質遺物の年代ଌఆ、थ種ಉఆٴͼ種࣮ಉఆを行った。木質遺物の年代

஋は、木 5（14005 から出土した柱根）は、1535 ʶ 20 年 #1（2 Мの暦年代で A%430 〜 600 年）、木 6（14012

から出土した柱根）は、1505 ʶ 20 年 #1（2 Мの暦年代で A%530 〜 620 年）であった。ͦれͧれのथ種は、

木 1（曲物底板）、木 2（板状木製品）はεΪ、木 4（ؙଠࡐ）はχϨଐ、木 木、（ߌ）3 5（柱根）、木 6（柱根）

はトωリコଐ、木 7r ᶃ（畦畔上の植物）は環ࡐ޸（ϒド΢ଐ、ϊϒド΢ଐなどのつる性木本）、木 7r ᶄᶅ（畦

畔上の植物）は散ࡐ޸（εϊΩଐ、ππδଐ、ΨϚズϛଐなど）で、いͣれのथ種も本遺跡の周ғや周辺地Ҭ

に෼布するथ種であった。特にトωリコଐはߗݎな木ࡐであり、柱ࡐにదする༻ࡐである。木 7 の畦畔

上の植物遺体は、つる性木本ないし௿木であり、畦畔上にੜ育していたほかに、木ย状で保ଘがѱいこと

から畦畔のิڧに༻いられた木質である可能性もߟえられた。種࣮では、種 2（ᶟ૚）、種 5（ᶟ૚）、種 7（ᶟ૚）、

種 8（畦畔ᶅ）、種 9（畦畔ᶅ）、種 10（ᶟ૚）はΦχグϧϛ֩、種 1（ᶟ૚）、種 4（ᶟ૚）はϞϞ֩、種 3（ᶟ૚）

はϠϒπόΩ༮Ռであった。Φχグϧϛや࠿ഓ植物であるϞϞは৯༻とされた࢒ᕥとਪఆされたが、Φχ

グϧϛは׬形の֩もあり、周ғや下部の࣪地౳にੜ育していたものである可能性もߟえられた。র葉थで

あるϠϒπόΩは༮Ռであるため、ۙྡでのੜ育がߟえられ、当時はややԹஆな環境がࣔࠦされた。

第 24図　延命寺遺跡ᶘの種実
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7　·　  と　  め

A　遺構・遺物からݟた遺跡のҐஔ෇け

第ᶗষ #2）でふれたΑうに、2006・2007（平成 18・19）年౓の調査では、7 世紀、8 世紀の多༷な遺構、

遺物を๛෋にݕ出し、وॏな調査成Ռとなった。本年౓の調査ൣғは、2006・2007 年౓調査ൣғの東

側にҐஔしている。集落の中৺となる建物܈から֎れていく৔所を調査することとなったが、下૚、上૚

とも遺跡の東΁の広がりを֬認できた。

下૚の調査では、土坑 1 基、ピット 10 基、溝 1 条をݕ出した。遺構の෼布は調査区中央からやや北د

りの 12$ に集中していた。ͦ のうち 14005 と 14012 には柱根が࢒っていた。この 2 基の柱݀間は 3N で、

ಉ一の建物を構成していた৔߹、2007 年౓に調査された、飛鳥時代の 4#010（ਤ൛ 1r8・9$%）とಉ規

模の建物であった可能性がある。4#010 は周溝を࣋つ建物で、ܻ行 4 間、ྊ行 2 間で、ํҐは北西−ೆ

東ํ޲をࢦしている。14005・14012 がྊ行であった৔߹、柱݀間の長さとํҐがほ΅一கすることに

なる。4#010 とҐஔもۙいことから、飛鳥時代の建物の柱݀であった可能性がある。

上૚の調査では、水田跡をݕ出した。2007 年౓と 2011 年౓の調査ൣғを߹わせて、水田区画ᶃ〜ᶇ

を設ఆし（第 25 ਤ）、एׯの࡯ߟを行いたい。区画ᶃは෯ 7 〜 8N、長さ 30N 以上の区画で、北西（ඪߴ 9�6N）

からೆ西（ඪߴ 9�3N）に緩やかにࣼ܏している。西に平行する大畦畔の側溝からऔ水したΑうである。区

画ᶄは෯ 5 〜 8N、長さ 23N 以上の区画で、北西（ඪߴ 9�6N）からೆ東（ඪߴ 9�3N）に緩やかにࣼ܏し

7　·　と　め
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ている。区画ᶃから水ޱを௨しऔ水したΑうである。区画ᶅは෯ 8N、長さ 10N 以上の区画で、ඪߴは 9�4N

である。区画ᶆは෯ 10 〜 12N、長さ 9N 以上の区画で、北西（ඪߴ 9�5N）からೆ東（ඪߴ 9�3N）に緩

やかにࣼ܏している。区画ᶄから水ޱを௨しऔ水したΑうである。区画ᶇは෯ 10 〜 11N、長さ 10N 以

上で、ඪߴは 9�3 〜 9�4N である。以上から地形తにはೆから北΁は͝く緩やかに、北西からೆ東΁は緩

やかにࣼ܏していることがわかる。֤区画の形態は、෯ 10N 前後、長さ 10 〜 30N 以上の湾曲する区

画で、ख元のࢿྉはݶられるが、当時の一般తな形態ではないΑうである。長岡市（چ和ౡ村）໳新遺跡

からは、古墳時代の෯ 2 〜 3N、長さ 40N ほどの水田区画が 13 枚ݕ出された。ʮ本དྷ௚行する畔もଘ在

するはͣであるがශऑなものであったのか、本遺跡では֬認されなかったʯʦؙ山 2005ʧとされた。工

ָળ௨ࢯにΑれば、ॎํ޲の小畦畔のみのものは、ԣํ޲の小畦畔࡞りを行う௚前の状گとཧղされてい

るʦ工ָ 1991ʧ。本遺跡ݕ出ྫのΑうな細長い区画が当時の水田の一形態であったのか、あるいはԣํ

。をଓけたい౼ݕであったのかは、今後もྨྫにあたりگに区画する௚前の状޲

水田࡞ߞに関࿈する遺物は、今ճの調査では出土しなかったが、2006・2007 年౓の調査で܃਎（第

25 ਤ 1）・田下ବ（ಉ 2・3）などが、西にྡ઀する三֯田遺跡からは 2004（平成 16）年౓の調査で、మ

のฑ（ಉח 4）が出土した。2 はʮ大足ʯの足板の可能性がある。3 は足をࡌせる 6 字状の࿮があり、ຽ

۩のʮφンόʯにࣅている。周辺では෱ౡ県会津एদ市໳田条ཬ੍跡（9 〜 10 世紀）ʦ平野ほか 1990ʧで

形態のΑくࣅたものが出土しているほか、ԣ長のものとしては上越市࡚֟区新保遺跡（15 世紀）ʦ石઒ほか

2001ʧ、新潟市ೆ区അ৔԰敷下૚遺跡（13 〜 14 世紀）ʦԕ౻ 1984ʧ出土ྫなどがある。ຽ۩のʮφンόʯは、

昭和時代前半·で、੩岡県ුౡϲ原地Ҭなど東ւ〜関東地ํではํ形状やԣ長のものをਂ田のҴמりなど

に、෱ౡ県ழබ代地Ҭではԣ長のものを田植え前の代౿みに࢖༻していたʦࠤʑ木 1994ʧ。延命寺遺跡

出土のものは۱ؙํ形状であり、ຽ۩ྫにরらせばҴמり༻の田下ବとݴえͦうである。2006・2007

年౓調査ൣғでの水田跡の自然Պֶ෼ੳでは、イωଐの植物ࢎܔ体のؚྔがطଘの調査にൺ΂下ճってい

第 25図　延命寺遺跡　水田跡概念図（左）と出土した主な木製農具（右）
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たという。ॎ長の区画が特௃తな本水田が、ԣํ޲の小畦畔࡞りを行う௚前の状ͩگった可能性や、Ҵמ

りに関係しͦうな田下ବ、חฑの出土、ͦしてイωଐの植物ࢎܔ体がൺֱతগなかったことなどから、ߑ

水にΑり埋຅した時期はҴの収֭後から田植え前の時期であった可能性がある。

土器は、古墳時代前期後半と飛鳥時代の土師器がগྔ出土した（ਤ൛ 25）。古墳時代前期後半の土器は、

઒村浩࢘ࢯにΑる上越市関઒ӈ؛下ྲྀҬ編年の 5 〜 7 ஈ֊ʦ઒村 2000ʧࠒにҐஔ෇けられる。このஈ֊

の本遺跡周辺の主な遺跡としては、上越市津倉田遺跡ʦ࡫ᖒほか 1999ʧ・ಉ前田遺跡ʦ小ౡ・ୌ୔ 2003ʧ 

・ಉ下割遺跡ʦ山࡚ほか 2004ʧなどがある。飛鳥時代の土器は、2006・2007 年౓の調査で、୦݀建物・

平地建物・掘立柱建物などから土師器・須恵器が多く出土している。報告書ではಃ༢編年の T,209 、式期ܕ

य़日ਅ࣮ࢯの編年ᶗ 1 期ʦय़日 2006ʧ、年代にすると 7 世紀前半の土器とされた。上越市಺では、一೭

遺跡ʦླ木・य़日ޱ 1994ʧ・山ാ遺跡ʦ小ౡ 1979ʧ・ߥ町ೆ新田遺跡ʦ金಺ほか 2010ʧ・北新田遺跡ʦ金

಺ほか 2008ʧ・津倉田遺跡ʦ࡫ᖒほか 1999ʧで 7 世紀代の土器がやや·と·って出土している。本年౓の

調査で出土した、9 のΑうな಺面ࠇ৭ॲཧされたઙ਎で平底のഋ਎は、2006・2007 年౓の調査ではഋ # ྨ、

ಉ $ ྨとして 10 ఺報告されている。周辺では一೭ޱ遺跡で 1 ఺、津倉田遺跡で 8 ఺ほど報告されている。

य़日ࢯの࿦ߟʦय़日 2006ʧでは、ഋ A3 ྨ、ಉ A5 ྨと෼ྨされるもので、ᶗ 3 期ࠒが主体となるΑう

である。延命寺遺跡で಺面ࠇ৭ॲཧされた平底のഋ਎が多いことは、遺跡の性格にΑるものなのか、ある

時期をࣔすࢦඪとなるものなのか、今後の事ྫの௥加を଴ちたい。

以上のΑうに、2006・2007 年౓の๛෋な調査成Ռ΁の௥加、ิ足తな࡯ߟがほとんどできなかった。

当時の༗ྗな集落であったという遺跡શ体の性格、遺構では周溝෇き建物や水田跡など、遺物では 7 世

紀の土師器、須恵器、8 世紀の木؆やࡇ᛾۩、೶۩といった木製品など今後もݕ౼がଓけられることが๬

·れる。

7　·　と　め
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二反割遺跡

1　二反割遺跡は、新潟県上越市三和区大字岡木字二反割 1,013 番地ほかに所在する。遺跡は൧田઒ӈ؛

の自然అ๷上に立地し、調査前のگݱはਿྛである。ඪߴは 15N をଌる。

2　発掘調査は一般国道 253 号上越三和道路の建設に൐い、2011（平成 23）年 6 月 27 日〜 9 月 15 日

にかけて࣮ࢪした。調査面積は、2,700N2 である。

3　調査の݁Ռ、古墳時代（5 〜 6 世紀）、中世（12 世紀）の遺構・遺物をݕ出した。このほかに古代（8 〜

9 世紀）の土器がগྔ出土した。

4　古墳時代の遺構は、土坑 1 基と土器をやや多くؚΉ自然の落ち込み 2 か所である。土器は中期〜後期

の土師器、後期の須恵器である。遺構・遺物はともに調査区の北西部に෼布がݶఆされ、調査区֎に延

ͼる。遺構・遺物から古墳時代の集落の縁辺部とߟえられ、本遺跡のೆ東 1LN にҐஔするҴ原大野古

墳5）܈ 世紀後半〜 6 世紀前半）とԿらかの関係があったものと思われる。

5　中世の遺構は掘立柱建物 10 棟、井戸 5 基、土坑 8 基、溝 2 条、性格不明遺構 1 基をݕ出した。これ

らの時期は 12 世紀代で、掘立柱建物のॏෳ関係から 2 ճの建てସえ·たは 3 期に෼かれる。·た掘立

柱建物の規模や柱݀഑ஔ、柱݀の規模や柱痕の༗ແから֊૚ࠩ（༗ྗ者のଘ在）や༻్（倉庫のଘ在）な

どがਪఆできる。集落を構成する遺構は、規模の異なる建物、倉庫、井戸、土坑を基本とし、これを大

規模な堀（溝）で಺と֎を区画する中世集落の 1 形態が明らかとなった。遺物は珠洲焼、白磁、土師質

土器のほか、土師質土器を円盤状に加工した土製品、敲石、砥石が出土した。珠洲焼はす΂て珠洲編年

ᶗ期にݶఆでき、ほかの遺物も 12 世紀代に相当する。

延命寺遺跡ᶘ

1　延命寺遺跡は、新潟県上越市大字下野田字延命寺（市道諏訪上野田線下）に所在する。遺跡はॏ઒؛ࠨ

のԭ積地に立地し、調査前のگݱは道路である。ඪߴは 11N をଌる。

2　発掘調査は一般国道 253 号上越三和道路の建設に൐い、2011（平成 23）年 7 月 25 日〜 9 月 15 日

にかけて࣮ࢪした。2006・2007（平成 18・19）に࣮ࢪした発掘調査の第 2 次調査で、調査面積は

800N2 である。

3　調査の݁Ռ、2 ૚の遺構ݕ出面が明らかとなった。下૚が古墳時代前期と飛鳥時代、上૚が奈良時代

である。

4　下૚の調査では土坑 1 基、ピット 10 基、溝 1 条をݕ出した。ピット 10 基のうち、2 基には柱根が࢒り、

2006・2007 年౓の調査݁Ռにরらし߹わせると飛鳥時代の掘立柱建物の可能性がある。遺物は古墳

時代前期と飛鳥時代に·と·る。古墳時代の遺物はᙈ、ᆵߴ、 ഋなどの土師器が、飛鳥時代の遺物はᙈ、

ഋ਎、ു、ߴഋなどの土師器や柱根、砥石などが出土している。遺構・遺物から飛鳥時代では集落の縁

辺部とਪఆされる。

5　上૚の調査では水田跡をݕ出した。2006・2007 年౓の調査でݕ出された畦畔に࿈ଓするものであり、

水田区画が復元できた。区画は෯ 10N 前後、長さ 10 〜 30N 以上をଌり、地形に沿って緩やかに湾

曲する細長い形態である。遺物は畦畔中から曲物底板、畦畔上にҙࣝతに敷かれた植物遺体（環ࡐ޸、

散ࡐ޸）が出土した。·た水田跡のいたるとこΖから人の足跡と思われる痕跡が認められた。遺構・遺

物から奈良時代の集落の周辺に広がる水田跡である。
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17 円形 ࿙ే状 51 46 60 14�23 ˓ 20

6 ପ円形 6 字状 58 49 62 14�24 ˓ 16

7 円形 ശ状 45 42 54 14�28 ˓ 14

8 円形 6 字状 47 39 48 14�30 ˓ 15

9 ପ円形 ୆形状 59 46 57 14�33 ˓ 23

55 円形 6 字状 （56） r 55 14�38 ʷ r

19 円形 6 字状 56 48 66 14�15 ˓ 22

36 ପ円形 ୆形状 80 52 46 14�33 ˓ 19

54 円形 ֊ஈ状 57 r 36 14�27 ˓ 13

56 ପ円形 6 字状 65 59 （32） 14�44 ʷ r

59 円形 6 字状 （57） r 80 14�00 ˓ 18 157 に੾られる

5 円形 半円状 66 64 39 14�44 ˓ 17

10 ପ円形 ࿙ే状 （59） 59 78 14�08 ˓ 20 134 に੾られる

21 円形 6 字状 49 r 40 14�41 ˓ 19

4 ପ円形 6 字状 46 36 56 14�46 ˓ 16

SB122
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

7$ 4 間（7�5N） 2 間（4�2N） /r85°r8 31�5㎡ 側柱建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

15 円形 7 字状 30 26 56 14�23 ˓ 15

74 円形 6 字状 32 28 31 14�49 ˓ 13

76 円形 6 字状 30 28 56 14�33 ˓ 13

78 円形 6 字状 30 29 51 14�21 ʷ r

38 ପ円形 6 字状 40 26 31 14�54 ˓ 11

52 円形 6 字状 32 r 90 13�87 ʷ r

53 円形 半円状 32 28 13 14�69 ˓ 7

56 ପ円形 6 字状 65 58 （32） 14�44 ʷ r

57 円形 6 字状 41 33 40 14�24 ʷ r 159 を੾る

75 円形 6 字状 26 r 14�50 ˓ 12

SB123
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

7$ 2 間（4�1N） 2 間（3�7N） /r84°r8 15�2㎡ ૯柱建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

35 円形 6 字状 41 38 55 14�06 ˓ 15

31 円形 半円状 24 22 18 14�66 ʷ

32 円形 ശ状 25 r 23 14�51 ʷ

73 円形 7 字状 25 23 34 14�51 ʷ

51 円形 7 字状 36 r 26 14�66 ʷ

34 ପ円形 6 字状 （64） 59 93 13�93 ˓ 16 110 を੾る

33 円形 6 字状 24 22 28 14�60 ˓ 13

SB124
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

5F 2 間（3�3N） 1 間（1�8N） /r9°r8 5�9㎡ 側柱建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

113 円形 6 字状 28 22 42 14�03 ʷ

115 円形 ࿙ే状 31 28 24 14�33 ʷ

116 円形 6 字状 20 r 50 14�07 ʷ

114 円形 6 字状 22 21 38 14�10 ʷ

112 円形 6 字状 22 20 34 14�17 ʷ

SB125
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

5E・% 2 間（3�8N） 2 間（3�1N） /r82°rE 11�8㎡ ૯柱建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

29 円形 ୆形状 20 r 46 14�14 ʷ

28 円形 半円状 20 18 10 14�50 ʷ

27 円形 ശ状 27 22 34 14�14 ʷ

26 円形 半円状 18 14 6 14�54 ʷ

25 円形 6 字状 20 17 46 14�14 ʷ

20 円形 6 字状 20 17 17 14�43 ʷ

24 円形 6 字状 22 18 68 13�92 ʷ

41 円形 6 字状 30 24 16 14�44 ʷ

ද　࡯　؍

二反割遺跡　遺構観察表

遺構名 グリッド 平面形 அ面形 長࣠（DN） ୹࣠（DN） ਂさ（DN） උߟ

108 1E15・20 ପ円形 状ހ 124 86 14

古墳時代
　土坑（SK）

中　世
　掘立柱建物（SB）
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SB126
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

4% 3 間（5�0N） 2 間（2�4N）　 /r3°rE 12�0㎡ 二面൳෇建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

61 円形 6 字状 21 20 16 14�34 ʷ

62 円形 6 字状 20 r 18 14�32 ʷ

63 円形 半円状 19 r 12 14�41 ʷ

64 円形 6 字状 23 r 11 14�39 ʷ

50 円形 6 字状 21 20 41 14�13 ʷ

49 円形 6 字状 24 20 20 14�30 ʷ

48 円形 6 字状 23 22 21 14�33 ʷ

68 円形 6 字状 22 20 60 14�36 ʷ

46 円形 ശ状 21 r 26 14�30 ʷ

70 円形 半円状 22 （18） 10 14�40 ʷ

69 円形 6 字状 30 26 18 14�32 ʷ

65 円形 半円状 18 r 15 14�35 ʷ

66 円形 6 字状 23 20 25 14�25 ʷ

45 円形 6 字状 21 19 39 14�14 ʷ

47 円形 6 字状 16 r 20 14�29 ʷ

SB127
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

4% 2 間（4�1N） 1 間（1�9N） /r4°rE 7�8㎡ 三面൳෇建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

161 ପ円形 6 字状 32 30 24 14�31 ʷ

158 円形 6 字状 29 24 25 14�20 ʷ

156 円形 6 字状 30 27 20 14�28 ʷ

164 ପ円形 6 字状 25 22 16 14�32 ʷ

166 ପ円形 6 字状 28 20 13 14�37 ʷ

165 ପ円形 ୆形状 30 22 10 14�40 ʷ

160 長ํ形 6 字状 25 20 25 14�24 ʷ

159 円形 6 字状 22 18 23 14�22 ʷ

157 円形 ୆形状 24 20 9 14�12 ʷ

155 円形 6 字状 36 34 28 14�17 ʷ

168 円形 6 字状 23 r 24 14�23 ʷ

167 円形 半円状 24 r 12 14�23 ʷ

162 ପ円形 6 字状 31 28 28 14�28 ʷ

SB261
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積 構଄

3F・4F 5 間（9�5N） 4 間（7�7N） /r84°r8 73�2㎡ 二面൳෇建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

207 円形 6 字状 28 26 ʷ

187 円形 6 字状 （23） r 31 14�01 ʷ 1188 に੾られる

185 ପ円形 ࿙ే状 50 31 33 14�10 ʷ

183 ପ円形 6 字状 32 27 49 14�06 ʷ

179 円形 6 字状 28 r 20 14�26 ʷ

174 円形 6 字状 32 24 32 14�17 ʷ

224 円形 ୆形状 24 22 11 14�35 ʷ

122 円形 6 字状 22 20 24 14�34 ʷ

217 円形 半円状 33 30 14 14�33 ʷ

131 円形 6 字状 27 r 24 14�18 ʷ

134 円形 6 字状 25 24 31 14�07 ʷ

195 ପ円形 半円状 57 35 26 14�20 ʷ

117 ପ円形 ࿙ే状 37 28 24 14�11 ʷ

198 円形 6 字状 32 30 29 14�06 ʷ

201 円形 7 字状 28 r 30 14�10 ʷ

203 ପ円形 6 字状 42 36 33 14�06 ʷ

205 円形 6 字状 28 26 22 14�12 ʷ

189 円形 6 字状 24 20 23 13�81 ʷ

242 円形 6 字状 23 22 30 14�07 ʷ

177 円形 6 字状 30 27 29 14�17 ʷ

138 ପ円形 6 字状 36 28 48 13�96 ʷ

136 円形 6 字状 29 r 20 14�24 ʷ

135 円形 6 字状 38 35 30 14�00 ʷ

197 円形 6 字状 25 23 39 14�01 ʷ

194 円形 6 字状 30 r 38 14�03 ʷ

193 円形 半円状 29 24 12 14�08 ʷ

192 円形 6 字状 28 27 49 13�90 ʷ

139 円形 6 字状 30 25 24 14�16 ʷ
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SB262
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積（敷地面積） 構଄

3F・4E・4F 4 間（7�5N） 3 間（5�8N） /r79°r8 43�5㎡ 二面൳෇建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

204 円形 6 字状 32 28 26 14�10 ʷ

190 円形 6 字状 22 16 22 14�11 ʷ

176 円形 ࿙ే状 29 r 28 14�08 ʷ

180 ପ円形 半円状 30 28 25 14�19 ʷ

181 円形 6 字状 31 30 26 14�07 ʷ

213 円形 6 字状 34 r 23 14�22 ʷ

225 円形 半円状 20 18 10 14�36 ʷ

173 ପ円形 6 字状 35 26 24 14�18 ʷ

133 円形 6 字状 （24） r 44 13�98 ʷ 1132 に੾られる

151 円形 6 字状 29 25 38 14�03 ʷ

150 円形 6 字状 26 23 20 14�00 ʷ

214 円形 6 字状 28 23 22 14�16 ʷ

153 円形 6 字状 31 r 20 14�18 ʷ

258 円形 6 字状 25 23 23 14�12 ʷ

199 円形 6 字状 29 27 41 14�03 ʷ

202 円形 6 字状 28 22 38 14�00 ʷ

140 円形 6 字状 41 32 30 14�11 ʷ

210 円形 半円状 28 29 12 14�28 ʷ

137 円形 6 字状 29 r 42 13�98 ʷ

152 円形 6 字状 33 r 42 14�00 ʷ

141 円形 6 字状 29 22 24 14�14 ʷ

SB263
Ґஔ ܻ行 ྊ行 ܻ行ํ޲ চ面積（敷地面積） 構଄

4F 2 間（4�3N） 1 間（2�0N） /r10°rE 8�6㎡ 側柱建物

柱݀番号 平面形 அ面形 長ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） 底面ඪ （N）ߴ 柱あたり 柱痕ਪఆܘ（DN） ੾り߹い

142 円形 状ހ 36 33 11 14�29 ʷ

129 円形 6 字状 30 23 22 14�20 ʷ

172 円形 6 字状 28 r 23 14�22 ʷ 1133 を੾る

132 円形 6 字状 30 26 35 14�04 ʷ

128 円形 6 字状 19 18 16 14�23 ʷ

146 円形 6 字状 25 22 24 14�21 ʷ

148 円形 6 字状 23 r 26 14�18 ʷ

149 円形 6 字状 24 22 25 14�18 ʷ

143 円形 6 字状 23 r 14 14�30 ʷ

　井戸（SE）

遺構名 グリッド 平面形 அ面形 長࣠（DN） ୹࣠（DN） ਂさ（DN） 形態 උߟ

3 5E3ŋ4 円形 ശ状 191 174 ૉ掘り

79 7#1ŋ2ŋ6ŋ7 円形 6 字状 226 155 ૉ掘り 調査区֎΁ଓく

83 4%17ŋ22 ପ円形 ശ状 194 162 164 ૉ掘り

110 4E1ŋ2ŋ7 円形 ୆形状 230 164 ૉ掘り

169 3E4ŋ5　3F24ŋ25 円形 6 字状 208 152 ૉ掘り

　土坑（SK）

遺構名 グリッド 平面形 அ面形 長࣠（DN） ୹࣠（DN） ਂさ（DN） ํҐ උߟ

1 5E25 ପ円形 状ހ （77） 71 21 /r12°rE

2 5E20ŋ25 ପ円形 状ހ 134 82 7 /r8°r8

30 5%2ŋ5E22 ପ円形 状 233ހ 78 15 /r5°r8

44 5E19ŋ20ŋ24ŋ25 ପ円形 ֊ஈ状 236 160 34 /r80°rE

111 5F18ŋ23 ପ円形 状ހ 200 80 22 /r15°r8

255 3E18・23・24 ପ円形 ୆形状 255 148 40 /r10°r8

　溝（SD）

遺構名 グリッド அ面形 長さ（N） ෯（N） ਂさ（DN） උߟ

84 2(ŋ2Fŋ4Aŋ4# 7 字・୆形・半円状 （65�0）以上 4�0 202 遺跡のೆ北にॎஅ

260 3(11・16・17 状ހ （2�2） 0�13 5

　性格不明遺構（SX）

遺構名 グリッド 平面形 அ面形 長࣠（DN） ୹࣠（DN） ਂさ（DN） උߟ

130 3(14・15 ପ円形 状ހ 334 220 18
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番
号

種ྨ 器種
出土地఺ 法ྔ（DN）

৭調
調੔・文༷౳ ଻土の

ࠞೖ物
උߟ

グリッド 遺構 ૚ ܘޱ 底ܘ 器ߴ ಺面 ֎面 底部֎面

1 土師器 ᆵ 1F25 4X101 1 ઙԫᒵ ࠭・᛽˕

2 土師器 ᆵ 0E5ɼ0E10 4X102 1 ઙԫᒵ ࠭・᛽˕

3 土師器 ᆵ 0E5 4X102 1 8�5 ઙԫᒵ φσ φσ ࠭・᛽˕ 2 とಉ一ݸ体

4 土師器 ᙈ 1F21 4X102 1 16�9 にͿい੺׊ Ϥコφσ・φσ Ϥコφσ ࠭˓

5 土師器 ഋߴ 0E5ɼ1E1 4X102 1 16 10 13 ᒵ ハέ・ϛΨΩ・φσ
ハέ・Ϥコφσ
・ϛΨΩ

࠭・᛽˕

6 土師器 ᆵ 1E　1 4X102 1 9�3 12 ઙԫᒵ ϛΨΩ・φσ ϛΨΩ ࠭˓
֎面・ޱ縁部
಺面੺࠼

7 土師器 ഋߴ 1F16 4X102 1 ᒵ ࠭˕

8 土師器 ഋߴ 1F16 4X102 1 ᒵ φσ ハέ・ϛΨΩ ࠭˓

9 土師器 ഋߴ 1F16 4X102 1 にͿいᒵ ϛΨΩ・φσ ϛΨΩ ࠭˓

10 土師器 小ܕ器୆ 1F21 4X102 1 にͿい੺׊ φσ ϛΨΩ ࠭˚

11 土師器 ᆵ 0E5 4X102 1 12�7 にͿい੺׊ Ϥコφσ ࠭・᛽˓

12 土師器 ᙈ 1F12 4X102 1 14�1 にͿい׊ φσ Ϥコφσ・ハέ ࠭・᛽˓

13 土師器 ഋ਎ 1F22 4X102 1 13�2 体部֎面ɿᒵ Ϥコφσ・ϛΨΩ Ϥコφσ・ϛΨΩ ࠭˓
಺面・ޱ縁部
֎面ࠇ৭ॲཧ

14 土師器 ༗ു޸ 1F16 4X102 1 5�5 ੺׊・׊փ ハέ φσ ࠭・᛽˕

15 土師器 ഋ਎ 1%1 ᎟ཚ ֎ɿにͿいԫᒵ ϛΨΩ ϛΨΩ ಺面ࠇ৭ॲཧ

16 土師器 ു 1%2 ᎟ཚ 6�6 ᒵ ࠭˓

17 土師器 ഋߴ 2(19 4%84 下 8�9 ઙԫᒵ・׊փ ࠭˕

18 須恵器 ഋ਎ 4#7 4%84 下 12 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˚

19 須恵器 ᆵ 4#12 4%84 下 փ ϩΫϩφσ
ΧΩ目・λλΩ・
ϩΫϩφσ

˓৭࠭ࠇ
白৭࠭˓

20 須恵器 ᙈ 3%18 4%84 中・下 փ白・փ ಉ৺円文 λλΩ 白৭࠭˕

21 須恵器 ᙈ 2F4 4%84 中 փ・փ白 φσʁ λλΩ ࠭˚

22 須恵器 ഋ֖ 4#17 4%84 下 15�7 փ・փ白 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ఱɿϔラ੾り ࠭˓

23 須恵器 ༗୆ഋ 3$3 4%84 上 13 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˚

24 須恵器 ༗୆ഋ 2E　15 4%84 中 6�9 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసϔラ੾り ࠭˓

25 須恵器 ༗୆ഋ 4#1 4%84 下 9 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసϔラ੾り ᛽˓

26 須恵器 ᙈ 4#23 4%84 中 16�8 փ・҉੺փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭・᛽˕

27 須恵器 ᙈ 3E　16　　　 4%84 上・中 24�3 փ ϩΫϩφσ
ϩΫϩφσ
λλΩ

࠭・᛽˕

28 須恵器 ᙈ
3#11 4%84 上

փ白・փ ಉ৺円文 λλΩ 白৭࠭˓
3$25 4%84 下

29 珠洲焼 ᙈ 7$3 4#121 1 փ Ϥコφσ・円形ԡѹ Ϥコφσ・λλΩ ࠭˓ 159

30 珠洲焼 ᙈ 7$3 4#121 1 փ Ϥコφσ・円形ԡѹ Ϥコφσ・λλΩ ࠭˓ 159

31 珠洲焼 ยുޱ
5E3・4 4E3 3 〜 5

28�6 9�9 12�9 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ੩ࢳࢭ੾り ࠭˓
4#1ɼ2F19 4%84 上

32 珠洲焼 ᆵ 3 種
5E3・4 4E3 3 〜 5

7�9 փ ϩΫϩφσ・ࢦφσ
ϩΫϩφσ

ճసࢳ੾り ࠭・᛽˕
2E5ɼ3E16 4%84 中 έズリ・φσ

33 珠洲焼 ᙈかᆵ 5E　20 4,44 2 փ׊・փ λλΩ ࠭˓

34 白磁 ළ
3E4・5ɼ
3F24・25

4E169 中

35 土師器 ࡼ
3E4・5ɼ
3F24・25

4E169 中 8�4 5�1 1�9 փ׊・にͿい׊ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసࢳ੾り ࠭˕

36 土師器 ࡼ
3E4・5ɼ
3F24・25

4E169 上〜中 8�6 5�4 2 ઙԫᒵ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసࢳ੾り ࠭˓

37 土師質土器 ࡼ 4%17・22 4E83 上 9�5 4�8 2�5 փ・にͿいᒵ׊ ϩΫϩφσ φσ・Ϥコφσ ճసࢳ੾り ੺ཻ׊˓

38 珠洲焼 ᙈ 7$2 4#121 1 փ・փ׊ 円形ԡѹ λλΩ 117

39 土師質土器 ࡼ 7$22 4#123 1 6 にͿい׊・փ׊ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˓ 131

40 土師質土器 ࡼ 3F5 4#261 1 10�2 5 2�9 ᒵ ੺ཻ׊˕ 1203

41 白磁 ࿸ 4A15 4%84 ࿸Ⅱྨ

42 白磁 ࿸ 4A15 4%84 5�2 ࿸ᶚྨ

43 珠洲焼 ᙈ 3%6 4%84 中 փ・׊҉・փ׊ Ϥコφσ・円形ԡѹ Ϥコφσ・λλΩ ࠭˓

44 珠洲焼 ᙈ 4A24 4%84 中 փ 円形ԡѹ λλΩ 白৭࠭˓

45 珠洲焼 ยുޱ 2F14 4%84 中 28�2 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˓

46 珠洲焼 ยുޱ 4A8 4%84 下 29 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 白৭࠭˕

47 珠洲焼 ยുޱ 4#6 4%84 中 27�1 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˕ 46 とಉ一ݸ体

48 珠洲焼 ยുޱ 2F4 4%84 下 25�6 փ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ࠭˕

49 珠洲焼 ᆵかළ 4#23 4%84 中 փ ϩΫϩφσ
ϩΫϩφσ
ಥଳ・೾状文

࠭・᛽˚

50 珠洲焼 ᆵ 4A8 4%84 中 փ・փࢵ҉ φσ λλΩ ࠭・᛽˕

51 土師質土器 ࡼ 3%7 4%84 中 7�6 4�6 1�8 ઙԫᒵ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసࢳ੾り ࠭˕

52 土師質土器 ࡼ 4#1 4%84 下 5�9 にͿい׊ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ճసࢳ੾り 白৭࠭˓

番
号

種ྨ 器種
出土地఺

石ࡐ
長さ

（DN）
෯

（DN）
ްさ

（DN）
ॏさ

（̶）
උ　ߟ

グリッド 遺構 ૚

54 石製品 敲石 4#12 4%84 埋土下૚ ҆山ؠ 11�3 7�9 7�3 717�5 ྆୺・3 側面に敲ଧ痕あり。ਖ਼面の一部、࢖༻にΑりണ落する。

55 石製品 敲石 2E15 4%84 埋土下૚ ҆山ؠ 8�0 6�3 5�3 381�5 ྆୺・3 側面に敲ଧ痕あり。ਖ਼面の一部、࢖༻にΑりണ落する。ඃ೤。

56 石製品 敲石 4%84 埋土下૚ ҆山ؠ 6�3 6�1 5�4 311�9 ྆୺・1 側面に敲ଧ痕あり。ӈ側面の一部、࢖༻にΑりണ落する。ඃ೤。

57 石製品 砥石 3% 4%84 埋土下૚ ؠփڽ 10�6 9�9 7�9 964�7 ஔ砥石。ਖ਼ཪ面・3 側面に砥面あり。ඃ೤。下୺ܽଛ。

58 石製品 砥石 4F6 1199（4#262） 埋土下૚ ؠ࠭ 8�3 8�5 3�6 256�1 ஔ砥石。ਖ਼ཪ面・ӈ側面に砥面あり。下୺ܽଛ。

59 మ製品 不明 3$9 4%84 埋土中૚ ʕ 3�30 4�75 0�72 13�9 ர଄品のഁย。

土器・陶磁器

二反割遺跡　遺物観察表

石製品・鉄製品

଻土のࠞೖ物ʜ˕ɿ多ྔ、˓ɿ多い、˚ɿগྔ
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SX102

SX101（1F25・2F21）

SX101（1F15・2F11・17）

SK108

SD260

SD84（4A25・5A12）

SD84（2G18・19・23）

SK108

古墳時代の遺構

中世の遺構

SD84（2G18・19・23）
1 褐色シルト 灰褐色粘土が小ブロック状に混入する。
2 暗褐色シルト Ⅱ層に近似するが、Ⅱ層よりやや明るく締まっている。
3 暗褐色シルト 2層にⅤ層が少量混入する。
4 暗褐色シルト 2層に近似する。褐色粘土が小ブロック状に少量混入する。
5 にぶい黄褐色シルト 2層にⅤ層が少量混入する。3層より混入量は多い。
6 にぶい黄褐色シルト Ⅳ層の崩落土。Ⅱ層が少量混入する。
7 にぶい黄褐色シルト Ⅱ・Ⅳ層の混合土。
8 灰黄褐色シルト質粘土 下層には炭化粒が多く混入する。底面、壁面には鉄分が多く沈着する。
9 にぶい黄褐色シルト Ⅱ・Ⅳ層の混合土。

SD84（4A25・5A12）
 1 にぶい黄褐色シルト Ⅱ層に近似する。炭化粒を少量含む。
 2 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層が少量混入する。炭化粒を少量含む。
 3 暗褐色シルト 褐灰色粘土が混入する。炭化粒を少量含む。
 4 黒褐色シルト Ⅱ層に近似する。炭化粒を少量含む。
 5 暗褐色シルト Ⅴ層が少量混入し、炭化粒を少量含む。
 6 灰黄褐色粘土 炭化粒を少量含む。
 7 褐灰色粘土 炭化粒を少量含む。
 8 褐色シルト 1・Ⅴ層の混合土。
 9 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層の崩落土。
 10 灰褐色粘土と砂の混合土 炭化粒が多く混入し、鉄分が多く沈着する。
 11 褐色粘土と砂の混合土 炭化粒が多く混入し、鉄分が多く沈着する。
12 灰黄褐色粘土 炭化粒が多く混入する。

SD260
1　黒褐色シルト　炭化物・Ⅴ層を多量に含む。
 土師器を1点含む。

SX102
1 黒褐色シルト　　　Ⅲ層に相当。土師器を多量に含む。
2 灰黄褐色シルト
3 にぶい黄褐色粘土
4 灰黄褐色シルト

SK108
1 黒褐色シルト　Ⅱ層に近似。黄褐色土を多量に含む。

SX101（1F15・2F11・17）
1 黒褐色シルト　　　　Ⅲ層に相当する。
2 にぶい黄褐色シルト　Ⅳ層に相当か。

SX101（1F25・2F21）
1 黒褐色シルト　　　　Ⅲ層に相当する。
2 にぶい黄褐色シルト　Ⅳ層に相当か。
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P68
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P66

P49

P65P69

P50

P64

P63

P62

P61

P70

SB126

SB127

P168P155

P156

P158

P161

P162 P164

P160

P159

P157

P166

P165

P167

P49 P50

P45 P46

P48P47

P160

P158 P159

P161

P162 P168

P45
1 暗褐色シルト φ1～5㎜の炭化物・
  黄褐色土ブロックを
  少量含む。

P46
1 暗褐色シルト φ0.5～1㎝の黄褐
  色シルトブロック
  を多量・炭化物を
  微量に含む。

P47
1 暗褐色シルト φ1～5㎜の炭化物・
  黄褐色土ブロックを
  少量含む。

P48
1 暗褐色シルト φ1～5㎜の炭化
  物・黄褐色土ブ
  ロックを少量含
  む。

P49
1 暗褐色シルト φ1～5㎜の炭化物・
  黄褐色土ブロックを
  少量含む。

P50
1 暗褐色シルト
2 褐色シルト

P158
1 黒褐色シルト 炭化物を微量・
  Ⅴ層を少量含む。

P159
1 黒褐色シルト 炭化物を少量・
  Ⅴ層を多量に含む。

P160
1 灰黄褐色シルト Ⅴ層を少量含む。

P161
1 黒褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を
  少量含む。
2 にぶい黄褐色シルト 1層・Ⅴ層を多
  量に含む。

P162
1 黒褐色シルト　Ⅴ層を多量に含む。

P168
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を少量・Ⅴ層を多量に含む。
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P217P122P224
P174

P194P131

P174

P192

P197 P198 P201

P203 P205

SB261

P174
1 黒褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。

P131
1 黒褐色シルト　　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。
2 明黄褐色シルト　Ⅴ層・1層を多量に含む。

P192
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を少量含む。
2 褐色シルト

P194
1 にぶい黄褐色シルト　Ⅴ層ブロックを多量に含む。
2 褐色シルト　　　　　1層土を少量含む。

P197
1 黒褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。

P198
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物・Ⅴ層を少量含む。
2 褐色シルト　　　　　炭化物を微量・Ⅴ層を中量含む。

P201
1 黒褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。

P203
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。
2 褐色シルト　　　　　炭化物を微量・Ⅴ層を多量に含む。

P205
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。
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SB262

P150P140

P202P181P152

P151

P152
1 黒褐色シルト　炭化物を少量・Ⅴ層ブロックを
  多量に含む。

P140
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を微量・Ⅴ層を
  少量含む。
2 褐色シルト　　　　　炭化物を微量・1層・
  Ⅴ層を少量含む。

P150
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を少量・Ⅴ層を
  多量に含む。

P202
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を多量・Ⅴ層を
  少量含む。

P151
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物・Ⅴ層ブロックを
  少量含む。

P181
1 にぶい黄褐色シルト　炭化物を少量・Ⅴ層を
  微量に含む。
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P129
1 灰黄褐色シルト 炭化物を少量・Ⅴ層を
  中量含む。
2 明黄褐色シルト 1層を少量・Ⅴ層を多
  量に含む。

P148
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を少量
  含む。 P112

1 褐灰色シルト 1㎜大の炭化物を
  多量・Ⅴ層を中量
  含む。

P113
1 黒褐色シルト 2～5㎜大の炭化物を
  多量・Ⅴ層を少量
  含む。

P114
1 黒褐色シルト 1㎜大の炭化物を多量・
  Ⅴ層を少量含む。

P116
1 黒褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を
  多量に含む。

P27
1 暗褐色シルト φ1～10㎜の黄褐色土ブロックを多量・
  炭化物を少量含む。
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SE83
1 暗褐色シルト Ⅱ層に近似する。
2 暗褐色シルト Ⅱ層に近似する。Ⅴ層が少量混入するため、1層より明るい。
3 暗褐色シルト 2層にⅢ層に近似した土が混入する。したがって、2層より暗い。
4 褐色シルト Ⅱ～Ⅴ層の混合土。
5 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層にⅡ層が混入する。
6 黄褐色シルト Ⅴ層の崩落土。

SE3
1 暗褐色シルト φ5㎜の炭化物と土師質土器の細片を少量含む。
2 暗褐色シルト φ5～10㎜の炭化物・褐色土ブロックを少量含む。
3 暗褐色シルト φ0.5～3.0㎝の褐色土ブロックを多量に含む。
4 黄褐色シルト 暗褐色土を少量含む。 崩落土。
5 褐色シルト 灰黄色砂質シルトを多量に含む。4層よりも色が黒く、砂質が強い。

SE169
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層ブロックを多量に含む。埋土がキレイに堆積してないので
   埋め戻した可能性あり。
 2 にぶい黄橙色シルト 炭化物を少量・Ⅴ層を多量に含む。崩落土。
 3 褐灰色シルト 炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。
 4 にぶい黄褐色シルト 炭化物微量・3層が少量混入する。
 5 黒褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を少量含む。
 6 黒色粘土 炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。溶けた土器多数含む。
 7 褐灰色粘土 炭化物微量・Ⅴ層を多量に含む。
 8 にぶい黄褐色シルト 灰白色粘土を少量含む。
 9 にぶい黄褐色シルト
 10 灰白色粘土

SE110
 1 暗褐色シルト Ⅱ層に近似する。炭化粒を少量含む。
 2 黒褐色シルト Ⅲ層に近似する。炭化粒を少量含む。
 3 暗褐色シルト Ⅴ層が少量混入する。炭化粒を少量含む。
 4 黒褐色シルト Ⅴ層が少量混入する。炭化粒を少量含む。
 5 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層崩落土。暗褐色シルトを少量含む。
 6 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層崩落土。
 7 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層崩落土。暗褐色シルトを少量含む。
 8 にぶい黄褐色シルト Ⅴ層崩落土。
 9 5層に同じ。
 10 7層に同じ。
 11 6層に同じ。
 12 にぶい黄褐色シルト質粘土 上層に比べ粘性が強くなる。Ⅴ層崩落土。
 13 にぶい黄褐色シルト質粘土 12層より粘性が強くなる。
 14 褐灰色粘土
 15 にぶい黄褐色粘土 鉄分の沈着がやや多い。
16 にぶい黄褐色砂質シルト Ⅵ層崩落土。
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'
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f f'

SX130
1　灰黄褐色シルト 炭化物・黒褐色土・Ⅴ層を多量に含む。

SK2
1 にぶい黄褐色シルト 黄褐色土ブロックを多量・炭化物を少量含む。
2 1層と同じ。 φ1.0㎝の黒褐色土ブロックを少量含む。
SK1
1 SK2層と同じ。 φ1.0㎝の黒褐色土ブロックを多量、炭化物を少量含む。
2 1層と同じ。 黒褐色土ブロックを少量含む。

SK44
1 暗褐色シルト φ1～10㎜の炭化物を少量含む。
2 暗褐色シルト 黄褐色土ブロック（φ1～10㎜）を多量に含む。
3 暗褐色シルト

SK30
1 暗褐色シルト φ5㎜の炭化物・土師質土器細片・φ1～10㎜の褐色土ブロックを
  多量に含む。

SK111
1 明黄褐色シルト 1～3㎜大の炭化物・黒褐色土・Ⅴ層をマーブル状に
  多量に含む。
2 黄橙色シルト 1層・炭化物を少量含む。

SK255
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を多量に含む。

0 （1：40） 2m
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P10

P34

P17

P57P59

P56

P54

P4 P36

P19P21

P5

P6

P7

P55

P9
P8

P52

SB121

P7 P59 P57P6

P57
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を少量含む。
2 にぶい黄橙色シルト 炭化物を微量・Ⅴ層を少量含む。

P59
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物を多量・Ⅴ層を少量含む。
2 褐色シルト 炭化物を少量・1層をまばらに含む。

P6
1 黒褐色粘シルト 炭化物を多量・Ⅴ層を中量含む。
  底に柱の当たりあり。
2 黄褐色粘シルト 1層を少量含む。

P7
1 黒褐色シルト 炭化物を多量に含む。底に柱の
  当たりあり。
2 黄褐色シルト 炭化物・1層を少量含む。
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P56
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物を微量・
  Ⅴ層を少量含む。
2 にぶい黄橙色シルト 1層を少量含む。

P74
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物を微量・
   Ⅴ層を少量含む。
2  にぶい黄褐色シルト Ⅴ層を少量含む。

P78
1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を
  少量含む。
2 にぶい黄褐色シルト 1層を少量含む。

P35
1 黒褐色シルト 炭化物を多量・
  Ⅴ層を少量含む。
2 明黄褐色シルト 炭化物・1層を
  少量含む。

P10
1 黒褐色土 炭化物を多量・Ⅴ層
  を中量含む。
2 暗褐色土 炭化物・Ⅴ層を少量
  含む。
3 にぶい黄褐色土 炭化物・Ⅴ層を少量
  含む。

P34
1 黒褐色シルト 炭化物を多量・
  Ⅴ層を少量含む。
2 明黄褐色シルト 炭化物・1層を
  少量含む。

SE79
1 黒褐色シルト 炭化物・Ⅰ層を粒状に多量に含む。
2 灰黄褐色シルト 炭化物・Ⅴ層を粒状に多量に含む。
3 にぶい黄褐色シルト 炭化物を少量・2層・Ⅴ層をブロック状に多量に含む。
4 暗褐色シルト 炭化物・Ⅴ層をブロック状に多量に含む。
5 明黄褐色シルト 崩落土と思われる。
6 にぶい黄橙色シルト 崩落土とマーブル状に混合。
7 黒色粘土 ラミナ状に堆積　Ⅴ層・灰白色粘土・黒褐色粘土を多量に含む。
8 黒色粘土 ラミナ状に堆積　灰白色・黒褐色粘土を少量・Ⅴ層を多量に含む。
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2007（平成19）年度
調査範囲

2006（平成18）年度調査範囲

2007（平成19）年度調査範囲

2011（平成23）年度調査範囲
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P4003
1　暗灰色粘土
2　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック
 多量含む。
3　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック
 多く含む。 P4008

1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。
2　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック多量含む。

SD4009
1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。灰色
 粘土ブロック多く含む。

P4007
1　暗灰色粘土 炭化物多く含む。
2　暗灰色粘土
3　灰色粘土
4　灰色粘土

P4006
1　暗灰色粘土
2　灰色粘土

P4004
1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。灰白色
 石灰質粒子少量含む。
2　暗灰色粘土 炭化物少量含む。灰色粘
 土小ブロック多く含む。
3　灰色粘土 暗灰色粘土ブロック少量
 含む。

P4002
1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。灰色粘
 土小ブロック多く含む。
2　暗灰色粘土 炭化物少量含む。灰色粘
 土ブロック多量含む。
3　灰色粘土　

P4012
1　暗灰色粘土 灰色粘土小ブロック少量含む。
2　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック多く含む。
3　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック多量含む。
4　灰色粘土 暗灰色粘土ブロック少量含む。

P4005
1　暗灰色粘土 炭化物・灰白色石灰質粒子少量含む。
 灰色粘土ブロック多量含む。
2　暗灰色粘土 灰色粘土ブロック少量含む。
3　灰色粘土 暗灰色粘土ブロック少量含む。

P4011
1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。

P4010
1　暗灰色粘土 炭化物少量含む。

SK4001
1　暗灰色粘土 炭化物多く含む。
2　暗灰色粘土 炭化物多量含む。
3　灰色粘土　
4　暗灰色粘土 炭化物多く含む。

0 （1：40） 2m

延命寺遺跡Ⅱ　遺構ݸ別ਤ（Ⅹ૚・ᶟ૚上面（1）） 図 版 21
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図  版   26

二反割遺跡二反割遺跡

二反割遺跡　遺跡のҐஔ

遺跡の位置と周辺の景観（米極東空軍　昭和 21年 10月 10日撮影　空中写真）



図  版   27 二反割遺跡　遺跡શܠ・ԕܠ

遺跡全景（上空西から）

遺跡遠景（西から）
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二反割遺跡　基本૚ং・古墳時代の遺構・中世の遺構

5G　基本層序（北西から） 3G　基本層序（南東から）

SK108　土層断面（西から） SX101　遺物出土状況（西から）

SX102　土層断面・遺物出土状況（西から） SD84（2G18・19・23）　土層断面（南から）

SD84（4A25・5A12）　土層断面（北から） SD260　土層断面（南から）



図  版   29 二反割遺跡　4#126・127

SB126　完掘（南から） SB126-P45　土層断面（南から）

SB126-P48　土層断面（南から） SB126-P49　土層断面（南東から）

SB126-P50　土層断面（東から） SB127　完掘（南から）

SB127-P158　土層断面（南から） SB127-P159　土層断面（南から）



図  版   30

SB261（白）

SB263（黒）

SB262（グレー）

SB261（白）

SB263（黒）

SB262（グレー）

二反割遺跡　4#261・262・263

SB261・262・263　完掘（南から）

SB261-P192　土層断面（西から） SB261-P194　土層断面（西から）

SB261-P197　土層断面（南から） SB261-P198　土層断面（南から）



図  版   31 二反割遺跡　4#262・263・124

SB262-P140　土層断面（南から） SB262-P151　土層断面（南から）

SB262-P152　土層断面（南から） SB263-P129　土層断面（南から）

SB124　完掘（南から） SB124-P112　土層断面（南から）

SB124-P113　土層断面（南から） SB124-P116　土層断面（南から）



図  版   32二反割遺跡　4#125・井戸 1

SB125　完掘（南から） SB125-P27　土層断面（西から）

SE3　土層断面上部（南から） SE3　土層断面下部（南から）

SE3　遺物出土状況（南から） SE3　完掘（南から）

SE110　土層断面（南から） SE110　完掘（南から）



図  版   33 二反割遺跡　井戸 2・土坑 1

SE83　土層断面（西から） SE83　完堀（西から）

SE169　土層断面（南から） SE169　完掘（南から）

SK1・SK2　土層断面（西から） SK1・SK2　完掘（西から）

SK30　土層断面（東から） SK30　土層断面（南から）



図  版   34二反割遺跡　土坑 2・性格不明遺構

SK44　土層断面（南から） SK44　完掘（南から）

SK111　土層断面（西から） SK111　完掘（西から）

SK255　土層断面（南から） SK255　完掘（南から）

SX130　土層断面（南から） SX130　完掘（南から）



図  版   35 二反割遺跡　4#121

SB121　完掘（西から）

SB121-P6　土層断面（南から） SB121-P6　完掘（南から）

SB121-P7　土層断面（南から） SB121-P10・SB123-P36　土層断面（南から）



図  版   36二反割遺跡　4#122・123・井戸

SB122　完掘（西から） SB122-P56　土層断面（南から）

SB122-P74　土層断面（南から） SB122-P74　完掘（南から）

SB122-P78　土層断面（南から） SB123　完掘（西から）

SB123-P35　土層断面（南から） SE79　土層断面（南から）



図 版 37 二反割遺跡　古墳・奈良・平҆時代の土器
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二反割遺跡　中世の土器・ಃ磁器（1） 図 版 38
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図 版 39 二反割遺跡　中世の土器・ಃ磁器（2）・土製品・石製品・金ଐ製品
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図  版   40

遺跡全景（上空から）

上越三和道路上越三和道路

延命寺遺跡延命寺遺跡

遺跡の位置と周辺の景観（米極東空軍　昭和 21年 10月 10日撮影　空中写真）

延命寺遺跡Ⅱ　遺跡のҐஔ・遺跡શܠ
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11D　基本層序（南東から）

畦畔④・⑤（北から）

SK4001　土層断面（西から）

畦畔③　土層断面（南東から）

遺跡近景（東から）
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延命寺遺跡Ⅱ　遺跡ۙܠ・基本૚ং・下૚　׬掘・ピット

遺跡近景（西から）

12C（Ⅹ層）完掘状況（西から）

P4005　土層断面①（南から）

P4012　土層断面①（南から）

12B　基本層序（東から）

P4003　土層断面（南から）

P4005　土層断面②（南から）

P4012　土層断面②（南から）



図  版   43

P4004　土層断面（南から）

P4008　土層断面（南から）

P4007　土層断面（南から）

SX3915　検出状況（北から）

水田跡（Ⅸ層上面）全景（北から）

延命寺遺跡Ⅱ　下૚　ピットʗ上૚　水田跡



図  版   44延命寺遺跡Ⅱ　上૚　水田跡・࡞業෩ܠ

水田跡（Ⅸ層上面）全景（南から）

畦畔①（北から）

畦畔②　土層断面（東から）

畦畔⑤　土層断面（東から）

畦畔③（西から）

畦畔①　土層断面（南東から）

畦畔④　土層断面（北東から）

作業風景



図 版 45 延命寺遺跡Ⅱ　土器・石製品・木製品
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二 反 割 遺 跡 集落 古墳時代中期
〜後期

（5 〜 6 世紀）

土坑 1 基、遺物が多
く出土する自然の落
ち込み 2 か所

土師器、須恵器 集落の縁辺部に相当する。

散布地 古代
（8 〜 9 世紀）

須恵器

集落 中世
（12 世紀）

掘立柱建物 10 棟、
井戸 5 基、溝 2 条、
土坑 8 基、性格不明
遺構 1 基

珠洲焼、白磁、土師
質土器、土師質土器
を円盤状に加工した
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集落は規模の異なる掘立柱建物、倉
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周辺に広がる水田跡である。
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  電話  025（233）0321　FAX  025（233）0322
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